
教 学 の 理 念

� 学　大　ޫ正

　京都産業大学は19��年、学ߥढ़അによって設された。

ઓ後日本のਫ਼ਆ文化のߥഇを༕ྀされた学は、「ݐ学のਫ਼ਆ」

をࠜ本理೦として、国際ࣾ会で活躍できる人ࡐの育成に৺݂を

注͗、本学は極めてॱ調な発展をげた。この学による「ݐ学の

ਫ਼ਆ」は、その後も歴代の学により力強く受けܧがれ現在に

。っているࢸ

　本学が設以来、ऴ始一؏してܝげてきた教育理೦は、「ݐ学の

ਫ਼ਆ」にᨳわれているように、自らを厳しくしつつ、力に

み、ࣾ 会的な義務をଵることなく、国内外をわず活躍できる人ࡐ

の育成である。そのためには、日本ݻ有の文化の特࣭や歴史的な

意義をਂく理解するのみならず、世ք各国の文化や文明に通ڿし、

世քで通用し得る見識と国際ײ覚を身につける必要がある。

に進展する国際化、情報化ࣾ会において、本学は、時代のスٸ　

ϐーυにりれることなく、ৗに国際ࣾ会の動に注視しなが

ら、豊かな国際ײ覚と世քに༤飛する行動力のある人ࡐ育成のた

めのΧϦキュϥϜฤ成とその充実に取り組んでいる。特に、科学技

術の進展や文化・文明が作り出した地球規の課解決がٸ務の

現代ࣾ会に対Ԡするために、本学は、一ڌ総合大学のརを࠷

大ݶに生かし、体ܥ化された教ཆ教育と専門教育、さらには学部間

のนを取りったΧϦキュϥϜฤ成と、特৭のある大学院の専門教

育のΧϦキュϥϜの充実に意欲的に取り組んでいる。

　本学が、特にॏ視するのは、෯い教ཆ知識と国際ࣾ会で活躍

できる専門知識の修得にՃえて、「ݐ学のਫ਼ਆ」にᨳわれている豊

かな人間性と高いྙ理観を࣋った人格ܗ成の確立である。



現代社会学部ͷϙϦγー
̍ɽ教育্ڀݚの目的
　ࣾ会が真に解決を必要としているを発見し、その解決のために自ら考え活動するだけでなく、他者と積極的にڠ働
することにより、現代ࣾ会の҆定的発展とそこに生きる人ʑのに寄与する人ࡐのཆ成を目的とする。

ࣾձ学Պݱ˙
　現代ࣾ会が内แする「地Ҭ」「人間」「メディア」にかかわるॾの解決にけて、ࣾ 会学の知見を活かしओ体的に行
動するだけでなく、他者とڠ働するࣾ会に開かれた行動力を݉Ͷඋえ、多༷なՁ観を༰認するࣾ会の実現に寄与する人
。のཆ成を目的とするࡐ

スϙーπࣾձ学Պ߁݈˙
　現代ࣾ会が内แする「݈߁スϙーπ」にかかわるॾの解決にけて、ࣾ 会学と݈߁スϙーπ科学の知見を活かしओ
体的に行動するだけでなく、他者とڠ働するࣾ会に開かれた行動力を݉Ͷඋえ、৺身ともに݈߁なࣾ会の実現に寄与する
人ࡐのཆ成を目的とする。



̎ɽディϓϩϚϙϦγー
ࣾձ学Պݱ˙
　本学科は、大学શ体としてのディプϩϚ・ϙϦシーのとおり、ݐ学のਫ਼ਆに基ͮく人間ܗ成を基本とし、その上で以下に
げるૉཆを身につけ、かつ学部が定める卒業要件を満たした者に卒業の認定及び「学士（ࣾ会学）」の学位を授与しܝ
ます。

（ア）専門分の知識と理解
1．ࣾ会学の多༷な概೦や理論組みに関する基礎的知識を有し、理解している。
2．ࣾ会現象を解明するためのࣾ会調査に関する基礎的知識を有し、理解している。
3．�現代ࣾ会が内แする「地Ҭ」「人間」「メディア」にかかわるॾの解決のために、ࣾ 会学を֩とした多༷な専門知
識を有し、理解している。

（イ）技能
専門技能
1．ࣾ会の実૬をద切に理解するために、ద切なྔ的・࣭的なࣾ会調査を行うことができる。
2．実施した調査の結果に基ͮき、の解決にけた情報発৴や提言を行うことができる。
3．現代ࣾ会が内แする「地Ҭ」「人間」「メディア」にかかわるॾの解決のために、ࣾ 会学を֩とした多༷な専門
知識を実践的な場面においてԠ用することができる。

൚用的技能
1．�他者と対しަবする際に、ࠜ に基ͮいた論理的なओுを行い、૬手のओுに対しても同༷の基४によりద正にڌ
ධՁできる。

2．課解決のために、他者とڠ働して作業を進めつつ、自らのׂを࠷後までを࣋って果たすことができる。
3．�άϩーόルࣾ会の中で多༷な૬手とྑな関係をஙくために、外国語（特にӳ語）による基本的コミュニケーション
ができる。

をར用して必要な情報を的確に取得し、必要にԠじて得られた情報をՃ工・ฤ集しޮ果的に発৴することثػ$5*�．�
ができる。

（）ଶ度・志性
1．自らの存在に自৴とތりを࣋ち、他者との調の中で自らの可能性を࠷大ݶに発شしようとする意欲を࣋っている。
2．�自らの考えや構がޡりでありうることを自覚しながら、他者への働きかけを࣋続し、よりྑいࣾ会の構ஙにけて
าみ続ける意欲を࣋っている。



スϙーπࣾձ学Պ߁݈˙
　本学科は、大学શ体としてのディプϩϚ・ϙϦシーのとおり、ݐ学のਫ਼ਆに基ͮく人間ܗ成を基本とし、その上で以下に
の学位「（スϙーπࣾ会学߁݈）学士」げるૉཆを身につけ、かつ学部が定める卒業要件を満たした者に卒業の認定及びܝ
を授与します。
（ア）専門分の知識と理解
1．�ࣾ 会学の多༷な概೦や理論組みに関する基礎的知識を有し、理解している。
2．�ࣾ 会現象を解明するためのࣾ会調査に関する基礎的知識を有し、理解している。
3．�現代ࣾ会が内แする「݈߁スϙーπ」にかかわるॾの解決のために、ࣾ 会学を֩とした多༷な専門知識を有し、
理解している。

�．�現代ࣾ会が内แする「݈߁スϙーπ」にかかわるॾの解決のために、݈ スϙーπ科学の専門知識を有し、理解߁
している。

（イ）技能
専門技能
1．�ࣾ 会の実૬をద切に理解するために、ద切なྔ的・࣭的なࣾ会調査を行うことができる。
2．�実施した調査の結果に基ͮき、の解決にけた情報発৴や提言を行うことができる。
3．�現代ࣾ会が内แする「݈߁スϙーπ」にかかわるॾの解決のために、ࣾ 会学を֩とした多༷な専門知識を実践的
な場面においてԠ用することができる。

�．�現代ࣾ会が内แする「݈߁スϙーπ」にかかわるॾの解決のために、݈ スϙーπ科学の専門知識を実践的な場߁
面においてԠ用することができる。

൚用的技能
1．�他者と対しަবする際に、ࠜ に基ͮいた論理的なओுを行い、૬手のओுに対しても同༷の基४によりద正にධڌ
Ձできる。

2．�課解決のために、他者とڠ働して作業を進めつつ、自らのׂを࠷後までを࣋って果たすことができる。
3．�άϩーόルࣾ会の中で多༷な૬手とྑな関係をஙくために、外国語（特にӳ語）による基本的コミュニケーション
ができる。

をར用して必要な情報を的確に取得し、必要にԠじて得られた情報をՃ工・ฤ集しޮ果的に発৴することがثػ$5*�．�
できる。

（）ଶ度・志性
1．�自らの存在に自৴とތりを࣋ち、他者との調の中で自らの可能性を࠷大ݶに発شしようとする意欲を࣋っている。
2．�自らの考えや構がޡりでありうることを自覚しながら、他者への働きかけを࣋続し、よりྑいࣾ会の構ஙにけて
าみ続ける意欲を࣋っている。



̏ɽΧϦΩϡϥϜϙϦγー
ࣾձ学Պݱ˙
　ディプϩϚ・ϙϦシー（卒業認定・学位授与の方）にܝげる目ඪをୡ成するために、「共通教育科目」、「༥合教育科目」、
「専門教育科目」（「学部共通科目」、「学科専門科目」）を体ܥ的にฤ成するΧϦキュϥϜ（教育課程）を構ஙしています。
　શ学共通となる「共通教育科目」は大学のΧϦキュϥϜ・ϙϦシーに基ͮきฤ成を行うとともに、教ཆ教育と専門教育が
分அすることがないように授業科目のฤ成を行っています。
　「専門教育科目」は、本学科の専門性を֫得するためのࠜװ的な学びを提ڙするものです。その中でも、「学部共通科目」
は、「導入科目」と「基൫科目」においてࣾ会学を基礎からஈ֊的に修得できるようฤ成を行うとともに、「Ϧーダーシップ
科目」の配置により、自らの職業生活や将来の仕事について理解をਂめることができるようにฤ成を行っています。また、
「学科専門科目」では、ࣾ 会学やこれに関連する多༷な科目を配置するとともに、高年次になるに従い、専門の基礎となる
「基൫科目」、Ԡ用となる「展開科目」、さらにはओ体的な学びをଅす「演習科目」を配置することにより、学科内に設置され
る3つのコースຖに専門性をஈ֊的にਂめるためのฤ成を行います。
　この他、専門性をਂめると同時にෳ؟的視をᔻཆするために、「༥合教育科目」を設け、専門分を補する領Ҭの専
門教育科目を履修できるよう、授業科目のฤ成を行います。
　これらのฤ成方は、本学科の教育課程のฤ成の特৭となる次の�つの項目にԊっています。なおこれらの項目について
は、（1）シϥόスおよび成ධՁ方法、（2）成分、（3）履修状況および単位修得状況、（�）教育プϩάϥϜに関する学生
アンケーτ結果のݕ証を通じて、そのద正化を図ります。また、各科目の学修成果のධՁは、各科目のシϥόスに定める成
ධՁ方法により行います。

ʲ教育課程のฤ成の特৭ʳ
1．共通教育科目のॏ視
　人文科学・ࣾ会科学・自વ科学分等の「人間科学教育科目」にくわえ、「言語教育科目」「体育教育科目」「キϟϦアܗ
成支援教育科目」のいずれをもॏ視しています。
2．導入教育の充実
　ࣾ会学શൠの基礎知識を「講義」および「演習」の双方で提ڙするとともに、現場の事例を解説する講義により、専門領
Ҭでの学びの意欲をىשします。
3．ॱ次性のある体ܥ的な専門教育の構ங
　専門教育の基൫として、ࣾ 会調査の方法論を学び、ྔ 的・࣭的なࣾ会調査を行うことのできる能力を身につけます。ま
た、地Ҭࣾ会学、Ոࣾ会学、メディアࣾ会学に関する基礎知識を提ڙするとともに、地Ҭࣾ会学コース・人間ࣾ会学コー
ス・メディアࣾ会学コースຖに、それͧれの専門知識をਂめます。
�．専門性を基࣠としたෳ؟的視のཆ成
　自らの専門領Ҭと関連する分やڵຯ・関৺のある分について、一定の条件のもとで、݈ スϙーπࣾ会学科の科目߁
や他学部の科目を履修することができます。これにより、自らの専門性を基࣠としながら、ෳ؟的な視をཆうことができ
ます。
�．「統合知」をܗ成させる演習の充実
　1#-（1SPKeDU� #BTeE� -eBSOJOH）ܕ授業やアΫςィϒ・ϥーニンάの手法を取り入れた「演習科目」を設けます。この演
習では、࠲学から得られる「学習知」と現実のॾを体験的に学Ϳ「体験知」を統合した、より高次の「統合知」のܗ成
を目的としています。
�．専門教育におけるキϟϦアおよびϦーダーシップ教育のॏ視
　自らの専門領ҬとキϟϦアܗ成との関連性を強く意識することができるよう、「共通教育科目」と合するܗで専門教育
にキϟϦアおよびϦーダーシップ教育を体ܥ的に組み込んでいます。
�．資格取得の支援
　専門に関連する資格を取得することのできる教育課程をฤ成し、ࣾ 会調査士の資格の取得を可能としています。また、
中学校教諭一छ免許状（ࣾ会）、高等学校教諭一छ免許状（公民）の取得が可能であるとともに、図書館司書、学芸員、学
校図書館司書教諭の資格および公認スϙーπ指導者の受験資格などの取得が可能です。

※入学者の受け入れの方（アυミッション・ϙϦシー）については、本学)1 ʪ˰教育情報ʫ参照



スϙーπࣾձ学Պ߁݈˙
　ディプϩϚ・ϙϦシー（卒業認定・学位授与の方）にܝげる目ඪをୡ成するために、「共通教育科目」、「༥合教育科目」、
「専門教育科目」（「学部共通科目」、「学科専門科目」）を体ܥ的にฤ成するΧϦキュϥϜ（教育課程）を構ஙしています。
　શ学共通となる「共通教育科目」は大学のΧϦキュϥϜ・ϙϦシーに基ͮきฤ成を行うとともに、教ཆ教育と専門教育が
分அすることがないように授業科目のฤ成を行っています。
　「専門教育科目」は、本学科の専門性を֫得するためのࠜװ的な学びを提ڙするものです。その中でも、「学部共通科目」
は、「導入科目」と「基൫科目」においてࣾ会学を基礎からஈ֊的に修得できるようฤ成を行うとともに、「Ϧーダーシップ
科目」の配置により、自らの職業生活や将来の仕事について理解をਂめることができるようにฤ成を行っています。また、
「学科専門科目」では、年次から݈߁スϙーπに関連する講義科目および実習科目を配置するとともに、高年次になるに
従い、専門の基礎となる「基൫科目」、Ԡ用となる「展開科目」、さらにはओ体的な学びをଅす「演習科目」を配置すること
により、専門性をஈ֊的にਂめるためのฤ成を行います。
　この他、専門性をਂめると同時にෳ؟的視をᔻཆするために、「༥合教育科目」を設け、専門分を補する領Ҭの専
門教育科目を履修できるよう、授業科目のฤ成を行います。
　これらのฤ成方は、本学科の教育課程のฤ成の特৭となる次の�つの項目にԊっています。なおこれらの項目につい
ては、（1）シϥόスおよび成ධՁ方法、（2）成分、（3）履修状況および単位修得状況、（�）教育プϩάϥϜに関する学
生アンケーτ結果のݕ証を通じて、そのద正化を図ります。また、各科目の学修成果のධՁは、各科目のシϥόスに定める
成ධՁ方法により行います。

ʲ教育課程のฤ成の特৭ʳ
1．共通教育科目のॏ視
　人文科学・ࣾ会科学・自વ科学分等の「人間科学教育科目」にくわえ、「言語教育科目」「体育教育科目」「キϟϦアܗ
成支援教育科目」のいずれをもॏ視しています。
2．導入教育の充実
　ࣾ会学શൠの基礎知識を「講義」および「演習」の双方で提ڙするとともに、現場の事例を解説する講義により、専門領
Ҭでの学びの意欲をىשします。
3．ॱ次性のある体ܥ的な専門教育の構ங
݈、スϙーπに関するࣾ会学߁݈　 ࣾ、し、高年次ではڙスϙーπ科学に関する基礎知識を提߁ 会学、݈ スϙーπ科学߁
の༷ʑなԠ用分を学びながら、「݈߁スϙーπとࣾ会の関連性に関する分」「݈߁スϙーπ科学分」の専門知識をਂ
めます。また、専門教育の基൫として、ࣾ 会調査の方法論を学び、ྔ 的・࣭的なࣾ会調査を行うことのできる能力を身につ
けます。
�．専門性を基࣠としたෳ؟的視のཆ成
　自らの専門領Ҭと関連する分やڵຯ・関৺のある分について、一定の条件のもとで、現代ࣾ会学科の科目や他学部
の科目を履修することができます。これにより、自らの専門性を基࣠としながら、ෳ؟的な視をཆうことができます。
�．「統合知」をܗ成させる演習の充実
　1#-（1SPKeDU� #BTeE� -eBSOJOH）ܕ授業やアΫςィϒ・ϥーニンάの手法を取り入れた「演習科目」を設けます。この演
習では、࠲学から得られる「学習知」と現実のॾを体験的に学Ϳ「体験知」を統合した、より高次の「統合知」のܗ成
を目的としています。
�．専門教育におけるキϟϦアおよびϦーダーシップ教育のॏ視
　自らの専門領ҬとキϟϦアܗ成との関連性を強く意識することができるよう、「共通教育科目」と合するܗで専門教育
にキϟϦアおよびϦーダーシップ教育を体ܥ的に組み込んでいます。
�．資格取得の支援
　専門に関連する資格を取得することのできる教育課程をฤ成し、ࣾ 会調査士の資格取得を可能としています。また、中
学校・高等学校教諭一छ免許状（保݈体育）の取得が可能であるとともに、図書館司書、学芸員、学校図書館司書教諭の資
格および公認スϙーπ指導者の受験資格などの取得が可能です。

※入学者の受け入れの方（アυミッション・ϙϦシー）については、本学)1 ʪ˰教育情報ʫ参照
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履 修 ཁ ߲

　履修要項は、大学での学修におけるルールや履修についての規ଇ、卒業に必要な単位などを示して

います。入学時にのみ配付され、卒業するまで用しますのでࡌܝ内༰をख़読のうえ、大切に保管し、

活用してください。

　なお、ࡌܝ事項に変更が生じた場合は、履修ガイダンスまたは電ܝࢠ示൘1045でお知らせしま

す。

履修ཁ߲ผΨΠυ

　履修要項別ガイυは、当該年度に必要な学修における情報を提ڙすることを目的に配付していま

す。

　当該年度に開講される授業科目や履修登録手続きなど、学修に必要な詳細情報、年間のスケδュー

ル等をࡌܝしています。

　自らの充実した履修計画のࡦ定に、入学時に配付された履修要項とซせて活用してください。

教職免許状取得ر者は、教職課程ガイダンスにおいて配付される

「教職課程履修要項」もซせて活用してください。
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େ学͔Βͷ࿈བྷ߲ࣄ
�ɽిܝࢠ示൘̨̥̤̩
　大学からの連བྷ事項は、電ܝࢠ示൘1045で伝ୡします。
　ύιコンやスϚーτフΥン等から̍ʹ̍ճඞͣアΫηスͯ͠、必要な情報をಀさずに確認する習׳をつけてくださ
い。

ʤओなୡ߲ࣄʥ
　 連བྷ事項ٸۓ
　 講・補講・教室変更等の授業情報ٳ
　 定期試験・レϙーτ試験の情報
　 各छ行事の情報
　 けた情報人にݸ出等、学生ݺ

ʤిܝࢠ示൘1045のアΫηスํ๏ʥ
　ᶃ�本学のτップϖーδを開く
　ᶄ�τップϖーδの「在学生の方」をΫϦッΫ
　ᶅ「1045への-PHJO」をΫϦッΫ
　ᶆ�本学発行の「Ϣーザ*%」と「ύスϫーυ」を入力
�-示൘1045�63ܝࢠి　 ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�
�-ଳి൛63ܞ　 ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�LUPQ�EP
　スϚーτϑΥϯ൛63-� ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�TQUPQ�EP

ʲߨิ・ߨٳ情報ɺ教ࣨมߋ情報ɹࡧݕʳ
。できますࡧݕ講・補講及び教室変更は、履修している科目だけではなくすての情報をٳ
。講・補講情報は1�分ຖに１ճ更新しますٳ

ʲݧࢼ情報ɹࡧݕʳ
試験期間開始の10日前ࠒから情報をࡧݕできます。

�ɽܝ示൘ʢܝࢴ示ʣ
　電ܝࢠ示൘1045以外に、学内に設置されているܝ示൘（ܝࢴ示）で大学からの連བྷ事項を伝ୡする場合もあります。

〈携帯電話版〉 〈スマートフォン版〉

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報 授業掲示一覧URL入力

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報

定期試験検索
レポート試験検索URL入力

電ܝࢠ示൘1045でお知らせした内༰は、प知されたものとみなします。
電ܝࢠ示൘1045を見なかったために生じるෆརӹは、学生本人のとなります。
また、ࡌܝ後、内༰が変更される場合もありますので、電ܝࢠ示൘1045を１日に１ճはνΣッΫする習׳
および登校の際は必ず学内に設置されているܝ示൘（ܝࢴ示）に目をとおす習׳をつけてください。
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学ੜূ
�ɽ学生証
　学生証は本学学生としての身分を証明する大切なものです。学内外をわずৗにܞଳし、ฆࣦや౪等がないように注
意してください。なお、学生証は、在੶期間中ܧ続して用しますので大切にѻってください。

ʪද面ʫ ʪཪ面ʫ

キョウサン　　ハナコ 

京産　花子

2019 . 4 . 1
2019 . 4 . 1

2023年 月 日

　卒業留年およびٳ学等の事༝により、在੶期間をԆする場合は、教学センターで必ず更新手続き（磁気の書え、Ԇ
する有ޮ期間をࡌهしたシールの取得）を行ってください。

ʤ学生証൪߸ʥ
　本学に入学を許可された人に学੶൪号を付与し、これを学生証൪号とします。この学生証൪号は在੶中も卒業後も変わ
りません。本学でのすての事務手続きはこの学生証൪号でॲ理されますので、学生証൪号を間ҧえないように注意して
ください。

ʤࣸإਅʥ
付の手続きをަ࠶者から見て本人確認が行えないとஅされる場合はやかにࡾ真は本人確認にར用されます。第ࣸإ　
とるようにしてください。特に定期試験やレϙーτ提出の際は注意してください。

ʤ͜Μなと͖ʹ学生証͕ඞཁͰ͢ʂʥ
ᶃ授業に出席するとき
ᶄ試験を受験するとき
ᶅ各छ書類等を提出または受け取るとき
ᶆ図書館で本をआりるとき
ᶇ学内施設をར用するとき
ᶈ通学定期݊をߪ入するとき
ᶉ学ׂ、各छ証明書の発行を受けるとき
ᶊ本学教職員から提示を求められたとき

ʲҙ 学r生証のऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ
ᶃ　学生証を他人に貸与、ৡしてはいけません。
　�学生証は本人以外、用できません。他人に貸したりしてѱ用されると、大きなඃを受けることに
なりますので他人に貸与、ৡしてはいけません。
ᶄ　学生証は、*$νップがࡌされた磁気Χーυです。
　�磁気がফえてしまうことがありますので、磁気の強いܞଳ電やమ道などの*$Χーυ（定期݊）と�
一ॹに保管しないようにしてください。
　また、学生証内の*$νップがഁଛすると、ݐ物への入館の際など、データが読み取れなくなります。
　ഁଛによるަ࠶付には1000ԁの手数料が必要となります。
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�ɽ学生証のަ࠶͓Αͼฦؐ
ʤ学生証のަ࠶ʥ
　学生証をฆࣦ、ഁ ଛ又はԚଛしたときは、ちに教学センターでަ࠶付の手続きをしてください。
000付の手続きには、手数料1ަ࠶。付しますަ࠶付手続き後、新しい学生証は、３日後にަ࠶　ԁと証明ࣸ真（Χϥー、ॎ
４DNʷԣ３DN、上身、ແ、正面き、３Χ月以内にࡱӨしたもの）が必要です。
　なお、ࢯ名変更等により学生証のࡌه事項に変更が生じた場合は、現学生証とҾえにແ料でަ࠶付します。ただし、
証明ࣸ真は必要としますので提出してください。

ҙʂɹ�学生証Λฆ ʢࣦ౪ʣ͠ ͨ߹ɺѱ用͞ΕΔڪΕ͕͋Γ·͢のͰɺඞͣد࠷Γのܯॺʹಧ͚ग़ͯͩ͘͞
͍ɻ

ʤ学生証のฦؐʥ
　卒業、ୀ学又はআ੶により本学の学੶をれるときは、学生証を必ず教学センターにฦؐしてください。
　なお、卒業時には、学位ه授与の際にฦؐしていただきます。
。学生証を教学センターにฦؐしてくださいچ、学生証がみつかったときはچ、付を受けた学生で、後日ަ࠶　

�ɽԾ学生証
　試験受験時には学生証が必要です。当日に学生証をれた場合は、５号館教員室（定期試験期間中のみ）または10号館
教学センターで「Ծ学生証」のަ付を受けてください。
　Ծ学生証は、発行日当日にݶり学内でのみ有ޮで、試験以外の目的で用することはできません。
　年間５ճまでަ付します。
　なお、用後のԾ学生証は、教学センターにฦ٫してください。

�ɽॅݱॴのొ͓Αͼ௨学証໌書
　1045学内ϦンΫから「現ॅ所および通学۠間申請」を選び、必要事項を入力してください。
　通学定期݊ߪ入時には、本学発行の通学証明書が必要になります。通学۠間等を入力後、"４用ࢴにプϦンτアτした
ものを教学センター（10号館１֊）へ࣋参し、通学証明書発行の手続きを行ってください。
　ただし、京都όスについては、本学発行の通学証明書はෆ要です。ަ 通ػ関૭ޱにඋ付けの所定༷式にه入し、通学定
期݊をߪ入してください。

ҙʂɹ�௨学۠間のਃࣗかΒେ学·Ͱの߹ཧ的かͭޮ的なルーτʹݶΓ·͢ɻ·ͨɺେ学ʹಧग़͍ͯΔॅݱ
ॴҎ֎かΒのਃೝΊ·ͤΜɻ

ɹɹɹɹ�な͓ɺ௨学۠間ʹ͍ͭͯɺେ学のަ௨アΫηスରࡦのࡐ౼ݕ料とͯ͠用͠·͢ɻ௨学証໌書のਃ
༗ແʹؔΘΒͣɺશ員ඞͣొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ɹɹɹɹॅݱ�ॴΛมͨ͠ߋ߹ɺかʹ1045ʮॅݱॴ͓Αͼ௨学۠間ਃʯかΒॅॴม͓ߋΑͼަ௨खஈ・۠
間のมߋखଓ͖Λ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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ηϝελー制
�ɽ学とηメスλー制
　本学では、１つの学年をय़学期とळ学期に分け、学期（１つのセメスター）ごとに単位を修得し、８セメスター（４年間）
を積みॏͶて卒業要件を満たす、セメスター制をとっています。
　また、授業科目については、履修上「年次」を用いて配当しています。
　「年次」は、単७に入学年度からの年数をΧンτし、ٳ学期間や修得単位数を考ྀしません。これらの関係を図に示す
と次のようになります。

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

�  ࣍ �  ࣍ �  ࣍ �  ࣍

注ɿٳ学等により在学しない期間は、年次は進みますがセメスターは進みません。
　　その年次に単位を修得しなければ上級年次に進級できないということはありません。

�ɽ։ࣜܗߨ
　各授業科目は、次の３つのうち、いずれかの開講ܗ式をとっています。

ֶ期݁
�य़学期もしくはळ学期の年間で授業が結される。
成ධՁおよび単位認定は各学期ごとに行われる。

ֶ期࿈݁

��य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
成ධՁはय़学期は定（中間）としてධՁされ、ळ学期ऴ了時にय़学期・ळ学期の成を総合ධ
Ձして単位認定が行われる。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学や在学留学する場合は、成ධՁおよび単位認定はされない。

௨ɹɹ

�य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
基本的に、य़学期ऴ了時での成ධՁは行われず、य़学期・ळ学期の成を総合ධՁして単位認定さ
れる。
ただし、定（中間）が公දされる場合もある。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学や在学留学する場合は、成ධՁおよび単位認定はされない。

�ɽ։ܗߨଶ
　通ৗ、一つの講義は、ि１ճ90分１時ݶで行われます。
　また、授業をޮ果的に行うため、科目によっては次のように開講されるものがあります。

ෳ։ߨՊ
�１ि間に同じ講義内༰をෳ数ճ܁りฦして行われる科目をいいます。
ຖ年、履修者数が多い科目を、多くの学生が履修できるように、िに数ճ開講しています。

࿈ଓٛߨՊ
��授業のޮ果をあげるため、同一༵日に連続した時ݶ（ʤ例ʥ月3・�時ݶ連続）で行われる場合と、
異なる༵日（ʤ例ʥ月3・ۚ2）で行われる場合があります。
該当する時ݶをすて履修しなければなりません。

ϦレーٛߨՊ 一つの講義を୲当者がෳ数名でҾきܧいで行う科目をいいます。
ूதٛߨՊ 授業のޮ果をあげるため、一定期間に集中して行われる科目をいいます。
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तۀՊͱ୯Ґ制
�ɽतۀՊ目
　本学の授業科目は次のいずれかに指定され、各年次に配当されています。

ඞ म Պ 
ʲඞͣमಘ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍Պʳ
この科目の単位が未修得の場合は、卒業要件単位数を修得していても、卒業することができま
せん。

બඞमՊ
ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Β一定ͷ୯ҐΛඞमͱ͢ΔՊʳ
この科目も、必修科目と同༷に未修得の場合は、卒業要件単位数を修得していても、卒業する
ことができません。

બ  Պ  ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Βࣗ༝ʹબΜͰཤमͰ͖ΔՊʳ

ࣗ༝（ਵҙ）Պ
ʲॴଐ͢Δֶ෦ͷڭҭ՝ఔҎ֎ͱͯ͠औΓѻΘΕΔՊʳ
単位修得があっても卒業要件単位に充当されません。

�ɽ୯Ґ制度
　大学における学修は、単位制で行われています。

ʤ୯Ґ制ʥ
　単位制とは、修業年ݶ（࠷４年間）中に、卒業に必要な単位数を修得する制度です。

ʤ୯Ґとʥ
　すての授業科目に、単位数を設定しています。
　単位とは、科目を修得するために必要な学修 （ྔ時間）を数でදしたものです。
　本学では、授業時間だけではなく、事前・事後学習等教室外での自ओ学修も含めた��時間の学修時間をもって１単位と
定めています。事前・事後学習の内༰については必ずシϥόスで確認してください。

ʤत࣌ۀ間と୯Ґʥ
　本学では、１時90ݶ分の授業が年30ि（य़学期1�ि、ळ学期1�ि）行われます。単位数は、90分（１時ݶ）の授業時間を
２時間૬当の学修時間とみなし、事前・事後学習もあわせた時間で設定されています。

͑ߟ ʢํྫʣ

２単位の講義・演習科目
લֶशࣄ
ؒ࣌�

ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̒ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ�̎୯Ґ

授業１ɿ自ओ学修２

１単位の実験・実習科目
ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ・લࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̏ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ��୯Ґ

授業２ɿ自ओ学修１

　※学期連結の開講ܗ式をとる授業科目や連続講義科目については、上هの考え方をഒにして計算してください。

ɹଔ業จ・ଔ業ڀݚ・ଔ業੍࡞ͷ授業Պ
　�　学修の成果をධՁして、単位を授与することがద切と認められる場合に、これらに必要な学修を考ྀのうえ単位が与
えられます。

ʤ୯Ґのೝఆʥ
　履修登録を行い、その授業科目を履修し、試験に合格（�0以上）することにより、単位が与えられます。
　ただし、その授業科目が開講されている期間の学期末まで在学している必要があります。
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履修ొ
�ɽ履修ܭը
　大学における学修の特は、自ら学びたい領Ҭや分を決め、多くの授業科目から関連する科目を選択し、決定すること
にあります。
　大学での学びを充実したものとするため、科目選択にあたっては、自分のきな科目をԿの関連もなく自༝に選択するの
ではなく、入学した学部・学科の特৭や特性、自分の将来の進路等を考ྀし、自身の学びの上に必要な科目を中৺に履
修計画を立てましΐう。「１年次の自分は、どんな科目を履修するきか」、「将来の目ඪを実現するためには、どのくらいの
ϖースで履修するきか」、「受講科目には、どれくらいの学習時間が必要なのか」等の目҆をѲすることで、ܥ統的・ஈ
֊的な学びが可能になります。
　履修計画の作成にあたっては、履修要項やシϥόス、科目φンόϦンά一ཡの΄か、各学部で実施されるΦϦΤンςー
ションや履修計画૬ஊへの参Ճで得られる情報が参考になります。必ず出席し、各学部・学科のΧϦキュϥϜの特を理
解したうえで、履修登録を行うようにしましΐう。

ʦ履修ܭըの࡞成खॱʧ
　ᶃ�ΦϦΤンςーションに参Ճし、履修要項（本ࢠ）で卒業に必要な単位（専門教育と共通教育、必修・選択必修の۠分
等）、１学期で履修可能な単位数、そのための学修時間をѲする。

　ᶄ�履修計画૬ஊ会等で、シϥόス、科目φンόϦンά一ཡ等を参照しながら、自身のڵຯ関৺や進路にあった履修計画
を૬ஊする。

　ᶅ�履修要項別ガイυ、ΧϦキュϥϜϚップ等を参考に、各年次で履修できる科目をѲし、卒業までのプϥン（履修計
画）をඳく。

�ɽ履修ొ
　履修登録は、自らの履修計画に基ͮき、授業科目について履修（授業を受ける）の意思ද示をすることであり、学修のス
ターτ地になります。履修要項別ガイυ、時間ׂද等を活用して履修登録を行いましΐう。
　なお、履修登録を行っていない授業科目を受講することはできません。
　また、履修登録を行わない場合には、修学意志がないものとしてআ੶（B�23ϖーδ）となります。Կらかの事情で履修登
録ができない場合には、履修登録期間内に学部事務室の૭ޱで૬ஊしてください。

�ɽ履修ొのྲྀΕ

授業への出席

履修計画の作成

履修要項、科目ナンバリング一覧、シラバス等を参考に、系統
的・段階的な学びを意識した４年間の履修計画を策定する。

学部で実施される履修計画相談等
を積極的に活用しましょう。

大学での学修に慣れるまでの低年
次は、しっかりと予習や復習する時
間を考えて授業を登録しましょう。
予習復習を十分に行うことで授業
がしっかり理解でき、確実な単位修
得につながります。

授業への出席は大変重要です。必
ず初回授業から出席してください。
シラバスに掲載されている評価方
法が期末テスト100％と書かれて
いても、授業回数の３分の２以上を
出席しなければなりません。

［必ずチェック］
・履修要項
・Webシラバス
・科目ナンバリング一覧
・履修要項別冊ガイド
・時間割表
・Web履修登録エントリーガイド

履修登録

シラバスで授業内容や事前・事後学習の内容を確認し、時間割
表に照らし合わせて時間割を組む。

【Web履修登録】
（１）クラス指定科目(語学科目等)の曜日時限を確認
（２）①必修→②選択必修→③選択科目の優先順位で登録
　　　※履修制限科目を含む
（３）履修制限科目の抽選結果を確認
（４）履修登録の確認・確定

※履修登録期間最終日までにWeb履修登録画面を必ず確認し、
エラーがあれば修正してください。
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履修ܭըの࡞成ɺ履修ొʹγϥόスɺՊ目φϯόϦϯάҰཡΛ׆用͠·͠ΐ͏ʂ
ʦγϥόスʧ
　大学での学修は、単に授業に対して受け身の࢟でྟむのではなく、自ら履修計画を立て、自分の立てた計画の中で授
業や४උ学習（༧習・෮習）を位置ͮけ、授業の౸ୡ目ඪをୡ成していくことがॏ要です。それらを支え、手Ҿ書としてػ
能するものがシϥόスです。
　シϥόスには、各授業科目の「内༰・実施計画、४උ学習（事前・事後学習）の内༰、౸ୡ目ඪ、授業で身に付く力、履
修上の注意、必要教ࡐ、ධՁ方法」等がࡌهされています。
　シϥόスには大きくわけて２つのར用方法があり、１つは、履修計画の作成や履修登録の際、どのような授業を受けるか
を決めるために活用するものです。シϥόスにࡌهされている各科目の授業概要、४උ学習（事前・事後学習）、身に付く
力等に目をとおし、大学で特に学びをਂめていきたい分の科目、自身が৳ばしたい能力を身に付けられる科目、同時に学
Ϳことで学びの૬ޮ果につながる科目の選択等に活用してください。
　２つめの活用方法は、日ʑの授業の༧習・෮習に立てるものです。シϥόスを活用することによって、「ࠓճの授業が
શ体の位置ͮけではどうなっていたのか」、「次ճはどういう内༰で、どのような学習の४උが必要なのか」等を確認し、教
科書や参考図書としてあげられているものに目をとおす等、༧習・෮習に立てることができます。

シϥόスは、大学ϗーϜϖーδで公開されています。
IUUQT ���TZMMBbVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBbVT@TeBSDI�

ʦՊ目φϯόϦϯάʧ
　科目φンόϦンάは、各授業科目の分やレϕル等を特定のه号で分類することで、ΧϦキュϥϜの体ܥ性を明示する
ものです。
　大学では、授業科目をつまみ৯い的に（຺ུもなく）履修しても、その学分の内༰をਂく理解することはࠔです。
科目φンόϦンάを活用することで、体ܥ的に学修していくためにはどの科目から学修していけばよいかがわかるようにな
り、ॱ 次性のある履修計画の作成が可能となります。
　時間ׂを作成するஈ֊においても、単に必修科目か選択科目かといった視からだけではなく、自身がرする進路や
ຯ関৺をもとにφンόϦンά一ཡදから分を選び、қ度を確認しながら科目を選択することで、ແ理なく学びをਂめڵ
ていくことができます。
　さらに同じ分・қ度に含まれる科目を同時に学Ϳことで、学びの૬ޮ果も期できます。例えば、専門用語の意ຯ
を理解しやすくなったり、ある授業科目ではわかりにくかった内༰が、ۙ 領Ҭにある別の授業科目を学Ϳことで新たな視
からの気付きがもたらされたりするからです。

科目φンόϦンάの一ཡは、大学ϗーϜϖーδで公開されています。
IUUQT ���TZMMBbVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBbVT@TeBSDI�

科目φンόϦンάの見方（例ɿ法学部）

4 
 

᫆ᗘࢆ☜ㄆࢆ┠⛉ࡽࡀ࡞ࡋ㑅ᢥࡃ࡞⌮↓ࠊ࡛ࡇࡿࡍᏛࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆࡧ�

ᮇᚅ࡛ࡶຠᯝ┦ࡢࡧᏛࠊ࡛ࡇࡪᏛྠࢆ┠⛉ࡿࢀࡲྵศ㔝࣭㞴᫆ᗘࡌྠࡽࡉ

ࡃࡾࢃࡣ࡛┠⛉ᤵᴗࡿ࠶ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃࡍࡸࡋゎ⌮ࢆពࡢᑓ㛛⏝ㄒࠊࡤ࠼ࠋࡍࡲࡁ

ࡓࡶࡀࡁẼࡢࡽどⅬ࡞ࡓ᪂࡛ࡇࡪᏛࢆ┠⛉ᤵᴗࡢูࡿ࠶㏆᥋㡿ᇦࠊࡀෆᐜࡓࡗ

�ࠋࡍ࡛ࡽࡿࡍࡾࡓࢀࡉࡽ

�

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉබ㛤࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍Ꮫࠊࡣぴ୍ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

https://syllabus.kyoto-su.ac.jp/syllabus_search/�

�

�ぢ᪉㸦㸸ἲᏛ㒊㸧ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

�

ͤศ㢮ࡸᤵᴗࡢゝㄒࠊࡣ㛤ㅮᏛ㒊ࡀࢢࣥࣜࣂࣥࢼࡾࡼタᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶�

�

�

㻶㻶 㼎㼍㼟 㻜㻡
学部番号 科目の分野 科目番号

㻶㻶㻩法律学科 㼟㼑㼙㻩総合演習 難易度㻡　高い
㻶㻼㻩法政策学科 㼘㼚㼓㻩外国語 難易度㻠

㼎㼍㼟㻩基礎法学 難易度㻟
㼜㼡㼎㻩公法学 難易度㻞
㼕㼚㼠㻩国際法学 難易度㻝　低い
㼟㼏㼏㻩社会法学
㼏㼞㼕㻩刑事法学
㼏㼕㼢㻩民事法学
㼜㼛㼘㻩政治学
㼛㼠㼔㻩他分野融合

㻞
科目の難易度
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�ɽ履修ొํ๏
　履修登録する科目は、自ら決定し、登録してください。
　履修登録は、य़学期とळ学期の学期始めに年2ճあり、定められた期間内にWeb上のシスςϜ「Web履修登録シスςϜ」
で行います。
　ただし、以下の科目は、履修登録方法が異なりますので注意してください。該当する科目や۩体的な登録方法について
は、「履修要項別ガイυ」にࡌه、または電ܝࢠ示൘1045にて案内しますので、よく確認して登録を行ってください。

Ϋϥスࢦ定Պ 人数制ݶ等の関係から、あらかじめ指定（༵日時ݶを指定）されたΫϥスで履修する科目
༧උొՊ 演習科目等、あらかじめื集を行い、書類選考等により履修登録者を決定する科目
ཤम੍ݶՊ 履修登録ر者が多く、人数制ݶの関係から、ந選等により登録を許可する科目

　ந選結果やΫϥス指定の結果については、各自で各科目の指示に従って確認してください。
　また、これらの結果発ද後は、登録の変更ができない場合がありますので、よくݕ౼したうえで登録するようにしてくだ
さい。
　なお、履修制ݶ科目等でམ選した場合のことも考えて時間ׂを組み立ててください。

�ɽ8FC履修ొ程ɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
ʤ8FC履修ొʥ
　履修登録を行うにあたっては、自分が修得しなければならない授業科目をよく理解し、事前にシϥόスの内༰（授業内
༰、事前・事後学習の内༰、科目φンόϦンά一ཡ）を確認のうえ、ܥ統的・ஈ֊的な学びを意識して、自ら登録を行って
ください。

8FC履修ొظ間
　　य़学期ɿ３月下०ʙ４月ॳ०　　　　　ळ学期ɿ̕月中०ʙ̕月下०

ʤ履修ొの֬ೝʥ
　Web履修登録のτップϖーδから「履修申請νΣッΫ」のϘタンをΫϦッΫしてද示される「登録内༰確認ද」画面にه
。されている科目が、実際に登録された履修科目ですࡌ
　履修登録を行った科目がすて正確に登録されているか確認してください。
　（Τϥーメッセーδのない科目も必ず確認してください。）
　確認後は、Web履修登録「登録内༰確認ද」画面から「登録内༰確認ද」をプϦンτアτし、登録内༰を確認後、「登
録内༰確認ද」は保管しておいてください。

�ɽ履修ొ୯Ґの制ݶʢΩϟοϓ制ʣ
　１学期間に履修登録できる単位数には、上ݶが設けられています。
　これは、単位のա登録を͙ことにより、履修登録した科目ごとに十分な学修時間（༧習෮習を含む１単位当たりに必
要な学修時間）を確保し、履修登録した科目の学修ޮ果を高めることが目的です。
　「上ݶ単位まで履修登録しなければならない」という意ຯではありませんので、履修計画に基ͮき、しっかりと学修がで
きるྔの科目を登録し、一つͻとつの科目の理解をよりਂめてください。
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�ɽ履修ొのҙ߲ࣄ
ᶃ�登録期間をա͗ると、履修登録はできません。ප気その他やむを得ない理༝で、所定の期日までに登録手続きができな
い場合は、事前に学部事務室に申し出て、指示を受けてください。
ᶄ�य़学期の履修登録は、य़学期開講科目、学期連結および通年開講科目が対象となります。य़学期にळ学期開講科目を履
修登録することはできません。
ᶅ�ळ学期の履修登録は、ळ学期開講科目が対象となります。
ᶆ�ळ学期履修登録時に、य़学期に登録した学期連結科目および通年開講科目を変更することはできません。
　なお、ळ学期ٳ学や在学留学する場合、学期連結および通年開講科目の履修登録はআされます。
ᶇ�ෳ数開講科目をॏෳして登録することはできません。
ᶈ�修得済の授業科目を࠶度登録することはできません（科目名が変更された場合も同一科目ѻいとなります）。
ᶉ�単位ޓ科目を履修している学生は、単位ޓ科目と本学履修科目の授業༵日・時間ଳがॏෳしていないか、Ҡ動時間
も考ྀのうえ確認してください。
ᶊ�その他、授業科目の詳細については、ʮ履修ཁ߲ผΨΠυʯでよく確認してください。

�ɽ履修ΨΠμϯス
　履修ガイダンスでは、履修登録およびその他の手続き等ॏ要な説明を行います。当日出席できないということがないよ
う、事前に日程を確認し、必ず出席してください。

�ɽ履修தࢭʢυϩοϓʣ制度
　履修中ࢭ（υϩップ）制度とは、履修登録確定後に、下ه理༝により履修を์غしたい場合、授業期間の్中に履修を中
。することができる制度ですࢭ
　履修を中ࢭした科目のସわりに、その単位数૬当分の別の科目を登録することはできません。
　また、履修を中ࢭした科目は、いかなる理༝があっても、その学期中の෮活はできません。
　ただし、履修を中ࢭした科目を、次学期以降にվめて履修することは可能です。

ʤ履修த͕ࢭೝΊΒΕΔཧ༝ʥ
ᶃ授業を受けたものの、授業内༰がษ強したいものとҧっていた場合
ᶄ授業スϐーυについていけるだけの事前知識がෆしていた場合
ᶅ݈߁上の理༝から履修科目をݮらしたい場合
ᶆその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合

ʤ履修தࢭの͍ئग़͕Ͱ͖な͍έースʥ
　履修を中ࢭすることにより、履修登録科目のすてがなくなる場合は、履修中ࢭできません。

ʤ履修தࢭの͍ئग़͕Ͱ͖な͍Պ目ʥ
　次の科目は、履修中ࢭのئい出ができません。
ᶃळ学期における通年・学期連結科目
ᶄ単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都�等）
ᶅ教育実習
ᶆ教職実践演習
ᶇ博物館実習
ᶈインターンシップ科目
ᶉフィールυϫーΫ科目
ᶊ外国語学部、文化学部、理学部の学生のみ、専門教育科目の必修科目
ᶋ共通教育科目の言語教育科目のうち、必修の科目
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ᶌ共通教育科目のキϟϦアܗ成支援教育科目のうち、指定された科目

ʤ履修தࢭの͍ئग़ʥɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
　履修中ࢭのئい出は、所定の期間にWebにて申請してください。ئい出期間後の申請および履修中ࢭを申請した科目の
取ফは一切認めません。
　なお、履修中ࢭの申請理༝や申請者の修学状況により、学部事務室から内༰の確認を行う場合があります。電ܝࢠ示൘
1045の伝言または学部事務室からの電により連བྷしますので、対Ԡできるようにしておいてください。確認にԠじない
場合には履修中ࢭのئ出を許可しません。
　また、履修中ࢭのئい出後、履修中ࢭが許可された科目については、「Web履修登録シスςϜ」の「登録内༰確認ද」か
らআされますので、必ずݕ・確認してください。

履修த͍ئࢭग़ظ間
　　य़学期ɿ５月下०　　　　　ळ学期ɿ11月上०
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तɹۀ
�ɽत࣌ۀ間
　本学の授業は、90分を１時ݶとして行います。授業の時間ଳは下هのとおりです。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
第１時ݶ �9ɿ00ʙ10ɿ30
第２時ݶ 10ɿ��ʙ12ɿ1�
第３時ݶ 13ɿ1�ʙ1�ɿ��
第４時ݶ 1�ɿ00ʙ1�ɿ30
第５時ݶ 1�ɿ��ʙ18ɿ1�

�ɽग़੮͓Αͼ४උ学習のॏཁ性
　大学での授業は高校までとは異なり、出席の確認が行われないものがあります。しかし、それは決して出席が自༝という
意ຯではなく、出席することは大学での学修の前提、すなわち当たり前と考えているからです。また、授業への出席だけで
満せず、४උ学習（事前・事後の学習）にも取り組んでください。大学生活では、そのようなओ体的・自的な࢟が強
く求められます。
　また、授業は、教員と学生が人間的な;れあいをとおして学を教え学Ϳ場であり、学生生活の基本になるものです。
したがって、授業への出席はॏ要であり、自ओ的な学への୳究৺なくしてその成果を期することはできません。
　なお、定められた理༝により授業をܽ席した場合は、公ܽѻいとなります。公ܽに該当しないܽ席の場合も、Φフィスア
ϫー等を活用し、ܽ 席分の学修を自ら補う力をしてください。

ʤެܽѻ͍ʥ
ᶃ�教職免許状取得に係る教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修校実習のためܽ席した場合
　� ただし、հޢ等体験は、�日をݶ度とする。
　� 教職課程教育センターに申し出て、指示に従い手続きをする。
ᶄ�博物館実習のためܽ席した場合
　� 教学センターへ申し出て、指示に従い手続きをする。

ʤެܽのखଓ͖ʥ
　公ܽѻいの手続きは、事前申請とします。
　事後の受付はしませんので注意してください。

ʤग़੮ఀࢭʥ
　以下のいずれかに該当する場合、授業に出席することはできません。ओ治ҩから出席可能のஅがあるまでは大学に登
校せず、ප院または自でྍཆしてください。ただし、公ܽには該当しませんので、Φフィスアϫー等を活用し、ܽ 席分の
学修を補ってください。
　ᶃ�学校保݈҆શ法施行規ଇに定めるײછにጶױした場合
　ᶄ�学校保݈҆શ法施行規ଇに定めるײછጶױのٙいによりҩྍػ関から出校ఀࢭの指示を受けた場合

ɹ˞学校保݈҆શ๏ࢪ行نଇʹఆΊΔײછ

第一छ

ΤϘϥ出݂、ΫϦミア・コンΰ出݂、ᚃ、ೆ ถ出݂、ϖスτ、Ϛールϒルήප、ϥッサ、ϙϦ
Φ、δフςϦア、ॏٸ性ثٵݺ候܈（පݪ体がϕータ�4"34�コϩφイルス属�4"34�コϩφイル
スであるものにݶる。）、中౦ثٵݺ候܈（පݪ体がϕータ� 4"34（サーζ）コϩφイルス属� .&34�
コϩφイルスであるものにݶる。）、特定ௗインフルΤンザ（ײછの༧及びײછのױ者に対する
ҩྍに関する法に規定する特定ௗインフルΤンザをいう。）
　※上هの他、新ܕインフルΤンザ等ײછ、指定ײછ及び新ײછ。

第ೋछ インフルΤンザ（特定ௗインフルΤンザをআく。）、ඦ日֏、ຑ、ྲྀ 行性ࣖ下થԌ（おた;くかͥ）、෩
、ਫ（みず΅うそう）、Һ಄結ບ（プール）、結֩、ບԌە性ບԌ

第ࡾछ コレϥ、細ە性ཀྵ、管出݂性大ײەછ、νフス、ύϥνフス、ྲྀ 行性֯結ບԌ、ٸ性出݂性
結ບԌ、その他のײછ

ʤͦのଞʥ
ᶃ３ϱ月以上ܽ席しなければならない場合
　 学部事務室へ申し出て、「ٳ学ئ」を提出する。（学੶「ٳ学」を参照）
ᶄ授業への出席
　 。ଇとして、授業ճ数の３分の２以上出席しなければならないݪ
ᶅ४උ学習
　 シϥόスࡌهの४උ学習に取り組まなければならない。
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�ɽߨٳ
ʤަ௨͕ؔػෆ௨・運సݟ߹Θͤとなͬͨ߹のतۀʥ
ɹަ௨͕ؔػෆ௨・ӡసݟ߹Θͤͱͳͬͨ߹ɺԼهͷ௨ΓऔΓѻ͍·͢ɻ
　ᾇ�京都市営όス、京都όス及び京都市営地下మが同時にෆ通（શ面又は部分をわない。ただし、一時的な運స見合
わせをআく。）の場合

　ᾈ�+3日本（京都発ணの在来ઢ）、ٸࡕ電మ（Տݪொʙകా間）、ۙ 電気మ道ࡕ京、（間ࣉ京都ʙ大大）日本మ道ـ
（出ொ༄ʙཎڮ間）の４ަ通ػ関のうち、３以上のަ通ػ関が同時にෆ通（ී通電 （ं各Ӻఀं）のみ運సの場合
を含む）（શ面又は部分をわない。ただし、一時的な運స見合わせをআく。）の場合

※該当ަ通ػ関での事ނ等による一時的な運స見合わせの際には、ฏৗ通り授業を実施しますので、ご注意ください。
ʪᾇٴͼᾈڞ௨ʫ
　ᶃޕ前５時までに開通した場合は、ฏৗどおり行います。
　ᶄޕ前５時までに開通せず、ޕ前̕時までに開通した場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後はฏৗどおり行います。
　ᶅޕ前̕時までに開通しない場合は、ऴ日ٳ講となります。
　ᶆޕ前̕時以降に発生した場合は、発生時に行われている次の授業からऴ日ٳ講となります。

ʤ෩ܯ報ຢආࠂק͕発ྩ͞Εͨ߹のतۀʥ
ɹ࣍දͷ͍ͣΕ͔ͷ۠Ҭʹ͓͍ͯಉදʹ͢ࡌهΔ෩ܯ報ຢɺආࠂק͕ൃྩ͞Εͨ߹ɺԼهͷͱ͓ΓऔΓ
ѻ͍·͢ɻ
ᶃޕ前５時までに解আした場合は、ฏৗどおり行います。
ᶄޕ前５時までに解আせず、ޕ前̕時までに解আした場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後はฏৗどおり行います。
ᶅޕ前̕時までに解আしない場合は、ऴ日ٳ講となります。
ᶆޕ前̕時以後に発令された場合は、発令時に行われている次の授業からऴ日ٳ講とします。
　なお、他の地۠にܯ報が発令されて登校ෆ能等が生じた場合は、やかに୲当教員に届け出てください。
�　また、教学センターのஅにより、ܯ報発令前にٳ講とする場合もあります。その場合の連བྷは電ܝࢠ示൘1045�
あるいは、大学のϗーϜϖーδにて行います。

ൃྩ༰ ର۠Ҭ

෩ܯ報又は特別ܯ報
京都府ೆ部における次のいずれかの۠Ҭ
ᶃ京都・ُԬɿ京都市、ُ Ԭ市、日市、Ԭ京市、大࡚ࢁொ
ᶄࢁ中部ɿ宇治市、ཅ市、ീ഼市、京ాล市、ࢁޚٱொ、Ҫ手ொ、宇治ాݪொ

ආ४උ、ආࠂק
又はආ指示

京都市۠における次のいずれかの۠Ҭ
ᶃඔ地Ҭ（ආ所ɿඔ小学校）
ᶄ上լໜ地Ҭ（ආ所ɿ上լໜ小学校）
ᶅ大ٶ地Ҭ（ආ所ɿ大ٶ小学校）

�ɽิߨ
講となった授業は、補講が行われます。授業の進度又は公ܽとなった学生のෆの学修を補うため補講を行う場合もٳ　
あります。補講については、୲当教員が指示する΄か電ܝࢠ示൘1045により伝ୡします。

�ɽΦϑィスアϫー
　Φフィスアϫーとは、あらかじめ設定された時間ଳに教員が研究室等でػし、学生からの࣭や૬ஊを受けやすくす
るための制度です。ただし、ඇৗۈ講ࢣの場合は、授業前後の時間ଳやメール等により࣭を受け付けています。
　Φフィスアϫーでは、授業内༰に関する࣭や学修の進め方、ࠓ後の履修計画の૬ஊの他、レϙーτや論文の書き方、就
職や大学院進学等の進路に関する૬ஊ等、学生生活શൠにわたってݸ人的な૬ஊをすることができます。
　༧約は必要ありませんが、他の学生が๚していることもありますので、確実にコンタΫτしたい場合は、༧約されると
よいでしΐう。
　各教員のΦフィスアϫーの時間・場所等は、1045キϟビωッτにて公開されています。
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ݧɹࢼ
�ɽݧࢼのछྨ

定期試験

 試 験試験ͷछྨ

試験࣌ྟ

　履修した授業科目については、試験が行われます。

　試験の方法は、多くがචه試験ですが、レϙーτ試験、ޱ಄

試、実技試験、ϊーτ提出等により行われる場合もあります。

※�ྟ 時試験は定期的に行われる小
ςスτなどを含みます。

�ɽఆݧࢼظ
　一定の期間と時間ׂを定めて、य़学期試験（य़学期末）とळ学期試験（ळ学期末）の２ճ実施されます。
　試験の時間ׂは、通ৗの授業༵日、時ݶと異なることがあり、༵日や日༵日に、試験が組まれることがあります。
　また、試験時間ଳは次のとおりです。時間ଳは通ৗの授業時間と異なります。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
第１時ݶ �9ɿ30ʙ10ɿ30
第２時ݶ 11ɿ00ʙ12ɿ00
第３時ݶ 13ɿ00ʙ1�ɿ00
第４時ݶ 1�ɿ30ʙ1�ɿ30
第５時ݶ 1�ɿ00ʙ1�ɿ00
第６時ݶ 1�ɿ30ʙ18ɿ30

　注ɿ科目によっては、࠷90分の試験時間となる場合もあります。

ʤ࠲੮指ఆʥ
　試験にはண席する位置が指定されている場合があります。
　この場合は当該試験開始前に、教室の入ޱに学生証൪号でண席位置がهされた࠲席指定දがషり出されますので、決め
られた位置にண席しなくてはなりません。

�ɽݧࢼ
　試験は「νϟンスが２度ある」といった意ຯの制度ではありません。
　規定の理༝により定期試験を受験できなかった場合で、試験期間中に受験が可能な場合、ئい出の対象となります。
い出後、許可となれば試験の受験資格が与えられますが、許可されたからといってご自身に試験を受験するかしئ　
ないかの決定ݖが与えられたわけではありません。試験が許可された方のためだけに特別に試験のػ会を用意するもの
で、自分の都合で受験しないということは認められません。十分注意してください。ෆ明な場合は必ず、教学センターに連
བྷ・૬ஊし、指示をڼいでください。

ᾇ定期試験を次の理༝により受験できなかった場合、ئい出て許可になれば試験を受験することができます。
ᶃ教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修校実習（教職課程教育センターの証明書要。「授業」参照）
ᶄ博物館実習（教学センターの証明書要）
ᶅ�卒業後の進路に関する試験（就職活動の場合は、あらかじめ進路・就職支援センターの指導を受け、所定の手続き
が必要）
ᶆࡋ員候補者としてݺ出しを受けた場合またはࡋ員に選された場合（公的証明書要）
ᶇ自ݾのめによらないෆྀの事ނ又はࡂ（公的証明書要）
ᶈ一等・ೋ等ののࢮ又は （ّ公的証明書又はّ日程のわかるものが必要。ݪଇ２日間）
ᶉප気又はෛই（அ書要）
　※Ճྍ期間等のࡌه内༰からडݧͰ͖な͍͜と͕読ΈとΕΔஅ書にݶる。
　ʪஅ書ʫ
　　「体の調ࢠがѱくてずっとՈで৸ていた」では第ࡾ者に対して証明することができません。
　　ެ的な証໌Λඞཁと͠·͢のͰɺඞͣதʹҩྍؔػͰΛड͚அ書Λऔಘ͓͍͍ͯͯͩ͘͠͞ɻ
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ᶊަ通ػ関のԆ（ަ通ػ関のԆ証明書要）
ᶋその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合（教学センターの指定する証明書が必要）
ᾈྟ時試験、レϙーτ試験および体育教育科目の実習は、試験の対象にはなりません。
ᾉ�試験を受ける場合は、１科目につき1000ԁの試験料が必要です。ただし、教育実習、հޢ等体験、教職実践演習、
博物館実習、ࡋ員候補者としてݺ出しを受けた場合またはࡋ員に選された場合、及びその他本学が特にやむを
得ないと認めた場合は、試験料を免আします。
ᾊ�डݧखଓɺ教学ηϯλーͰަ͢Δʮئݧࢼʯʹ ॴఆ߲ࣄΛه入͠ɺେ学ϗーϜϖーδʮݧࢼडʯΑΓॴఆ
000料ʢ1ݧࢼΛ入ྗ͠ɺਃը໘のఏग़͓Αͼ߲ࣄԁʷडݧՊ目ʣֹ ໘の証ࢴΛష͠ɺ֘Պ目のݧࢼ実ࢪ
ΛؚΊͯ 3Ҏʢ・・ॕΛؚΉʣʹ 教学ηϯλーʹఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ༵ۚݧࢼʹ͍ͭͯɺ༵の
૭ޱऔѻ͍࣌間·ͰとなΓ·͢ɻ·ͨɺྐྵ ʹΑͬͯݧࢼの૭ޱऔѻ͍࣌間·ͰとなΔ߹͋Γ·͢のͰҙ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᾋ�試験を受験できなかった場合、࠶度の試験は行いません。当日の出ܽに関わらず、必要書類の提出と試験料の
支いが必要となります。また、試験をئい出ながら自分の都合で受験しない場合は以後試験のئい出を受理し
ないことがあります。
ᾌय़学期試験は̓ʙ８月、ळ学期試験は１ʙ２月の間に行います。

�ɽྟݧࢼ࣌
　授業科目によっては、ฏৗ授業時にྟ時の試験が行われ、成にՃຯされます。
　試験の対象にはなりません。

�ɽݧࢼʹؔ͢Δҙ߲ࣄ
ʤݧࢼʹؔ͢Δୡʥ
　定期試験に関する伝ୡは、電ܝࢠ示൘1045により行います。ただし、ྟ 時試験については、授業୲当者からޱ಄で
伝ୡされる場合もあります。
　実施する授業科目および時間ׂは、試験期間開始の10日前ࠒに電ܝࢠ示൘1045にて発දします。
　なお、発ද後も変更になる場合がありますので、注意してください。
　電ܝࢠ示൘1045での試験情報の確認方法については、本ࢠ（B�2ϖーδ）を参照してください。
　※試験については、別్、ئい出許可者に指示します。

ʤචݧࢼهʥ
ᾇडݧの৺ಘ
　受験に際しては次のを९守しなければなりません。
ᶃ�試験開始10分前には前ྻから٧めてண席し、੩ॗを保たなければならない。
　ただし、࠲席指定の場合は、指示に従ってண席しなければならない。
ᶄ�චശおよび下ෑきは試験開始前にかたͮけなければならない。ΫϦアケースのΧόンを࣋っている学生は、中身が見
えないよう、Ҝࢠの下に置かなければならない。
ᶅ�通৴ػ能の有ແに係わらず情報末（スϚーτフΥン・スϚーτΥッν・ܞଳ電・タϒレッτ・ܞଳԻָプレーϠー
など）を時計として用することは認めない。また、これらは試験教室内では電源を切りΧόンの中にかたͮけなけれ
ばならない。もしも試験中にண৴Ի（Ϛφーモーυ含む）等が໐った場合は、উ手に自分で৮れず、手をڍげてಜ者
の指示に従わなければならない。
　�　※上هについて、ಜ者の指示に従わずউ手に手を৮れた場合、ෆ正行ҝとみなすので、注意すること。
ᶆ�受験中は、ص上に学生証を提示しなければならない。（「学生証（Bʵ3ϖーδ）参照」）
　学生証࠶発行中に用するԾΧーυ（ࣸإ真なし）は学生証ではない。
　ࣸ真による本人確認が行えないもの・ࣸإ真がෆ明なものもແޮである。
ᶇ�指定された日時および試験場で受験しなければならない。
ᶈ�解用࠷ࢴ下ஈのࢯ名ཝ等は、ࠇ・ೱࠠ৭のϖン又はϘールϖンでه入しなければならない。
ᶉ�および解用ࢴは必ず提出しなければならない。
ᶊ�試験開始後�0分経աするまではୀ場できない。
ଇとして�0分経աするまでのୀ場は認められないが、体調ෆྑ等の理༝により、ୀ場を認めることがある。手ݪ※　�　
をڍげてಜ者の指示に従うこと。
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　ただし、�0分経ա後にୀ場する場合は、࠶入場は認められないため、および解用ࢴを提出の上ୀ場すること。
ᶋ�および解用ࢴの提出はಜ者の指示に従い、すてのものを࣋って、ಜ者が指定する出ޱからୀ場しなけれ
ばならない。

ᾈडݧதの߲ࣄࢭې
ᶃ許可なく物品・教科書・ϊーτ類を貸आしたとき。
ᶄ他人の案をのͧき見てࣸしたとき、およびࣸさせたとき。
ᶅ私語を行ったとき。
ᶆ࣋込許可物以外の࣋込みおよび参照（Χンニンάϖーύー、ܞଳ電、Σアϥϒル末の時計等）したとき。
ᶇ本人とのସえۄ受験を行ったとき。
ᶈص上等への書込みを行ったとき。
ᶉ解用ࢴを࣋ちؼったとき。
ᶊෆ正なଶ度およびಜ者の指示に従わないとき。

Αͼ֘Պ目のແޮΛ໋͡ΒΕɺ͓ࢭఀݧड࣌ͨ͠ऀෆਖ਼行ҝとΈな͠ɺଈʹ߲ࣄࢭې
͞Βʹɺ学ଇ��条ʹΑΓୀ学ɺఀ 学のռΛड͚·͢ɻ

ᾉ࣍の߹ɺࣦ ֨·ͨແޮとなΓ·͢ɻ
ᶃh 受験中のࢭې事項 にɦした場合
ᶄ履修登録をしていない科目を受験した場合
ᶅ試験開始後10分以上ࠁした場合
ᶆٳ学またはఀ学中に受験した場合
ᶇ試験においてෆ正行ҝのあった場合

ʤϨϙーτݧࢼʥ
　定期試験・ྟ時試験をわず、レϙーτ試験を実施する授業科目があります。レϙーτ提出が課された場合はςーϚ・
༷式・提出期ݶ・提出先等を確認し、指定どおりに提出しなければなりません。
　ఏग़ํ๏ɿ��定期レϙーτ（定期試験期間に実施）の場合、作成したレϙーτに本学指定のදࢴを必ずఴ付し、本人が教

学センターのレϙーτ提出用#09にവしてください。
� �また、必ずレϙーτを成させた状ଶで提出してください。
� �※用ࢴについては、教員の指示により、このݶりではありません。
� ྟ時レϙーτ（定期試験期間外に実施）の場合、දࢴ・用ࢴについては教員の指示に従ってください。

ʹ間ʣ࣌ʢݶظ Εͨ߹ࣦ֨となΓ·͢ɻ
ఏग़ޙのϨϙーτࠩସ͑ɺมߋɺ༰Ճචగਖ਼ೝΊ·ͤΜɻेҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

�ɽडͯ͠ࡍʹݧのアυόΠス
　例年よくあるޡりについて例をあげて説明します。いずれも大事なことですので必ず認識しておいてください。

Մ物Ͱのʮࣗචϊーτʯのղऍڐࠐ࣋
　ʠ自චϊーτʡとは、他人のϊーτをコϐーしたもの・コϐーをషり付けたϊーτ・h 講義ϊーτ とɦশしてചっている類
のものではありません。ʠ自චϊーτʡとは自分で書いたϊーτのことです。
　自分で書いたϊーτ以外のϊーτの࣋ち込みはෆ正行ҝとみなし、ॲ分の対象となりますので注意してください。
　※ύιコンなどで作成されたものも認められません。

Մ物Ͱのʮ๏ʢྫの͍͍ͯな͍のʣʯのղऍڐࠐ࣋
　法શ書は出൛ࣾによって例の付いているものがあります。
　条文のあと等に例が書かれていないか、もう一度自分の法を確認しておいてください。
　「例が付いていることを知らなかった」「例が付いていても私は見ない」は通用しません。

Ϩϙーτݧࢼɺචݧࢼهの྆ํΛ課͞ΕΔՊ目͋Γ·͢
　試験方法は一छ類のみとは必ずしもݶりません。なかにはෳ数の試験が課される場合もあります。
　「この科目はレϙーτ試験だから、他はແいだΖう」と҆৺せずに、必ず自分が履修登録している科目すてについて確
認してください。
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学ۀ
�ɽධՁと
　成は、100満の�0以上を合格とし、授業がऴ了する当該学期末に科目所定の単位が与えられます。なお、そのධ
Ձと数の関係は、ӈهのとおりです。
　一度修得した単位を取ফすことはできません。

ʤ(1"ʹΑΔ成ධՁʥ
　(1"とは、(SBEe� 1PJOU� "WeSBHe（成Ճॏฏۉ）のことで、各科目のධ（100満）をάレーυϙインτに算し
なおし、その合計を科目の総単位数でׂり、１単位のάレーυϙインτのฏۉを算出するものです。
　高校まではすての学生が同じ教科・科目を履修しますから、単७に成をൺֱできました。とこΖが大学においては、
学部・学科の専門教育科目や共通教育科目ɼ教職科目など、ݸʑの学生の所属や目ඪにԠじて、履修する科目を選択する
自༝度が高く、異なる科目を修得した༷ʑな学生を単७にൺֱすることができません。多༷な学習ڥを࣋つ大学では
「学Ϳྔ」だけではなく「学Ϳ࣭」を的にධՁできる指ඪが必要であり、(1"はそれを提ڙする方法です。専門性や修学
目ඪからくる履修状況のҧいをٵ収し、公ฏさを与えながら学業成ධՁの指ඪとしてわれるものであるといえます。
　(1"の算出にあたっては、合格科目だけではなくෆ合格科目も対象となりますので、真な履修登録、授業への取り組
み࢟の上につながることが期されています。また、５ஈ֊の成ධՁをもとに(1"を算出し可視化することで、学
修の౸ୡ度をより明確に示し、学生が自分自身の学修への力の成果をѲしやすくすることもૂいとしています。
※�(1"は、履修登録したすての科目を対象に算出しますが、履修を中ࢭした科目および認定科目、卒業要件対象外の教
職科目および自༝（ਵ意）科目は、算出対象からআきます。
※�(1"は、単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都など）の出ئ条件、在学留学や学ۚの選考、演習の選考等෯い分
で活用されます。

ධɹ άレードポΠϯト

(1"ʹ�

100ʙ90 ４
89ʙ80 ３
�9ʙ�0 ２
�9ʙ�0 １
�9以下

̌� ܽ席またはݖغ�
および出席日数ෆ

例えば、� コンϐュータ基礎実習� （２単位）9�　４ϙインτ
� 歴史と人間� （２単位）88　３ϙインτ
� ˓˓学講義� （４単位）92　４ϙインτ
� ӳ語ॳ級文法ઓ� （１単位）��　２ϙインτ
� ˓˓˔概論� （２単位）��　１ϙインτ
� ˚˔˕特論� （２単位）ܽ 席　̌ϙインτ
� 単位ޓ科目� （２単位）認定　ϙインτ対象外
� 高等学校教育実習� （３単位）82　ϙインτ対象外
のධՁを得た場合、̜ ̥Ａは次のように計算します。

(1"ʹ

。高は��00です࠷　
　学期ごとの(1"と在੶期間中の通算(1"を学業成දにࡌهします。

����入ֶऀ
ධɹՁ ɹɹ

߹ɹ֨

ल 100　ʙ　90
༏ �89　ʙ　80
ྑ ��9　ʙ　�0
可 ��9　ʙ　�0

ෆ߹֨
※ �9以下
, 試験ܽ席・ݖغ
ʗ 出席日数ෆ

ˎ履修を中ࢭした科目は、「W」とද示されます。
ˎ認定単位は、「̣」とද示されます。
ˎ合格「1」、ෆ合格「'」のみでධՁする科目もあります。

（科目のάレーυϙインτʷ単位数）の
科目の単位数の

（４ʷ２）ʴ（３ʷ２）ɹ （４ʷ４）ɹ （２ʷ１）ɹ （１ʷ２）ɹ （̌ʷ２）́ 3� ˺ 2��1（４ʷ１）ʴ（２ʷ４）ʴ（１ʷ１） 13
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�ɽ成発ද

ʤ成証໌書ʥ
　成証明書には、合格した授業科目のल・༏・ྑ・可・1・/（認定）のධՁのみをࡌهし、ෆ合格になった科目および
履修を中ࢭした科目はࡌهされません。
　また、(1"もࡌهされません。

ֶ業ද

ֶ業ද

ˑ�ֶ ͭʹ࿈݁ɾ௨Պظ
͍ͯ୯Ґೝఆ͞Εͳ͍ɻ

य़ֶ期授業期ؒ

य़ֶ期定期試験

ळֶ期授業期ؒ

ळֶ期定期試験

�
〜

�
セ
メ
生

̕月中०に、電ܝࢠ示൘1045より「Web学業成ද」にアΫセスし、各
自で成を確認してください。また、保証人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業定結果通知とともに、9月上०に保証人Ѽにૹ付します。
なお、学業成දについては、１ʙ̓セメ生と同༷に「Web学業成ද」
で確認することが可能です。

�
〜

�
セ
メ
生

３月中०に、電ܝࢠ示൘1045より「Web学業成ද」にアΫセスし、各
自で成を確認してください。また、保証人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業定結果通知とともに、3月上०に保証人Ѽにૹ付します。
なお、学業成දについては、１ʙ̓セメ生と同༷に「Web学業成ද」
で確認することが可能です。

成の͍߹Θͤ
　成についてෆ明ながある場合は、当該学期の成発ද日から̓日以
内（成発ද日を含み、日༵日及びॕ日をআく。）に学業成දを࣋参のう
え、学部事務室に申し出てください。
　ただし、第８セメスター生については、受領後ちに申し出てください。
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ଔɹۀ
�ɽଔۀཁ件
　本学部に４年以上在学し、学部が定める教育課程により学修し、科目۠分ຖに定められた必要単位数を含め12�単位以
上を修得しなければなりません。
　科目۠分ຖに定められる必要単位数は入学年度ຖに定められています。
　入学年度ຖの必要単位数は各年度ຖの「履修規定」を確認してください。
。学の期間は在੶していても在学期間には含めませんٳ　
　卒業定は、第８セメスター生に対して行われます。

�ɽଔظ࣌ۀ
　卒業の時期は、ळ学期末（３月）またはय़学期末（̕月）です。
　ळֶ期ʢ�݄ʣɿ�ळ学期ऴ了時において卒業要件を充した場合、卒業とします。
� 卒業定結果については、３月上०に保証人Ѽに通知します。
　य़ֶ期ʢ�݄ʣɿ�य़学期ऴ了時において卒業要件を充した場合、卒業とします。
� 卒業定結果については、̕ 月上०に保証人Ѽに通知します。

�ɽଔۀのԆظ
ᶃ�य़学期に在学し、かつ卒業要件を充した人が、ॾൠの事情によりळ学期末（３月末）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。ただし、ळ学期の履修登録をすることとし、ळ学期ٳ学は認めません。
ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、指定された期日までに所定のئ出書を学部事務室まで提出して許可を得なければなりません。
ᶅ�卒業のԆ期が許可された人は、ळ学期分の学費を納入してください。所定の期日までに学費が納入されない場合は、卒
業Ԇ期の許可を取りফし、य़学期末卒業とします。
　※ळ学期末（３月）卒業者のय़学期末（̕月）卒業Ԇ期はありません。

�ɽଔࠐݟۀ証໌書の発行ʢ�・�ηメスλー生ʣ
ʲ̓セメスター生発行基४（य़学期のみ）r
　「在学期間」「卒業要件として定める専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目」について、以下のすての条件
を満たした場合、申請により発行します。

　　・在学期間が３年（６セメスター）をえていること。
　　・�専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目を含めて82単位以上修得していること。
　　・専門教育科目と༥合教育科目をあわせて�0単位以上修得していること。
　　・�य़学期履修登録可能単位数とळ学期履修登録可能単位数とを合わせて卒業要件単位数を充することが可能であ

ること。

ʲ８セメスター生発行基४（य़学期・ळ学期共通）r
　「在学期間」「卒業要件として定める専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目」について、以下のすての条件
を満たした場合、申請により発行します。

　　・在学期間が3��年（̓セメスター）をえていること。
　　・�専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目を含めて100単位以上修得していること。
　　・専門教育科目と༥合教育科目をあわせて�0単位以上修得していること。
　　・当該学期の履修登録により卒業要件単位数を充することが可能であること。

ʪ発行ظ࣌ʫ
ɹଔࠐݟۀ証໌書履修ొ͢Δ͜とΛલఏʹ発行͠·͢ɻ
ɹ͕ͨͬͯ͠य़学ظɺळ学ظとʹඞͣ履修ొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɹৄࡉな発行程ʹ͍ͭͯిܝࢠ示൘1045Ͱ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ



a-21

学ɹɹ੶



a-22

学ɹ੶
�ɽ学੶্の໊ࢯと্มߋ
ʤ学੶্の໊ࢯʥ
　学੶上のࢯ名は、入学手続時に本人が届け出たもの（ށ੶にࡌهされているࢯ名、外国੶の学生は在留Χーυにࡌهさ
れている本名または通名）とします。
　したがって、本学がަ付する各छ証明書等は、これに基ͮいて取ѻいますので、学੶上のࢯ名をແஅでվめたり通名を
用いることはできません。

ʤ্มߋ・ॅॴมߋ・保証人มߋʥ
　身上等下هの事項に変更が生じたときは、所定用ࢴ（教学センターまたは学部事務室උ付）により教学センターまたは学
部事務室に届け出てください。
　なお、学生証ࡌه事項に変更が生じる場合は、ແ料で学生証をަ࠶付します。新しい学生証は、چ学生証とަにަ付
しますので、後日教学センターに受け取りにきてください。

มɹɹߋɹɹࣄɹɹ༝ ఏɹग़ɹॻɹྨ ఏɹɹग़ɹɹઌ

本人のࢯ名等に変更があったとき
身上変更届
書類ࣸし※ᶃڌࠜ
証明ࣸ真※ᶄ

学部事務室

本人のॅ所等に変更があったとき
૭ޱへの届出はෆ要
（1045「現ॅ所および通学۠間申請」より必要事項を入力・更新）

保証人（保ޢ者）のॅ所等に変更があったとき ॅ所等変更届（保証人）
教学センター保証人（保ޢ者）に変更があったとき

保証人変更届
保証人（保ޢ者）のࢯ名等に変更があったとき

　※ᶃ新しいࢯ名が確認できる公的なࠜڌ書類（運స免許証、݈ 。証、ύスϙーτ等）のࣸしが必要ですݥ保߁
　※ᶄ�新しいࢯ名の学生証を作成するため、証明ࣸ真（Χϥー、ॎ４DNʷԣ３DN、上身、ແ、正面き、３ϱ月以内に

。Өしたもの）が必要ですࡱ

�ɽ修ۀࡏ・ݶ学ظ間
ʤ修ۀݶʥ
　修業年ݶとは、本学の教育課程を修了するために必要な在学期間をいいます。
　本学では４年です。
　ただし、ฤ・స入学した人の修業年ݶは次のとおりです。

मɹɹ業ɹɹɹɹݶ
第２年次にฤ・స入学した人 ３年
第３年次にฤ・స入学した人 ２年

ʤࡏ学ظ間ʥ
　在学期間は、８年をえることはできません。
。学中の期間は在学期間に含めませんٳ　
　ただし、ฤ・స入学、࠶入学、෮੶、స学部及びస学科した人の在学期間は次のとおりです。

ɹɹֶɹɹ期ɹɹؒࡏ
第２年次にฤ・స入学した人 ̓年
第３年次にฤ・స入学した人 ６年
࠶ 入 学 し た 人 ੶前の在学期間と通算して８年
෮ ੶ し た 人 ੶前の在学期間と通算して８年
స 学 部 し た 人 స学部する前の在学期間と通算して８年
స 学 科 し た 人 స学科する前の在学期間と通算して８年

ҙʂɹٳ�学ͨ͠学ظɺୀ学͓Αͼআ੶となͬͨ学ظɺࡏ学ظ間ʹࢉ入͢Δ͜とͰ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺٴાஔ
ʹΑΓ学ظ͕ୀ学͓Αͼআ੶のとなΔ学ظɺࡏ学ظ間ʹࢉ入͠·͢ɻ
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�ɽٳ学
　ප気その他やむを得ない理༝により３ϲ月以上修学できない場合は、学部事務室に「ٳ学ئ」を提出し許可を得なけれ
ばなりません。ただし、ප気によるٳ学の場合はҩࢣの「அ書」を、ւ外ߤによるٳ学の場合は「ߤ計画書」「留学
者ॅ所届」をఴ付してください。
。学できる期間は連続して２年以内、通算して４年以内ですٳ　

ʤٳ学ظ間͓Αͼٳ学தの学費ʥ
　１年間または１学期間のશ期間をٳ学する場合は次のとおりです。

ɹֶɹ期ɹؒٳ ݶఏग़期ئֶٳ ɹֶɹதɹͷɹֶɹඅٳ

１年間（��1ʙ3�31） ��30
所定の在੶料

※य़学期・ळ学期２期に分けて納入のこと。
य़学期（��1ʙय़学期ऴ了日） ��30 所定の在੶料
ळ学期（ळ学期始業日ʙ3�31） 10�31 所定の在੶料

ҙʂɹٳ�学Λ͍ئग़Δલʹɺ学費ʢतۀ料ɺ実ݧ実習費ٴͼ教育ॆ実費ʣΛೲ入͍ͯ͠Δ߹ɺ֘学ظの学費
ʢतۀ料ɺ実ݧ実習費ٴͼ教育ॆ実費ʣฦؐ͠·͢ɻͨͩ͠ɺٳ学ئఏग़ݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ߹ʹ
੶料ʣೲ入͠な͚ΕなΓ·ͤΜɻࡏ学ʹඞཁな学費ʢٳΓ·͢ɻな͓ɺݶ

ʤٳ学ظ間ऴ了લのखଓ͖ʥ
学期間後の修学について、本人および保証人Ѽに「修ٳ、学期間ऴ了前（य़学期は̓月下०、ळ学期は１月下०）にٳ　
学意志確認」の書類をૹ付します。同෧書類に従い、所定の期日までに手続きを行ってください。

ʤ࿈ଓͯ͠ٳ学͢Δ߹ʥ
を提出し許可を得なければなりません。修学意志確認「ئ学ٳ」度࠶、い出る場合はئ学をٳ学期間ऴ了後もҾ続きٳ　
書類に同෧の「ٳ学ئ」を、所定の期日までに学部事務室に提出してください。

ҙʂɹ࿈ଓͯ͠ٳ学͢Δ߹のʮॴఆظʯɺ෮学ئఏग़ݶظとなΓ·͢ɻ
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽ෮学
を提出し許可を得なければなりません。ただし、ප気により「ئ෮学」学者が෮学しようとする場合は、学部事務室にٳ　
。の「அ書」をఴ付してくださいࢣのҩࢫ学していた場合は、෮学しても支োないٳ

෮ֶΛر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽআ੶
　次のような場合は、আ੶します。
ᶃ所定の納入期日までに学費を納入しない場合
ᶄٳ学期間ऴ了までに෮学、ٳ学Ԇ、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶅ留学期間ऴ了までにؼ国、ٳ学、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶆٳ学期間が４年をえてなお、෮学またはୀ学しない場合
ᶇ在学期間が８年をえる場合
ᶈ正当な理༝がなく所定の手続きをଵり、修学意志がない場合
ᶉ正当な理༝がなく所定の手続きをଵり、在留期間満了日を経աした場合

　なお、আ੶された人は学生証をちにฦؐしてください。

ʤআ੶ʥ
ɹɹɹɹ༝ࣄ আɹɹɹɹɹ੶ɹɹɹɹɹ

य़学期学費未納者 前年度　3月31日付
※�ただし、学費分ׂԆ納者が１ճ目を納入して２ճ目を納入しなかった場合は、５月31日付

ळ学期学費未納者 前य़学期末日付
※�ただし、学費分ׂԆ納者が１ճ目を納入して２ճ目を納入しなかった場合は、11月30日付

上ه事༝ᶄᶅᶆᶇ 事༝が該当する学期の満了日付（学期末日）
上ه事༝ᶈ 事༝が該当する学期の前学期末日付
上ه事༝ᶉ 在留期間満了日付

� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর
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�ɽ෮੶
　আ੶となった人は、আ੶の日から一年以内にݶり、෮੶をئい出ることができます。

ʤ෮੶खଓ͖ʥ
　আ੶となった人が෮੶しようとする場合は、আ੶の日から一年以内の所定の手続期間に、「෮੶ئ」を保証人連ॺのう
え、学部事務室に提出してください。
　෮੶手数料として3000ԁが必要です。（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）

෮੶Λر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

ҙʂɹ�෮੶ΛڐՄ͞Εͨ人ɺॴఆの·Ͱʹ入学ۚҎ֎の学費Λೲ入͠な͚ΕなΓ·ͤΜɻॴఆの·Ͱʹ学
費Λೲ入͠な͍߹ɺ෮੶ΛऔΓফ͠·͢ɻ

※෮੶を許可された人には、学生証を教学センターでަ࠶付します。
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽୀ学
　ප気その他やむを得ない理༝によりୀ学しようとする人は、「ୀ学ئ」を保証人連ॺのうえ、学生証をఴえて学部事務室
に提出し、許可を得なければなりません。
　なお、当該学期履修科目の単位修得をرする人は、当該学期末日付でୀ学ئを提出しなければなりません。
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽ࠶入学
　以下のいずれかに該当する人が、੶の日から３年以内に同一学部学科に࠶入学をرする場合、選考のうえ許可する
ことがあります。
　ただし、࠶入学してもりの在学期間で卒業見込みがない人は、࠶入学をئい出ることはできません。
　ᶃୀ学した人
　ᶄআ੶となった人（আ੶事༝ᶆおよびᶇの該当者はআく。）
　ᶅ෮੶ئ出期間内に෮੶の手続をしなかった人

。とともに学部事務室に提出してください「அ書߁݈」、「ථئ入学志࠶」、を保証人連ॺのうえ「ئ入学࠶」者はر　
000�入学手数料として3࠶　ԁが必要です。）所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込（

͢Δֶ期ر入ֶΛ࠶ खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

ҙʂɹ࠶�入学ΛڐՄ͞Εͨ人ɺॴఆの·Ͱʹ入学ۚと学費Λೲ入͠ɺ入学खଓ書ྨΛ学෦ࣄࣨʹఏग़͠な͚
ΕなΓ·ͤΜɻॴఆの·Ͱʹ入学खଓΛ行Θな͍߹ɺ࠶入学ΛऔΓফ͠·͢ɻ

ɹɹɹɹな͓ɺ入学ۚのֹ࠷ॳʹ入学ͨ͠度の入学ۚとಉֹと͠·͢ɻ

。付しますަ࠶入学を許可された人には、学生証を教学センターで࠶※
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

※�外国人留学生は、෮੶・࠶入学時でద切な在留資格を保࣋している必要があります。在留資格を取得するためのビザ
申請は時間を要するため、ئ出と同時にビザ申請に必要な手続きを必ず確認し、手続きを進めておいてください。その
際、申請からަ付までの期間は各入国管理ہや各国在外公館によって異なりますので、申請先におい合わせください。
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�ɽཹ学
　ここでいう「留学」とは、本学の許可を得て、学੶がࡏ学のঢ়ଶで外国の大学において学修することをいい、ٳ学による
留学は該当しません。
　出ئ資格および出ئ手続の詳細については、在学留学のϖーδを参照してください。

の�छྨͰ͢ɻ࣍学ཹ学ɺࡏ
ᶃ本学とަྲྀڠ定のある大学の学部へަ留学する場合（ަཹ学）
ᶄ本学とަྲྀڠ定のある大学の学部または大学付設の語学プϩάϥϜへݣ留学する場合（ཹݣ学）
ᶅ修学の必要から、学生自身が留学先大学を選定し、学生の申請に基ͮき本学が留学先として認めた場合（ೝఆཹ学）

ʤཹ学ظ間ʥ
　留学期間は年または１年です。
　　始期　４月１日　または　ळ学期始業日　　　　　ऴ期　３月31日　または　य़学期ऴ了日
　なお、留学先大学の事情により、これらの日付の前後に出国またはؼ国した場合でも、いずれかの日付に読みସえるもの
とします。
　留学期間は、修業年ݶおよび在学年数に算入されます。
　１年をえてҾき続き留学する場合、その期間はٳ学ѻいとなりますので、「ٳ学ئ」および「ߤ計画書」、「留学者ॅ
所届」を学部事務室に提出して許可を得なければなりません。

ʤཹ学のಧग़ʥ
　留学のため出国するときは、所定の「留学届」を学部事務室に提出してください。

ʤཹ学ظ間தの学費ʥ
　在学留学のため、留学期間中の学費は規定どおりશֹ納入しなければなりません。ただし、外国留学支援ۚを学費の一
部に充当することができます。

ʤཹ学ڐՄのऔফʥ
　次のいずれかに該当する人は、留学の許可を取りফすことがあります。また、留学が取りফされた場合は、外国留学支援
ۚはฦؐしなければなりません。
ᶃ学生査証が認められない場合
ᶄ本学または留学先大学の学ଇおよびこれに係わる取ѻ規定にҧした場合
ᶅ修学の成果があがらないと認められた場合
ᶆප気その他やむを得ない事༝により留学を続けることができない場合

ʤܧଓ履修ʥ
　ळ学期からཌ年度のय़学期まで１年間の留学期間の場合、留学前のय़学期に履修している学期連結科目および通年科目
をؼ国後のळ学期にܧ続して履修することができます。ただし、ܧ続履修をرする場合は、留学前に学部事務室に「ܧ
続履修ئ」を提出し、ঝ認を得なければなりません。

ʤޙࠃؼのखଓ͖ʥ
　留学をऴ了してؼ国した人は、電ܝࢠ示൘1045より「ؼ学届」および「留学報ࠂ書」を出力し、「ؼ学届」は学部事務室
に、「留学報ࠂ書」は国際ަྲྀセンター事務室に提出してください。

ʤ୯Ґのೝఆʥ
　留学先の大学等で修得した単位のうち、ద当と認められるものは、�0単位をݶ度として、各学部の定めるとこΖにより本
学の卒業に必要な単位として認定を受けることができます。
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��ɽస学෦
　本学の他学部にస学部を志する人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえ許可することがあります。
ʤग़ئ資֨ʥ
　第１年次ऴ了時または第２年次ऴ了時の人とします。
ɹస学෦の資֨条件のࡉ෦ʹ͍ͭͯɺ֤ 学෦ຖʹఆΊΒΕ͍ͯ·͢のͰɺग़͢ئΔલʹඞͣ学෦ࣄࣨ·Ͱ͓͍߹
Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
　なお、外国語学部ӳ語学科へస学部をرする場合、50&*$�-�3のスコアが�00以上、または、50&'-�J#5のスコ
アが�2（50&'-�*51���0）以上の成をおさめていない人は出ئ資格がありません。

ʤग़ئखଓ͖ʥ
　「స学部ئ」（学部事務室උ付）に必要事項をه入し、保証人連ॺのうえ、１月31日までに学部事務室に提出してくださ
い。
　స学部手数料として�000ԁが必要です（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）。

ʤస学෦のظ࣌ʥ
　స学部の時期は学年始めとし、年度్中のస学部はできません。
　స学部時の在学セメスターは、履修状況その他を考ྀして決定します。

ʤ学生証ʥ
　స学部を許可された人には、現学生証とҾえに学部名を変更した新しい学生証を教学センターでަ࠶付します。

��ɽస学Պ
　本学の同一学部内でのస学科を志する人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえ許可することがあります。

ʤग़ئ資֨ʥ
　第１年次ऴ了時または第２年次ऴ了時の人とします。
ɹな͓ɺస学Պの資֨条件のࡉ෦ʹ͍ͭͯɺ֤ 学෦ຖʹఆΊΒΕ͍ͯ·͢のͰɺग़͢ئΔલʹඞͣ学෦ࣄࣨ·Ͱ͓
͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ʤग़ئखଓ͖ʥ
　「స学科ئ」（学部事務室උ付）に必要事項をه入し、保証人連ॺのうえ、１月31日までに学部事務室に提出してくださ
い。
　స学科手数料として�000ԁが必要です。（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）

ʤస学Պのظ࣌ʥ
　స学科の時期は学年始めとし、年度్中のస学科はできません。
　స学科時の在学セメスターは、履修状況その他を考ྀして決定します。

��ɽय़学ظʢ�݄ʣଔۀ
　य़学期ऴ了時において、卒業要件（４年以上在学し、所定の単位を修得すること）を充した場合は、य़学期末（̕月末）
卒業とします。

ʤଔۀのԆظʥ
　ᶃ�य़学期に在学し、かつ卒業要件を充した人が、ॾൠの事情によりळ学期末（３月末）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。ただし、ळ学期の履修登録をすることとし、ळ学期ٳ学は認めません。

　ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、指定された期日までに所定のئ出書を学部事務室まで提出して許可を得なければなりま
せん。

　ᶅ�卒業のԆ期が許可された人は、ळ学期分の学費を納入してください。所定の期日までに学費が納入されない場合は、
卒業Ԇ期の許可を取りফし、य़学期末卒業とします。

　※ळ学期末（３月）卒業者のय़学期末（̕月）卒業Ԇ期はありません。
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��ɽ学費
ʤೲ入ظ間ʥ
　学費の納入はय़学期とळ学期の２期に分けて学費ৼ込ґཔ書を保証人Ѽにૹ付しますので、それͧれ定められた期日ま
でに納入してください。
　　य़学期学費納入期日　　４月30日
　　ळ学期学費納入期日　　10月31日

ʤೲ入ํ๏ʥ
　必ず本学指定の「学費ৼ込ґཔ書」をい、電৴ѻいがར用できるۚ༥ػ関（Ώうちΐۜ行をআく）からૹۚしてくださ
い。文書ѻい、現ۚ書留および大学への࣋参は受け付けません。

ʤೲ入ֹۚʥ
　学費の納入ֹۚについては、「学ଇ」（̲ɻ 3ϖーδʙ̲ɻ 10ϖーδ）にࡌܝしています。

ʤ学費Ԇೲ・ׂԆೲ制度ʥ
　学費の納入が期日（य़学期ɿ４月30日　ळ学期ɿ10月31日）までにࠔな場合は、本学ϗーϜϖーδより学費のԆ納・分
ׂԆ納を申請することができます。ただし、次のいずれかに該当する場合は分ׂԆ納、又はԆ納・分ׂԆ納どちらも申請
することができません。
　ᶃ෮੶および࠶入学を許可された方については、当該年度については、Ԇ納・分ׂԆ納の申請はできません。
　ᶄ�本学の学ۚ制度のར用者含め、学費のݮ免を受けている学生は、分ׂԆ納の申請はできません（Ԇ納のみ申請でき
ます）。

　ᶅٳ学に必要な学費（在੶料）については、分ׂԆ納の申請はできません（Ԇ納のみ申請できます）。

य़ֶ期 ळֶ期
ਃ期ؒ �月1日ʙ�月30日 10月1日ʙ10月31日

ೲ
ೖ
ظ


Ԇɹɹೲ �月31日 11月30日

ׂԆೲ
１ճ目　�月31日 １ճ目　11月30日
２ճ目　�月��日 ２ճ目　12月2�日

　申請方法等の۩体的な手続き方法については、申請期間に別్ϗーϜϖーδ及び̨̥̤̩にてお知らせします。

��ɽೲ入ظ
　学費の納入期日がۚ༥ػ関のٳ業日（・日・ॕ日）にあたる場合は、そのཌ営業日をもって納入期日とします。





a-29

୯Ґޓ制度
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୯Ґޓ制度

�ɽ୯Ґޓ制度と
　単位ޓ制度は、大学および期大学が૬ޓに単位ڠޓ定をక結し、これらの大学に所属する学生が他大学の講義を
受講し取得した単位をその学生が所属する大学の単位として認定できる制度です。
　下هの要領で受講ر者をื集します。詳細についてはื集ガイダンスで説明しますので、ر者は必ず出席してくだ
さい。
　すての科目に受講定員が設定されていますので、رしても受講が認められない場合もあります。
　また、出ئに際しては通学時間などを十分考ྀして履修が可能かどうか計画を立てるようにしてください。

�ɽΨΠμϯス程ɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
ʤืूΨΠμϯスʥ
　履修ガイダンス期間に実施༧定（य़学期のみ）

ʤडߨग़ظئ間ʥ
　４月上०
※大学コンιーシアϜ京都科目において、定員を満たしていない科目については̕月にՃื集を༧定しています。

ʤग़ئථఏग़ઌʥ
　10号館１֊　教学センター

�ɽग़ئ資֨
次の条件をશて満たしている人。
・શ学部２年次以上で通算またはۙの(1"が1�0以上の人。
・修学意志が強く、履修許可になった場合、࠷後まで出席することが可能な人。

�ɽొの概ཁ

ཤɹɹम 年間４単位まで出ئ可能。学部で定めている本学科目の履修登録上ݶ単位数には含まれません。

୯Ґ認定

合格した科目は他大学で実際に履修した科目の։ظߨ間ʹかかΘΒͣɺ͢ ͯ௨Պ目とͯ֘͠度
ʹೝఆ͞Ε·͢ɻしたがって、１年間在੶しない場合、単位認定されませんので注意してください。認定さ
れた単位は共通教育科目として、在学期間を通じて࠷大12単位まで卒業に必要な単位に算入し、科目名はす
て「単位ޓ科目」の科目名で認定を意ຯする「/」を本学の学業成දおよび成証明書にදهします。

�ɽొ্のҙ߲ࣄ
　次のような場合、登録はできません。
ᶃॏෳ登録（本学で履修登録した科目と同一༵日時間ଳに登録）
　※他大学の集中ܗ式の科目が、本学の科目と１日でもॏෳする場合も含みます。
ᶄҠ動時間から受講がࠔであると考えられる時間ଳでの登録
　例ɿ同一༵日に連続した時間ଳで別ʑの大学の科目を登録
　特に、時限が異なる場合でも、本学の授業時間帯と他大学の授業時間帯は異なる可能性があることを留意してください。
　なお、重複登録した場合、本学履修科目を削除し、単位互換科目の履修が優先されます。
　ただし、秋学期の履修登録時に、やむを得ない事情で本学履修科目と単位互換科目の授業が重複する場合は、履修登録
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期間内に教学センターまで相談に来てください。
ᶅ教学センターからの確認にԠじない場合
　教学センターから内༰の確認を行う場合があります。電ܝࢠ示൘1045の伝言または教学センターからの電により連
བྷしますので、対Ԡできるようにしておいてください。なお、確認にԠじない場合には申請及び登録を許可しません。
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履ɹ修ɹ方ɹ法

現代社会学Պ
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履修نఆ（現代社会学Պ）
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、４年以上在学し、次の科目۠分に従って、共通教育科目�0単位以上、専門教育科目��単位以上、合計
12�単位以上を修得しなければなりません。

Պɹɹɹɹ۠ɹɹ मಘ୯Ґ࠷

ҭՊڭ௨ڞ

ਓ ؒ Պ ֶ ڭ ҭ Պ
選択必修

人文科学領Ҭ科目 ４単位

�0
単位

12�
単位

ࣾ会科学領Ҭ科目 ４単位

自વ科学領Ҭ科目 ４単位

選　　択

ݴ ޠ ڭ ҭ Պ 

必　　修 ӳ語教育科目 ８単位

選　択
必　修

ᶃ ӳ語教育科目
４単位
（注５）

ᶄ ӳ語以外の外国語教育科目

ମ ҭ ڭ ҭ Պ  選択必修 １単位

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選択必修 ４単位

༥ɹ߹ɹڭɹҭɹՊɹ（注１） 選　　択

��
単位

ઐڭҭՊ

ֶ
෦
ڞ
௨
Պ


ಋ 入 Պ 

必　　修 ࣾ会学入門Ａ（２）
ࣾ会学入門Ｂ（２） ４単位

６単位

�0
単位

選択必修 現代ࣾ会のॾＡ（２）
現代ࣾ会のॾＢ（２） ２単位

選　　択 入門演習Ａ（２）
入門演習Ｂ（２）

ج ൫ Պ  選択必修 ４単位

ϦーμーγοϓՊ 選択必修 ４単位

ֶ
Պ
ઐ

Պ


ج ൫ Պ （注２） 選択必修 ８単位

ల ։ Պ 
（注３）

選択必修
ʻ地Ҭࣾ会学コースʼ
ʻ人間ࣾ会学コースʼ
ʻメディアࣾ会学コースʼ

1�単位

ԋ श Պ 
（注４）

選　択
必　修

ᶃ 基礎演習（２）
演習Ⅰʙᶚ（各２） ４単位

ᶄ プϩδΣΫτ演習Ⅰʙ （c各２）

（注１）�༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができ、1�単位までを専門教育科目の単位数（��単位）に算
入することができる。

� スϙーπࣾ会学科の専門教育科目߁݈・
� ・現代ࣾ会学部履修可とする他学部専門教育科目
（注２）�地Ҭࣾ会学コースを選択する学生はh 地Ҭࣾ会学 をɦ、人間ࣾ会学コースを選択する学生はh 人間ࣾ会学 をɦ、メ

ディアࣾ会学コースを選択する学生はh メディアࣾ会学 をɦ必ず修得すること。
（注３）�選択したコースの展開科目から1�単位以上を修得すること。
（注４）�演習科目については、ᶃから４単位以上またはᶄから４単位以上を修得すること。なお、ᶃで修得する場合は、２年

次に開講されるय़学期またはळ学期のh 基礎演習 をɦ必ず履修すること。
（注５）�「ӳ語教育科目」「ӳ語以外の外国語教育科目」「体育教育科目」から４単位以上を修得すること。ただし、「体育教

育科目」は、１単位以上を必ず修得すること。
　ʙڞ௨教育Պ目のʮޠݴ教育Պ目ʯʮମ育教育Պ目ʯの୯Ґ修ಘʹ͍ͭ ʢͯ�ิʣʙ
　言語教育科目・体育教育科目については、「ӳ語教育科目」８単位必修にՃえて、さらに「ӳ語教育科目」「ӳ語以外
の外国語教育科目」「体育教育科目」から４単位以上の修得が必要です。このうち、「体育教育科目」については、１単
位以上を必ず修得しなければなりません。なお、「体育教育科目」のみで４単位以上を修得しても卒業に必要な単位数を
満たすことはできますが、όϥンスよく言語教育科目からも単位を修得することをਪします。
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֤࣍の履修ొ্ݶ୯Ґ
࣍ ୈ̍࣍ ୈ̎࣍ ୈ̏࣍ ୈ̐࣍

学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

単位数 22 22 22 22 22 22 22 22

　ただし、次の科目は上ه単位数には含まれません。
ᶃ卒業要件とならない自༝（ਵ意）科目
ᶄ単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都科目　等）
ᶅ共通教育科目
　�インターンシップ、0�0$'�1#-、「スターτアップ・インターンシップ」、「プレップ・インターンシップ」、「ا業人と学生
のϋイϒϦッυ」、「۽本・ࣛࢁフィールυ」
ᶆ共通教育科目
　ʻ教育・教職科目܈ʼにおける教職課程登録者のみ履修可とする科目
ᶇւ外語学実習
ᶈ経済学部専門教育科目
　「国際経済研修」
ᶉ文化学部専門教育科目
　「博物館実習」
ᶊ外国語学部専門教育科目
　「˓˓ւ外実習」（˓˓には、ӳ語・υイπ語・フϥンス語・スϖイン語・イタϦア語・ϩシア語・中国語・ؖ国語・イン
υωシア語が入る）

ʙग़੮指導ʹ͍ͭͯʙ
˓�１年次の導入科目への出席は極めてॏ要です。ܽ 席が連続するなどといった場合は、学部教員による履修・学修指
導を行います。また、２年次以降においても同༷に、専門教育科目等においてܽ席が連続するなどといった場合は指
導を行います。

ʙ୯Ґ指導ʹ͍ͭͯʙ
˓単位修得状況が๕しくない場合や、必修科目が未修得などの場合は、学部教員による履修・学修指導を行います。
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௨教ҭՊڞ
　京都産業大学では、教学の理೦にܝげる「自らを厳しくしつつ、力にみ、ࣾ 会的な義務をଵることなく、国内外
をわず活躍できる人ࡐ」の育成のために、学生が自らの専門分をਂく学Ϳだけでなく、෯い教ཆを身につけることの
できるよう、「人間科学教育科目」「言語教育科目」「体育教育科目」「キϟϦアܗ成支援教育科目」の۠分を設けて、す
ての学生に開講しています。
　入学年度ごとに定められている履修規定を十分にѲしたうえで履修してください。

�ɽ人間Պ学教育Պ目
　人間科学教育科目は、「人文科学」「ࣾ会科学」「自વ科学」「総合」の４つの領Ҭにわかれます。
　このうち、「総合」以外の３領Ҭは、「基本科目」と「展開科目」から構成されています。自らの専門以外の学分を学
Ϳにあたって、まず基本科目でその学分の大まかなશ体૾を得て基本的な考え方をつかみ、そこでڵຯをײじた内༰
を展開科目でさらにਂく学Ϳことで、体ܥ的に学習できるよう工しています。

ᾇ�֤ྖҬの特
ʲ人文Պ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、古ࠓ౦の人類の文化を対象とします。これには「学」「৺理学」「歴史学」「文学・芸術学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、文化の多༷性を認識し、ॊೈに思考できるようになることを目的としています。
ʲࣾձՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、意見やརが多छ多༷で、Ձ観の異なる人ʑが構成するࣾ会とそのようなࣾ会で生じるॾ現象とを対象
とします。これには、「経済学」「経営学」「法学・政治学」「ࣾ会学」といった分が含まれます。この領Ҭの科目は、多छ
多༷な人ʑの共存やڠ力を図るしくみを理解することを目的としています。
ʲࣗવՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、ミΫϩ（ૉཻࢠ）からϚΫϩ（宇宙）までの༷ʑなスケールの自વ現象を対象とします。これには、京都産業
大学の特৭といえる「天文・物理科学」「生໋・ڥ科学」「情報科学」それに、自વ科学の基൫である「数学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、自વ法ଇや生໋の営みへの見方をཆうことを目的としています。
ʲ૯߹ྖҬʳ
　この領Ҭは、次の科目܈に۠分されます。
　・導入・続教育科目1※܈ɿओに１年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目
　・̠ ̨ ̪ 科 目 ɿ本学の特৭ある科目と本学で学Ϳための基礎となる科目܈
　・教 育 ・ 教 職 科 目 ɿ教員免許取得などに関わる科目܈
　・人 ݖ 科 目 に関わるॾや歴史などを学Ϳ科目ݖɿ人܈
　・情 報 科 目 ɿ情報に関する科目܈
　※１　�օさんがこれから体験する「高校から大学へのҠ行」「共通教育と専門教育の連動」「大学からࣾ会へのҠ行」と

いったہ面において、ॊೈにదԠする力を身につける科目を開講しています。キϟϦアܗ成支援教育科目（b�1�
ϖーδ）内にも、「導入・続教育科目܈」を設けています。

ᾈ�履修ํ๏ʹ͍ͭͯ
　人文科学領Ҭ、ࣾ 会科学領Ҭおよび自વ科学領Ҭの３領Ҭから４単位ずつを修得しなければなりません。

ɹ12୯ҐਓจՊֶྖҬܭ߹
û୯Ґ ʴ ʴࣾձՊֶྖҬ

û୯Ґ
ࣗવՊֶྖҬ
û୯Ґ

˰　�人文科学領Ҭ、ࣾ 会科学領Ҭおよび自વ科学領Ҭの３領Ҭからそれͧれ「基本科目」と
それに関連する「展開科目」を修得することをਪします。
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�ɽޠݴ教育Պ目
　言語教育科目は、ӳ語教育科目とӳ語以外の外国語教育科目から構成されています。

ӳޠ教育Պ目
�　άϩーόルࣾ会の中で活躍しࣾ会にݙߩするためには、実用的なӳ語運用能力の֫得が必ਢとなります。本学で
は、શ学部１・２年次にӳ語授業を必修とし「読む・書く・す・ฉく」のӳ語学習にՃえて、就職活動の入ޱやビ
δωス場面で有用とされる50&*$対Ԡの学習も行います。また、そのୡ成度合いをଌるために年数ճ50&*$� -�3
を受験します。ӳ語がۤ手な方には基礎から学Ϳ授業を開講し、基礎からӳ語能力の上を図ります。

教育Պ目ޠࠃ֎
�　外国語教育科目は、国際ࣾ会で求められる高度な語学力を身に付けて国際的視をຏく科目で、̕ 言語から学び
たい言語を選択できます。ωイςィϒスϐーΧーの教員による会やݕ定試験を೦಄に置いた科目など、各छレϕ
ルの特৭ある科目が用意されており、学習経験の有ແにかかわらず、৳ばしたい力と学習の目的にԠじて履修する
ことができます。

ᾇ�履修ʹ͍ͭͯ
　˕�言語教育科目と体育教育科目については、「ӳ語教育科目」（８単位必修）にՃえ、「ӳ語教育科目」「ӳ語以外の外国
語教育科目（指定された科目）」「体育教育科目」から４単位以上を修得する必要があります。なお、「体育教育科目」
については、１単位以上を必ず修得しなければなりません。

ʻӳޠඞ修̔୯Ґʴӳ̏ޠ୯Ґʴମ育̍୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ
ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

બඞम ӳ語選択科目 各1 3

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 1

ʻӳޠඞ修̔୯ҐʴӳޠҎ֎の֎ޠࠃʢ̍ޠݴʣ̐ ୯Ґʴମ育̍୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

ӳޠ
Ҏ֎

બඞम

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅰ"※２

各1 �
たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅰ#※２

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅱ"※２

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅱ#※２

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 1

ʻӳޠඞ修̔୯Ґʴମ育̐୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 �

※１　�入学時のӳ語プレイスメンτςスτ（50&*$�#SJEHe�*1）のスコアに基ͮき、レϕル（Ϋϥス）分けを行います。
　　　そのレϕルにより、セメスターຖに履修する科目が異なります。ʤ次ϖーδ参照ʥ
※２　�科目名の˓˓には、υイπ・フϥンス・中国・ϩシア・スϖイン・インυωシア・イタϦア・ؖ国ே・ϕτφϜの

各言語名が入ります。
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ʲӳޠඞ修Պ目ʳ

レϕル レϕル分け基४
（50&*$�-�3スコア）

50&*$�-�3
スコア目ඪ

１年次 ２年次
１セメ（य़学期） ２セメ（ळ学期） ３セメ（य़学期） ４セメ（ळ学期）

ʲ上級ʳ �20以上 �00以上 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅰ 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅱ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅰ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅱ
上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ中級ʳ �00以上 �00以上 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲॳ級ʳ 310以上 �00以上 ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ基礎ʳ � � 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅰ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅱ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶙ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶚ

※セメスターごとに２科目を学びます。
※掛は、ݪଇ、ӳ語ωイςィϒスϐーΧーの教員が୲当（掛以外は、日本人教員が୲当）

ʲ50&*$डݧʹ͍ͭͯʳ
　˖�１・２年次ऴ了時に、「上級」・「中級」・「ॳ級」レϕルのΫϥスはશ員、「基礎」レϕルの学生はر者のみ、50&*$�
-�3�*1（学内受験）を受験します。ʦ受験料は大学ෛ୲ʧ

　˖य़学期ऴ了時にも、50&*$�-�3�*1（学内受験）をر者に実施します。ʦ受験料はݸ人ෛ୲ʧ
　　受験方法などの詳細については、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。

ᾈ�֤छݕఆݧࢼのスίアʹΑΔ୯Ґೝఆʹ͍ͭ ʢͯC���ʙ C���ϖーδࢀরʣ
　˖ӳ語教育科目
　　�50&*$� -�3� *1（学内受験）および50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアに基ͮき、ӳ語必修科目として単位認定をし
ます。

　　また、50&'-や実用ӳ語技能ݕ定のスコアでӳ語選択科目として認定する制度があります。
　˖外国語教育科目
　　指定された各छݕ定試験のスコアに基ͮき、言語教育科目の選択科目として単位認定します。

ᾉ�༨୯ҐのऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ
　言語教育科目で定める単位数をえて修得した単位は、卒業要件単位に算入します。

ᾊ࠶�履修ʹ͍ͭͯ
ɹ◇ӳޠの୯Ґ͕ະ修ಘの߹
　　�セメスターຖに決められたӳ語必修科目の単位が修得できなかった場合は、次セメスター以降に࠶履修Ϋϥスを履修
します。

　�　�選択必修科目の単位が修得できなかった場合は、次セメスター以降に定められたӳ語教育科目を履修します。
ɹ◇ӳޠҎ֎の֎ޠࠃの୯Ґ͕ະ修ಘの߹
　�　�「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅰ"」「たのしく学Ϳ˓˓語*#」「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅱ"」「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅱ#」のいずれ
かが未修得の場合、単位がෆしている同じ科目を履修※１しなければなりません。「˓˓語ΤキスύーτⅠ」または
「˓˓語ΤキスύーτⅡ」で４単位修得することも可能です。

　　※１　言語により࠶履修者用のΫϥス（１セメスター生は履修ෆ可）を開講しています。

ᾋ�履修্のҙ߲ࣄʹ͍ͭͯ
　˖�ӳ語必修科目は、セメスターຖに設けている50&*$� -�3�*1（学内受験）を受験し、そのスコアによって自動的に上位
Ϋϥスに上がります。そのΫϥス変更の結果は、新学期の開始前に電ܝࢠ示൘1045等で連བྷします。

　˖�選択必修として、ӳ語以外の外国語教育科目を選択する場合は、１セメスターऴ了時における言語および科目変更は、
。ଇとして認めませんݪ
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ᾌ�֎ࠃ人ཹ学生Λରとͨ͠ޠݴ教育Պ目ʹ͍ͭͯ
ʻ履修ύλーϯʼ

1ηメスλー 2ηメスλー

日本語科目（４単位・必修） 日本語科目（４単位・必修）

日本語科目、ӳ語またはӳ語以外の外国語科目
（４単位・選択必修）

※�上ه履修ύターンによる履修はਪされる履修方法であり、必修科目および選択必修科目が修得できなかった場合は、
３セメスターから卒業までの間に修得する必要があります。
ʻຊޠՊ目ʼ
単 位 数ɿ１単位（※「留学生のための日本事情」のみ２単位）
配当年次ɿ１年次以上

ରऀ レϕϧ ඞम・
બผ Պ໊

正
規
学
部
留
学
生

̓ 選択
必修

日本語コミュニケーション
（す�ฉく）Ⅰ�Ⅱ

日本語コミュニケーション
（読む�書く）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（ビδωス）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（文ষද現）Ⅰ�Ⅱ ʲ選択必修ʳ

定で学Ϳݕ
日本語
（上級）Ⅰ�Ⅱ ʲ選択ʳ

留学生のため
の日本事情
（２単位）

̒ ඞम ̎ޠຊڃ্
ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

ʲ選択ʳ
実践日本語̑ ඞम ̍ޠຊڃ্

ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ
̍ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

４ 選択 中級日本語２
（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
Ⅰ�Ⅱ（಄ද現ޱ）

中級日本語２
（聴解）Ⅰ�Ⅱ 中級日本語

（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

定で学Ϳݕ
日本語
（中級）Ⅰ�Ⅱ３ 選択 中級日本語１

（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ
中級日本語１
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（会）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（聴解）Ⅰ�Ⅱ

非
正
規
留
学
生

２ ʕ

ॳ級日本語２
（文法#）Ⅰ�Ⅱ ॳ級日本語２

（会）Ⅰ�Ⅱ
ॳ級日本語２
（読解）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語
（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語２
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

１ ʕ

ॳ級日本語１
（文法#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会"）Ⅰ�Ⅱ

̌ ʕ

入門日本語
（会#）

入門日本語
（会"）

� ※科目名のⅠはय़学期科目、Ⅱはळ学期科目をදし、それͧれ１単位
・外国人留学生とみなされる学生のみ履修できます。
・レϕル３ʙ４の科目を正規学部留学生が履修する場合は、日本語୲当教員からの履修許可が必要です。
◇ඞ修Պ目
・��入学時のプレイスメンτςスτの結果等により、指定された必修の「日本語」科目をݪଇとして８単位修得しなければな
りません。（ただし、入学時のプレイスメンτςスτの結果等により「日本語」科目を履修しない学生は、「ӳ語」を履修し
ます。修得した単位は、卒業要件単位に算入します。）
◇બඞ修Պ目
・選択必修科目は「日本語」「ӳ語」「ӳ語以外の外国語（語以外）」から、１言語・４単位を修得しなければなりません。
・必修科目の８単位にՃえて「日本語」科目で選択必修を４単位修得する場合は、入学時の必修科目の定レϕルよりも
上位レϕルの科目を履修しなければなりません。

・レϕル５の必修科目を８単位履修する学生は、レϕル̓の選択必修科目にՃえて、レϕル６の必修科目および「ݕ定で学
Ϳ日本語（上級）Ⅰ�Ⅱ」も選択必修の４単位に含めることができます。

・レϕル６の必修科目を８単位履修する学生は、レϕル̓の選択必修科目にՃえて「ݕ定で学Ϳ日本語（上級）Ⅰ�Ⅱ」も選
択必修の４単位に含めることができます。

・選択必修の「日本語」科目を履修しない学生は、「ӳ語」もしくは「ӳ語以外の外国語（語以外）」から、本人がرす
る言語（１言語）を選択して履修します。
※履修可能な科目は、履修要項別ガイυの授業科目一ཡで確認してください。　

�注意ʂ
�外国人留学生も、上هの「日本語」必修８単位ʴ選択必修４単位の他に、「体育教育科目」を１単位以上修得しな
ければなりません。
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◇ӳޠ資֨ݧࢼの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓ΑͼӳޠΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　この制度は、50&*$� -�3、50&'-、実用ӳ語技能ݕ定において下දに示す基४を満たしている場合、その学修に対し
て、単位を認定する制度です。
　「１．共通教育科目（ӳ語教育科目）の必修科目に認定（上６ݶ単位まで）」と、「２．共通教育科目（ӳ語教育科目）の選
択科目に認定」の２つの制度があります。双方あわせて、࠷大８単位までしか認められません。

ʲ認定科目・単位数一ཡදʳ

छɹྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ 認定Պ

50&*$�-�3 �20ʙ�9� �00ʙ�9� �00ʙ�9� 800ʙ

ӳ語必修科目
（上６ݶ単位まで）

※�認定する単位数の༨分
については、「ӳ語選択科
目」で認定

50&'-�*51 ���ʙ�00 �03ʙ�3� ��0ʙ��0 ��3ʙ ӳ語選択科目

50&'-�J#5 �3ʙ�1 �2ʙ�� ��ʙ88 89ʙ ӳ語選択科目

実用ӳ語技能ݕ定 ２級 ४１級 ʵ １級 ӳ語選択科目

1ɽڞ௨教育Պ目ʢӳޠ教育Պ目ʣのඞ修Պ目Ͱのೝఆ
　ᶃ�認定基४及び単位数
　�　�　試験は50&*$�-�3�*1（学内受験）または50&*$�-�3（公開ςスτ）（国内受験）にݶります。
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．対象者は、ӳ語必修科目履修者のみです。
　　̱．50&*$�-�3�*1（学内受験）または50&*$�-�3（公開ςスτ）のスコアに基ͮき、共通教育科目のӳ語必修科目

として認定します。
　　̲．単位認定する科目は、高年次配当のӳ語必修科目からॱ次認定します。ただし、࠶履修科目がある場合は、࠶履

修科目の年次配当科目を先に認定します。
　　̳．認定は、所定の申請をした学期末に認定します。
　　̴．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外としま

す。
　　̵．�同一基४でのスコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४のスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾい

て認定します。
　　　　　例）� １年次� 50&*$�-�3�*1（学内受験）���0� 　　　　２単位認定
� ２年次� 50&*$�-�3（公開ςスτ）� �00� 　　　　４単位該当
� � � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　̶．必修科目としての認定単位は、６単位を上ݶに卒業要件単位として算入します。༨単位は、「ӳ語認定科目」

（選択科目）として認定します。
　　̷．一୴認定された内༰の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　�　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、50&*$� -�3�*1（学内受験）を
受験された場合については、大学ଆでスコアを確認して単位認定を行います（本人申請ෆ要）。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．50&*$�-�3（公開ςスτ）のスコアΧーυのݪ本とそのコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアの有ޮ期ݶは、取得後２年以内とします（入学前に取得したスコアは単位認定
の対象外）。
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2ɽڞ௨教育Պ目	ӳޠ教育Պ目
のબՊ目とͯ͠のೝఆ
　ᶃ認定基४及び単位数（試験は国内受験にݶる）
　　�　前ท̡ 認定科目・単位数一ཡද 参r照
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．ᶃの認定基४及び単位数に基ͮき、共通教育科目の「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。
　　̱．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外としま

す。
　　̲．�同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位

数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� １年次� 実用ӳ語技能ݕ定� ２級�　　２単位申請・認定
� ３年次� 50&'-�*51� �32�　　４単位該当
� � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　̳．�「ӳ語認定科目」（必修科目）の認定における༨単位は、「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。こちら

についても、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定します。
　　̴．�認定単位は、「ӳ語認定科目」（必修科目ɿ上６ݶ単位まで）と「ӳ語認定科目」（選択科目）を合わせて８単位を

。度に卒業要件単位として算入しますݶ
　　̵．一୴認定した科目の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、申請した科目の単位認定は、各
学期末とします。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．�50&*$� -�3（公開ςスτ）または50&'-のスコアΧーυ（50&'-�J#5、50&'-�*51を含む）、実用ӳ語技能ݕ

定合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）・50&'-のスコアの有ޮ期ݶは、取得後２年以内とします（入学前に取得した50&*$�
-�3（公開ςスτ）のスコアは単位認定の対象外）。実用ӳ語技能ݕ定は入学前に取得したものも対象とします。
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◇ӳޠҎ֎の֎ݕޠࠃఆݧࢼ߹֨ऀの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓Αͼ֤ޠݴΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　�　この制度は、下هදのݕ定試験において一定の基४を満たしている場合、その学修に対して、単位を認定する制度で
す。

　ᶃ�認定基४及び単位数

検定試験ͷछྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

υイπ語技能ݕ定試験 ４級 ３級 ２級
४１級
１級

実用フϥンス語技能ݕ定試験 ４級 ３級 ४２級
２級
४１級
１級

中国語ݕ定試験 ４級 ３級 ２級
४１級
１級

ϩシア語能力ݕ定試験 ４級 ３級 ２級 １級

スϖイン語技能ݕ定試験 ５級 ４級 ３級
２級
１級

インυωシア語技能ݕ定試験 &級 ̙級 ̘級
Ｂ級
Ａ級

実用イタϦア語ݕ定試験 ５級 ４級 ３級
४２級
２級
１級

ϋンάル能力ݕ定試験 ４級 ３級 ४２級
２級
１級

　ᶄ認定科目の取ѻ
　　̰．�共通教育科目の「˓˓語認定科目」（選択科目）として認定します。� �

（˓˓の中には、各言語の名前が入ります。）
　　̱．認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。
　　̲．�認定単位は、࠷修得単位数12�単位のうち、８単位をݶ度に卒業要件単位として算入します。� �

（履修登録上ݶ単位数には、含まれません。）
　　̳．�異なる言語のݕ定試験に合格した場合も認定単位の上ݶは８単位とします。
　　　　�異なる言語で資格を取得しても同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコア

によるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� １年次� υイπ語技能ݕ定試験� ４級� 　　２単位申請・認定
� ３年次� 中国語ݕ定試験� ３級� 　　４単位該当
� � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　̴．一୴認定した単位の取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　�　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。
　�　　なお、申請した科目の単位認定は、各学期末とします。
　ᶆ提出書類
定試験合格者等に対する単位認定申請書ݕ．̰　　
　　̱．各ݕ定試験合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　ᶇ有ޮ期ݶ
　�　�　入学前に取得した資格も認定することができますが、有ޮ期ݶが設定されているݕ定試験は、届け出日以前にࣦޮ
している場合は対象外とします。

　　※「中国語ݕ定試験」において定められている「能力保証期間」は「有ޮ期ݶ」とは異なります。
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�ɽମ育教育Պ目
　体育教育科目は、「講義科目」「実習科目」「演習科目」に۠分しています。なお、体育教育科目については１単位以上を
必ず修得しなければなりません。

ᾇ�ʮ݈߁Պ学実習ʯ
　登録はコンϐューターந選により教職ر者を༏先して決定します。
　ҩࢣの指導等により運動が制ݶされている学生と、そのサϙーτを中৺としたϘϥンςィア学習をرする学生を対象
としたΫϥス（̝Ϋϥス）を設けています。̝ Ϋϥスの履修ر者は、教学センターに申し出て登録の手続きをしてくださ
い。

ᾈ�ʮスϙーπՊ学実習̖ʯʮスϙーπՊ学実習̗ʯ
　科目名にڝ技名をදす෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学実習Ａ」「スϙーπ科学実習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾉ�ʮ݈߁Պ学演習̖ʯʮ݈߁Պ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「݈߁科学演習Ａ」「݈߁科学演習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾊ�ʮスϙーπՊ学演習̖ʯʮスϙーπՊ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学演習Ａ」「スϙーπ科学演習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾋ�スϙーπ指導ऀ育成Պ目
　（公財）日本スϙーπڠ会では、公認スϙーπ指導者制度に基ͮきスϙーπ指導者を認定しています。この公認スϙーπ
指導者の資格を取得した者は、将来地ҬのスϙーπΫϥϒの指導者として、また特定ڝ技の基礎的・専門的指導者として
活動できることとなります。
　これらの資格を取得するためには、日本スϙーπڠ会で定めた「共通科目」、「専門科目」を日本スϙーπڠ会の定める講
習会を受講し、修了する必要がありますが、「共通科目」のうち「共通科目Ⅰ」「共通科目Ⅱ」「共通科目ᶙ」にあたる科目に
ついては、次දの本学開設科目を単位取得し、卒業年度時に大学を通じ（公財）日本スϙーπڠ会に修了証明書の発行等
所定の手続きをすることにより、公認スϙーπ指導者ཆ成講習会受講時に講習・試験の免আを受けることができます。
※本学での履修方法や申請の詳細については、説明会または1045で案内します。

ʻຊ学։ઃՊ目Λ୯Ґऔಘ͢Δ͜とʹΑΓߨ習・ݧࢼの໔আ͕ड͚ΒΕΔެೝスϙーπ指導ऀの資֨ʼ
�・「スϙーπϦーダー」ɿ「共通科目」のみ修了すれば資格が得られます。
�・�「指導員」「上級指導員」「δュニアスϙーπ指導員」「スϙーπプϩάϥϚー」「アシスタンτϚωδϟー」「ΫϥϒϚ
ωーδϟー」ɿ次ද˓印の８科目すてを卒業までに単位取得し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、
該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了証明書が発行（要৹査料）されます。
�・�「コーν」「教ࢣ」「アスレςィッΫτレーφー」「スϙーπӫཆ士」ɿ次ද˓と˕印の10科目すてを卒業までに単位取得
し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了
証明書が発行（要৹査料）されます。
※各資格の詳細は「日本スϙーπڠ会ϗーϜϖーδ」でも確認ができます。
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スϙーπ指導ऀ育成Պ目

ຊֶͷ։ઃՊʢମҭڭҭՊʣ ຊスポーπڠձߨशՊ

˓ スϙーπの৺理
共通Ⅱ スϙーπの৺理Ⅰ
共通ᶙ スϙーπの৺理Ⅱ

˓ スϙーπ指導論
共通Ⅰ

指導者のׂⅠ
指導計画と҆શ管理

共通ᶙ
指導者のׂⅡ
技者育成のための指導法ڝ

˓ スϙーπҩ学Ⅰ 共通Ⅰ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅰ

˓ スϙーπϚωδメンτ
共通Ⅰ 文化としてのスϙーπ

共通Ⅱ
スϙーπと法
スϙーπ組織の運営と事業

˓ スϙーπӫཆ学※
共通Ⅰ スϙーπとӫཆ
共通ᶙ アスϦーτのӫཆ・৯事

˓ スϙーπのスキル
共通Ⅰ δュニア期のスϙーπ
共通Ⅱ 対象に合わせたスϙーπ指導
共通ᶙ 身体のしくみと働き

˓ 現代ࣾ会とスϙーπ※
共通Ⅰ 地Ҭにおけるスϙーπৼڵ
共通Ⅱ ࣾ会の中のスϙーπ

˓ Σイττレーニンάの理論と実際 共通Ⅰ τレーニンά論Ⅰ
˕ スϙーπҩ学Ⅱ 共通ᶙ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅱ
˕ τレーニンά論※ 共通ᶙ τレーニンά論Ⅱ

※現代ࣾ会学部݈߁スϙーπࣾ会学科の専門教育科目

˙/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφルτϨーφーʣ
　詳細は、b�22ϖーδを参照すること。
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�ɽΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目
　京都産業大学のキϟϦアܗ成支援プϩάϥϜでは、「大学での学び」と「ࣾ会での実践」をஈ֊的に積みॏͶていくこと
で、学生のݸ性や自ओ性をཆい、自ら考え行動する「ࣾ会で活躍できる人ࡐ」を育成しています。

˞科目の֓ཁɾৄࡉにͭいては本学XFCϖーδにࡌܝしていますので、ࢀরしてください。
ɹ63-ɿIUUQT���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�GFBUVSFT�DBSFFS�JOEFY�IUNM

ʲΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目Ұཡʳ

　※ද内の科目は2019年度開講科目です。

˔導入・ଓ教育Պ目܈
　�　ओに１年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目です。օさんがこれから体験する、「高校から大学
へのҠ行」・「共通教育と専門教育の連動」・「大学からࣾ会へのҠ行」といったہ面において、ॊೈにదԠする力を身に
つける科目を開講しています。

※人間科学教育科目内にも、導入・続教育科目܈を設けています。（詳細はb��ϖーδ参照）

܈ಇ教育Պ目ڠ学࢈˔
ᶃΩϟϦアデβΠϯܥՊ目
　卒業後の進路と自分自身の大学生活とを結びつけ、充実ײの高い大学生活をૹる力を身につけることができます。ήス
τ講ࢣの講義やࣾ会人との対やディスΧッションを通じて、自分のキϟϦアプϥンについて考えることができます。

ᶄ1#-ܥՊ目
　大学（0O� $BNQVT）での学びと実ࣾ会（0GG�$BNQVT）での学びとを༥合させた、課解決ܕ学習（1#-ɿ1SPKeDU� #BTeE�
-eBSOJOH）科目です。ا業や行政ػ関から与えられる課の解決活動を通じて、ࣾ 会に出た時に必要となる৺構えや能力
を身につけることができます。

ᶅΠϯλーϯγοϓܥՊ目
　実際にا業等で就業体験等を行う科目です。ࣾ員の方としたり、実際の仕事を体験することで、仕事のやりがい、業
छや職छによる業務内༰のҧい、会ࣾの෩を体ײすることができます。キϟϦア選択の視を֦げることにՃえ、大学
の学びが実ࣾ会でどのように活きるのかを体ײし、実習後に学習意欲が上することもૂいとしています。

˞֤Պ目ʹɺ༷ ʑな履修条件͕͋Γ·͢ɻଔۀ·Ͱܭը的ʹ履修͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞֤Պ目Λ履修͢Δ߹ɺ履修ཁ߲ผΨΠυ͓ΑͼγϥόスΛඞͣࢀর͠ɺৄ Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻࡉ

Պ܈ Պܥ

ಋೖɾଓڭҭ

ҭڭಇڠֶ࢈

ΩϟϦΞσβΠンܥ

ܥ-1#

Πンλーンγοϓܥ

׆ͱେֶੜݟൃݾࣗ

ͱΩϟϦΞσβΠンݟൃݾࣗ
0�0$'�1#-�

0�0$'�1#-�
0�0$'�1#-�

ਓͱֶੜͷϋΠϒϦουۀا
スλートΞοϓɾΠンλーンγοϓ

ϓϨοϓɾΠンλーンγοϓ
Πンλーンγοϓ̍ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ

Πンλーンγοϓ̎ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ
Πンλーンγοϓ̏ʢࠃʣ

Πンλーンγοϓ̐ʢւ֎ʣ
Πンλーンγοϓ̑ʢࣗݾ։ʣ

ΩϟϦΞɾ3F�σβΠン

ø࣍ ù࣍ ú࣍ û࣍

例ɿ「自ݾ発見と大学生活」
　�大学という新たなڥの中で自ݾの特性とキϟンύスڥの྆方を活かし、「４年間の大学生活」を自らイメーδし、実行する力を身につ
けます。言いえると、「アΣイ（新たなڥ）をϗーϜ（҆৺して自分からपғに働きかける場・自ݾද現し合える場）に変える力」を
ཆいます。授業はओに、受講生同士のάループϫーΫを中৺に展開します。（１年次のय़学期しか履修することができません。）

例ɿ「自ݾ発見とキϟϦアデザイン」
　�「ࣾ会における自らのݸ性の活かし方」「ࣾ会課と大学の学びの関わり」「産業քと専門科目のつながり」を理解し、卒業後のキϟϦアプ
ϥンの明確化をଅ進します。その上で、ओ体的な大学生活のਪ進と自らのキϟϦア観をܗ成する力を高めます。

例ɿ「0�0$'�1#-2」
自」「ײ定ߠ自他」を提案。「ࣾ会人基礎力」ࡦ会で解決ࠂऴ成果報࠷、された課にνーϜで６ϲ月間ઓしڙ関等から提ػ業・行政ا�　
在に人と関わる力」「解決力」を身につけます。

例ɿ「インターンシップ３」
　�国内ا業・団体等で、Ն期ٳՋ中に２ि間以上のインターンシップを行います。事前学習では目ඪ設定、ا業・業ք研究、ビδωスϚφー
講義等、事後学習では「就業体験」をৼりฦり、成果報ࠂを行うことで、学習意欲や就業意識の上につながっています。
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ઐ教ҭՊʹ͍ͭ （ͯ現代社会学Պ）
̍ɽݱࣾձ学Պの教育課程のϙΠϯτ
ʢ̍ʣઐ門教育Պ目の構成ʹ͍ͭͯ
　現代ࣾ会学科の「専門教育科目」には、大きく３つの科目۠分があります。

ᶃ「学部共通科目」ɿ２学科に共通してࣾ会学の基൫とϦーダーシップ力を身に付ける。
ᶄ「学科専門科目」ɿ現代ࣾ会学科の専門性をਂめていく。
ᶅ「༥合教育科目」ɿ学科や学部をこえてෳ؟的な視をཆう。

　なお、ᶃ・ᶄの科目۠分の中には、さらに詳細な科目۠分があり、それͧれに「࠷修得単位数」が設定されています。
この科目۠分と࠷修得単位数を確認しながら、４年間の学修を計画的に進めていきましΐう。

ʢ̎ʣΫϥス指ఆ
　ࣾ会学の基礎的な知識の確実な修得とஸೡな学修指導のため、「導入科目」の以下の科目は、各自の履修する༵日・時ݶ
が指定されています。時間ׂの作成にも大きく関わってきますので、まずは各自の指定を確認しましΐう。

ᶃh ࣾ会学入門Ａ・Ｂ 　ɦ　Ϋϥス指定
ᶄh 入門演習Ａ・Ｂ 　ɦ　　Ϋϥス指定

ʢ̏ʣίース制
　現代ࣾ会学科では、２年次から３つのコース（地Ҭࣾ会学コース、人間ࣾ会学コース、メディアࣾ会学コース）のいずか
に分属し、専門領Ҭの知識をਂめていきます。１年次のळ学期にはコースを選択することになりますので、ૣ 期に自らの関
৺や将来の進路にあったコースを考えておきましΐう。

ʢ̐ʣ演習Պ目
　２年次から４年次にかけて、ᶃh 基礎演習ʱɹ ʰ演習Ⅰʙᶚ 、ɦᶄh プϩδΣΫτ演習Ⅰʙᶜ のɦ２つのύターンのうち、ど
ちらかを選択し、演習科目を必ず修得しなければなりません（４単位以上）。なお、hプϩδΣΫτ演習 はɦ、現代ࣾ会学部
の教育ςーϚである「他者とڠ働してࣾ会を変えていく」ことを実践する科目として構ஙされているものです。本学部生に
は、このh プϩδΣΫτ演習 をɦ積極的に選択することをみます。
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̎ɽઐ門教育Պ目の履修ʹ͍ͭͯ
ʢ̍ʣ学෦ڞ௨Պ目
ʢ̍ʵ̍ʣ導入Պ目ʢ̍࣍ʣɿ̒୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�現代ࣾ会学科での学修の基൫となる極めてॏ要な科目です。この科目は、ࣾ 会学の基൫の修得と、現代ࣾ会への視
の֦大にॏをおいています。
　・�導入Պ目のग़੮ۃΊͯॏཁͰ͢ɻܽ੮͕࿈ଓ͢ΔなͲと͍ͬͨ߹ɺ学෦教員ʹΑΔ履修・学修指導Λ行
͍·͢ɻ

　・�講義科目h ࣾ会学入門Ａ・Ｂ とɦগ人数Ϋϥス制のh 入門演習Ａ・Ｂ はɦ連動しています。すなわち、य़学期１ݶ目
のh ࣾ会学入門Ａ でɦࣾ会学の基礎知識を学修した後に、２ݶ目のh 入門演習Ａ でɦগ人数のΫϥスに分かれて、
ʰࣾ会学入門Ａ でɦ取り上げた内༰をਂめながら、大学での学びをஈ֊的に身に付けます。ळ学期も同༷にh ࣾ会学
入門Ｂ とɦh 入門演習Ｂ がɦ連動しています。

　・�hࣾ会学入門Ａ・Ｂʱh 入門演習Ａ・Ｂ はɦ、履修の༵日・時ݶが「Ϋϥス」で指定されています。各自のΫϥスを確
認し、指定された༵日・時ݶで履修してください。なお、Ϋϥスは、य़学期・ळ学期とも同一です。

　・h 現代ࣾ会のॾＡ・Ｂ はɦ、य़学期のＡかळ学期のＢのどちらかを選択し修得してください。

ʙアυόΠスɿh ̗・ࣾձのॾ̖ݱ のɦ修ಘʹ͍ͭͯʙ
˓�現代ࣾ会の෯いॾをとりあげ、視を֦大していく科目であるh 現代ࣾ会のॾＡ・Ｂ はɦ、य़学期とळ学
期で取りѻうが異なります。シϥόスを確認し、自らの関৺に合கする΄うの科目を修得してください。なお、
྆方を修得することも可能です。

ʢ̍ʵ̎ʣج൫Պ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�導入科目とあわせて、ࣾ 会学の基൫をܗ成していく科目です。ओにࣾ会調査に関する知識・技能を学修していきます。
ࣾ会調査士資格の取得にも対Ԡした科目です。άϩーόルな視での学修にも対Ԡして、hࣾ会学ӳ語セミφーＡ・Ｂʱ
を開講しています。

ʙアυόΠスɿࣾձௐࠪ࢜資֨のऔಘʹ͍ͭͯʙ
˓�「ࣾ会調査士」の資格取得を目指す場合は、「基൫科目」の以下のＡから （̜̚と̛はどちらかを選択）の科目をす
て修得する必要があります。
˓資格取得の申請方法等については、電ܝࢠ示൘̨̥̤̩等で別్案内します。

ʲＡʳh ࣾ会調査入門 �ɦ ɿࣾ会調査の基本的事項に関する科目
ʲＢʳh ࣾ会調査方法論 �ɦ ɿ調査設計と実施方法に関する科目
ʲ̘ʳh データ分ੳ �ɦ ɿ基本的な資料とデータの分ੳに関する科目
ʲ̙ʳh ࣾ会統計学 �ɦ ɿࣾ会調査に必要な統計学に関する科目
ʲ̚ʳh ྔ的調査法 �ɦ ɿ多変ྔ解ੳの方法に関する科目� 



※&と'はどちらかを選択

ʲ̛ʳh ࣭的調査法 �ɦ ɿ࣭的な調査と分ੳの方法に関する科目
ʲ̜ʳh ࣾ会調査実習Ⅰ・Ⅱ �ɦ ɿࣾ会調査を実際に経験し学習する科目
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ʢ̍ʵ̏ʣϦーμーγοϓՊ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�Ϧーダーシップの多༷なあり方・発شの仕方を実践的に学Ϳ、本学部ならではの科目です。また、ࣾ 会学の専門性と関
連した就業力やキϟϦアのあり方についても学びます。
　・�授業によっては、受講生と教員の意見ަ、受講生同士のディスΧッションなどを取り入れたアΫςィϒ・ϥーニン
άܗ式のものがあります。その特性上、受講人数を制ݶするために履修制ݶ（ந選等）を行うものがありますので、
履修登録の際にはh 履修要項別ガイυ をɦ参照してください。

ʢ̎ʣ学Պઐ門Պ目
ʢ̎ʵ̍ʣج൫Պ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ̔୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
　˕�コースの基൫となるࣾ会学やそれに関連する歴史・思・学等の知識を修得するॏ要な科目です。この科目をもとに、
後ड़の「展開科目」でさらに専門領Ҭの知識をਂめていくことになります。

　　・�「地Ҭࣾ会学コース」を選択する学生はh 地Ҭࣾ会学 、ɦ「人間ࣾ会学コース」を選択する学生はh 人間ࣾ会学 、ɦ「メ
ディアࣾ会学コース」を選択する学生はh メディアࣾ会学 がɦ必修となります。なお、これらの科目は、各自で履修
登録をする必要があります。

ʢ̎ʵ̎ʣ展։Պ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿબͨ͠ίースの展։Պ目かΒ��୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�「地Ҭࣾ会学コース」「人間ࣾ会学コース」「メディアࣾ会学コース」のいずれかを選択し、選択したコースの「展開科
目」を中৺に履修し、専門領Ҭの知識をਂめていきます。
　・選択したコースの「展開科目」から1�単位以上を修得します。
　・�各コースの「展開科目」の中には、体ܥ的に「科目܈」を設定しています。これは計画的な学修の目҆となるもので
あり、「科目܈」の履修には定めはありません。自らの関৺や将来の進路にԠじて計画的に学修を進めてください。

ʙアυόΠスɿʮ展։Պ目ʯの履修ʹ͍ͭͯʙ
˓�「地Ҭࣾ会学コース」を選択した場合を例にすると、「地Ҭ分科目܈」あるいは「άϩーόル分科目܈」のどち
らか一方から1�単位を修得してもよいし、「地Ҭ分科目܈」と「άϩーόル分科目܈」の双方から1�単位を修得
してもよい、ということです。自らの関৺と将来の進路にあわせて計画的に履修・修得してきましΐう。
˓�なお、「地Ҭࣾ会学コースの展開科目」を修得しながら、「人間ࣾ会学コースの展開科目」と「メディアࣾ会学コース
の展開科目」を修得していくことも可能です。
˓�ただし、「選択したコースの展開科目を࠷1�単位は修得しないといけない」ということと、「１学期あたりの履修登
録上ݶ単位数」に留意してください。つまり、選択したコースの展開科目の修得を༏先しながら、他コースの展開科
目もうまく修得し、体ܥ的かつ෯い専門性を身に付けていくということが؊要です。
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ʢ̎ʵ̏ʣ演習Պ目ʢ̎ʙ̐࣍ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�演習には、以下のとおり、学科・コースの専門性をさらにਂめる「ᶃ学科特化ܕ演習」、学科をӽえたメンόーと３年
間にわたり１つのςーϚにとりくむ「ᶄプϩδΣΫτ演習」の２つがあります。自らの関৺や将来の進路にԠじて、こ
のᶃかᶄのどちらかのύターンを選び修得していきます。
　�・�演習は、いずれもগ人数で実施するため定員を設けています。演習のςーϚやԠื・選考方法等については、別్
ガイダンスを実施します。

ᶃ学Պ特化ܕ演習ɿh 演習ʱɹૅج ʰ演習Ⅰʙᶚʱ
　２年次に開講されるय़学期またはळ学期のh 基礎演習 をɦいずれか１つ履修したうえで、将来の進路や関৺に対Ԡす
る現代ࣾ会学科のh 演習Ⅰʙᶚ をɦ３年次・４年次に連続して修得します。
ᶄϓϩδΣΫτ演習ɿh ϓϩδΣΫτ演習Ⅰʙᶜʱ
　６つのςーϚから１つを選択し、２年次から４年次まで連続して１つのςーϚにਂく取り組みます。プϩδΣΫτ演習
は、京都府内、߳ 県（小౾ౡ）などの国内で行うものと、ւ外（ϕτφϜ）で行うものがあります。

ʢ̏ʣ༥߹教育Պ目ɿ��୯Ґ·Ͱઐ門教育Պ目ʢ��୯Ґʣʹ 入͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻࢉ
˕�本学科の専門性にՃえ、さらに෯いෳ؟的視を身に付けようとする意欲ある学生にこたえて、「݈߁スϙーπࣾ会
学科の専門教育科目」（演習科目等はআく）の修得も可能としています。また、すての学部が一ڌにそΖい他学部
とのڑがۙいという本学のརを活かし、本学部生履修可とする「他学部の専門教育科目」の修得も可能です。

ʙアυόΠスʮ༥߹教育Պ目ʯʹ ͍ͭͯʙ
˓�「༥合教育科目」（他学科の専門教育科目、他学部の専門教育科目）は、必ず修得しないといけないというものでは
ありません。
˓�「༥合教育科目」を履修しようとする前に、「࠷修得単位数」をよく理解しておく必要があります。専門教育科目
��単位のうち、�0単位は現代ࣾ会学科の「学部共通科目」と「学科専門科目」から修得する必要があることに留意し
てください。つまり、あくまでも所属学科の学修を༏先しなければいけない、ということです。このを理解したう
えで、自らの可能性を֦げるために、෯い知識を身につけることも考えてみましΐう。
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̏ɽίースのબʹ͍ͭͯ
　現代ࣾ会学科では、２年次から３つのコースのいずれかに分属し、専門領Ҭの知識をਂめていきます。コースに分属し
た後は、そのコースで指定される科目を中৺に履修をすすめることになります。したがって、各コースのझࢫを十分に理解
し、自らの関৺や将来の進路にあったコースを選択することが求められます。

ʢ̍ʣ̏ ͭのίースʹ͍ͭͯ
ɹ̡ Ҭࣾձ学ίースʳ
　ۙ年、গࢠ高ྸ化や都市部への人ޱ集中がٸに進展し、地Ҭにおいてはݶք集མ化といったਂࠁなが生じてい
ます。一方、日本人が未来にけて豊かな生活をڗ受していくためには、国のόϥンスの取れた発展が必要ෆ可ܽと
なっています。地Ҭࣾ会学コースでは、地Ҭでىこっているࣾ会現象を大きなࣾ会的文຺に位置付けて解ऍすると同時
に、地Ҭの特৭を学Ϳだけなく、地Ҭの人ʑと連ܞして地Ҭࣾ会の活性化に積極的に取り組む能力と意欲をᔻཆします。

ɹ̡ 人間ࣾձ学ίースʳ
を受け、Ձの画一化と多༷化が同時に進行する現代ࣾ会においては、人の生きڹに進展するάϩーόル化のӨٸ　
方やՈの在り方がෳࡶ化しています。その一方、他者に対する理解ෆやෆ༰から生じる理ෆਚなภ見やࠩ別もࣾ
会にはࠜ強く存在しており、その解決ࡦが求められています。人間ࣾ会学コースでは、「ݸ人とݸ人」また「ݸ人とࣾ会」
の関係性に関する専門知識をඋえ、一人ͻとりが他者をଚॏしながら、自分らしく生きることのできるࣾ会作りのために
他者とڠ働しながらもϦーダーシップを発شし༷ʑな取組や解決ࡦを提示できる能力と意欲をᔻཆします。

ɹ̡ メディアࣾձ学ίースʳ
　現代ࣾ会においては、新ฉ、書੶、ςレビ、ϥδΦ等のچメディアにՃえて、インターωッτ、ιーシϟルメディア等の
新しいメディアが世ք規でٸにී及し、ڊ大なϚーケッτをܗ成しています。その一方、多くの人ʑがԡし寄せる大
ྔの情報に࿔されている状況も֞間見られ、これまで以上にメディアのׂやӨڹを的確にѲし、各छメディアを
ޮ果的に用いて情報発৴することやメディアに関するॾの解決に取り組むことが求められています。メディアࣾ会
学コースでは、メディアの本࣭に関する専門知識をඋえ、各छメディアをద切に用いてࣾ会のॾを発৴できる能力
と意欲やメディアに関するॾ課の解決に取り組むことができる能力と意欲をᔻཆします。

ʢ̎ʣίースのબʹ͍ͭͯ
ɹᶃίースʹଐ͢Δظ࣌
　・２年次य़学期から選択したコースに分属します。
ɹᶄίースのબํ๏
　・�１年次のळ学期にر調査を行います。したがって、１年次のय़学期の間に自らの関৺や将来の進路を考えながら、
どのコースを選択するのかを定しておく必要があります。

　・�各コースの定員はݪଇ100名とします。定員をえるر者が１コースに集中した場合は、１年次य़学期の成（̜
̥Ａ）により、上位者から決定します（同ॱ位の場合は、hࣾ会学入門Ａ のɦ成を用います）。したがって、̍ ࣍
のय़学ظの成ɺޙࠓの学修ʹେ͖なҙຯΛͭ࣋ものとなります。

ɹᶅίースのมߋ
。ଇとしてコース変更はできません。コースの選択は十分に考えたうえで行う必要がありますݪ・　

ʢ̏ʣଞίースのՊ目履修ʹ͍ͭͯ
　コースに分属後は、そのコースで指定される科目を中৺に履修をすすめることになりますが、他コースの科目を履修・修
得することも可能です。これについては、前ड़の「（２ʵ２）展開科目」の項目を参照してください。
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�ɽʮ/4$"�$15ʯ͓ Αͼʮ+146スϙーπτϨーφーʯの資֨ʹ͍ͭͯ
　2019年度より「/4$"�$15」をཆ成する教育ػ関として認定を受けました。以下のදに示す科目を修得することにより、
/4$"δϟύンによる受験対ࡦ講࠲が受講できるため、資格取得を強くرする学生は、資格プϩάϥϜへの登録をおק
めします。なお、詳細についてはガイダンスで案内します。

˙/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφルτϨーφーʣ
　/4$"δϟύンは、ถ国/4$"と正式な支部ܖ約をక結して、スϙーπと݈߁にܞわる専門職を育成するため、世ք共通
資格としての$4$4認定試験および/4$"�$15認定試験を実施しています。それらの資格のうち、/4$"�$15は、ࢠども
から高ྸ者まで෯い対象者に対して、݈ ΄や૿進のための運動指導を行う資格です。ύーιφルτレーφーの࣋の保߁
か、フィッτωスインスτϥΫターやスϙーπ指導者などがこの資格を取得しています。

˙ඞཁՊ目
ɾ/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφϧτϨーφーʣ

̨̣̘̖ೝఆՊ ຊֶतۀՊ ୯Ґ ҭڭ௨ڞ
Պ

༥߹ڭҭ
Պ˞̎

人体解学 能解学ػ 2 ʓ

人体生理学 運動生理学 2 ʓ

運動科学ʗ生理学
能解学ػ 2 ʓ

運動生理学 2 ʓ

ӫཆ学（スϙーπӫཆ学をਪ） スϙーπӫཆ学 2 ʓ

ύーιφルτレーニンάの基礎 τレーニンά論 2 ʓ

όイΦメΧニΫスʗ身体動作ʗ運動学 スϙーπ運動学 2 ʓ
ΤΫササイζˍレδスタンスτレーニンά技術

と指導ςΫニッΫ スϙーπ科学実習"（τレーニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

Ϋϥイアンτとの面ஊおよび体力ධՁ 体力ଌ定ධՁ法 2 ʓ

時の対Ԡ�ύーιφルτレーニンάにٸۓ
おける法的ॾ

ॲ置論ٸٹ 2 ʓ

会学ࣾ߁݈ 2 ʓ
ී通໋ٹ講習会（৺ഏો生法、"&%、Ԡٸ手当） ʵ

ΤΫササイζ指導実習
（現場でのインターンシップ）

スϙーπ科学実習"（ΤΫササイζ指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

スϙーπ科学実習#（コンディショニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

৺理学ʗスϙーπ৺理学 スϙーπの৺理 2 ʓ
※１　本資格を目指すプϩάϥϜに登録した学生のみ、ਵ意科目として履修可とします（卒業要件単位には含まれません）。

※２　༥合教育科目（݈߁スϙーπࣾ会学科の専門科目）については、1�単位までが専門教育科目の単位として算入されます。
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ઐ教ҭՊΧϦΩϡラムͷ֓ཁ（現代社会学Պ）
※専門教育科目は、��単位以上の修得が必要です。
※当該年度における各授業科目の開講時期・ٳ講等は、「履修要項別ガイυ」の授業科目一ཡで確認してください。
※２年次から「地Ҭࣾ会学コース」「人間ࣾ会学コース」「メディアࣾ会学コース」のいずれかに分属します。

࣍
۠

̍࣍ ̎࣍ ̏࣍ ̐࣍
修ಘ୯Ґ࠷

ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ

学　

෦　

　ڞ

௨　

Պ　



導入Պ目

ඞɹɹ修 社会学入門Ａ（2） 社会学入門Ｂ（2） ̐୯Ґ

̒୯Ґ

��
単
位

��
単
位

બඞ修 現代社会の諸問題Ａ（2） 現代社会の諸問題Ｂ（2） ̎୯Ґ

બɹɹ 入門演習Ａ（2） 入門演習Ｂ（2）

൫Պ目ج બඞ修

社会調査入門（2） 社会調査方法論（2）

̐୯Ґ
データ分析（2） 社会統計学（2） 量的調査法（2） 社会調査実習Ⅱ（2）

社会学英語セミナーＡ（2） 社会学英語セミナーＢ（2） 質的調査法（2）

社会調査実習Ⅰ（2）

Ϧーμーγοϓ
Պ目 બඞ修

現代社会とキャリア（2） キャリア開発論（2）

̐୯Ґ社会活動運営論（2） パブリック・スピーキング（2） 神山STYLEリーダーシップ論Ａ
（現代社会学領域）（2）

神山STYLEリーダーシップ論Ｂ
（健康スポーツ社会学領域）（2）リーダーシップ入門（2） 地域社会とリーダーシップ（2）

学　
　

Պ　
　

ઐ　
　

　
　

Պ　
　



൫Պ目ج બඞ修

社会史（2） 社会哲学（2）

̔୯Ґ
（注１）

歴史社会学（2） 産業社会学（2）

Ҭࣾձ学（2）

人間ࣾձ学（2）

家族社会学（2）

メディアࣾձ学（2）

宗教社会学（2）

ల　
　

։　
　

Պ　
　




Ҭ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【地域分野科目群】

��୯Ґ

環境社会学（2） 地域行政論（2） コミュニティと学校（2） 北近畿学（2）

公共政策論（2） 観光社会学（2） 地域産業論（2） 京都環境論（2）

地域活性論（2） ホスピタリティ人材育成論（2）

【グローバル分野科目群】

人文地理学概論（2） 地誌学概論（2） NPO起業論（2） 国際NGO論（2）

自然地理学概論（2） 東南アジア地域論Ｂ（2） 食と農業（2）

東南アジア地域論Ａ（2） 社会人類学（2） 農村社会学（2）

法人類学（2）

ਓ
ؒ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【教育分野科目群】

社会心理学（2） 倫理学概論（2） 価値観形成と学校（2） 現代社会と心理臨床（2）

学校教育と社会（2） 生涯学習論（2） 青少年の行動と生活（2）

地域社会と福祉（2） 社会階層論（2）

【ダイバーシティ分野科目群】

現代社会と宗教（2） ジェンダー論（2） 現代社会とメンタルヘルス（2） 人口社会学（2）

政治学概論（2） 比較社会論（2） 現代社会とビジネス（2） 男性学・男性性研究（2）

エスニシティ論（2） 多文化共生論（2）

文化人類学（2）

ϝ
σ
ỹ
Ξ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【現代文化分野科目群】

文化社会学（2） 社会言語学（2） グローバル文化論（2） ポピュラー音楽文化論（2）

ポピュラー・カルチャー論（2）ファン文化論（2） 表象文化論（2） 都市社会学（2）

消費文化論（2） マンガ文化論（2）

異文化コミュニケーション論（2）

【メディア分野科目群】

メディア産業論（2） 地域社会とメディア（2） 映像メディア論（2） 広告実践演習（2）

広告メディア論（2） マス・コミュニケーション論（2） メディアリテラシー論（2） ジャーナリズムの諸問題（2）

マーケティング・コミュニケーション論（2）

ジャーナリズムの歴史（2）

演習Պ目
બ

ඞ
修

ᶃ 基礎演習（2） 基礎演習（2） 演習Ⅰ（2） 演習Ⅱ（2） 演習Ⅲ（2） 演習Ⅳ（2） ̐୯Ґ
（注2）ᶄ プロジェクト演習Ⅰ（2） プロジェクト演習Ⅱ（2） プロジェクト演習Ⅲ（2） プロジェクト演習Ⅳ（2） プロジェクト演習Ⅴ（2） プロジェクト演習Ⅵ（2）

༥߹教育Պ目 （注３）
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࣍
۠

̍࣍ ̎࣍ ̏࣍ ̐࣍
修ಘ୯Ґ࠷

ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ

学　

෦　

　ڞ

௨　

Պ　



導入Պ目

ඞɹɹ修 社会学入門Ａ（2） 社会学入門Ｂ（2） ̐୯Ґ

̒୯Ґ

��
単
位

��
単
位

બඞ修 現代社会の諸問題Ａ（2） 現代社会の諸問題Ｂ（2） ̎୯Ґ

બɹɹ 入門演習Ａ（2） 入門演習Ｂ（2）

൫Պ目ج બඞ修

社会調査入門（2） 社会調査方法論（2）

̐୯Ґ
データ分析（2） 社会統計学（2） 量的調査法（2） 社会調査実習Ⅱ（2）

社会学英語セミナーＡ（2） 社会学英語セミナーＢ（2） 質的調査法（2）

社会調査実習Ⅰ（2）

Ϧーμーγοϓ
Պ目 બඞ修

現代社会とキャリア（2） キャリア開発論（2）

̐୯Ґ社会活動運営論（2） パブリック・スピーキング（2） 神山STYLEリーダーシップ論Ａ
（現代社会学領域）（2）

神山STYLEリーダーシップ論Ｂ
（健康スポーツ社会学領域）（2）リーダーシップ入門（2） 地域社会とリーダーシップ（2）

学　
　

Պ　
　

ઐ　
　

　
　

Պ　
　



൫Պ目ج બඞ修

社会史（2） 社会哲学（2）

̔୯Ґ
（注１）

歴史社会学（2） 産業社会学（2）

Ҭࣾձ学（2）

人間ࣾձ学（2）

家族社会学（2）

メディアࣾձ学（2）

宗教社会学（2）

ల　
　

։　
　

Պ　
　




Ҭ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【地域分野科目群】

��୯Ґ

環境社会学（2） 地域行政論（2） コミュニティと学校（2） 北近畿学（2）

公共政策論（2） 観光社会学（2） 地域産業論（2） 京都環境論（2）

地域活性論（2） ホスピタリティ人材育成論（2）

【グローバル分野科目群】

人文地理学概論（2） 地誌学概論（2） NPO起業論（2） 国際NGO論（2）

自然地理学概論（2） 東南アジア地域論Ｂ（2） 食と農業（2）

東南アジア地域論Ａ（2） 社会人類学（2） 農村社会学（2）

法人類学（2）

ਓ
ؒ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【教育分野科目群】

社会心理学（2） 倫理学概論（2） 価値観形成と学校（2） 現代社会と心理臨床（2）

学校教育と社会（2） 生涯学習論（2） 青少年の行動と生活（2）

地域社会と福祉（2） 社会階層論（2）

【ダイバーシティ分野科目群】

現代社会と宗教（2） ジェンダー論（2） 現代社会とメンタルヘルス（2） 人口社会学（2）

政治学概論（2） 比較社会論（2） 現代社会とビジネス（2） 男性学・男性性研究（2）

エスニシティ論（2） 多文化共生論（2）

文化人類学（2）

ϝ
σ
ỹ
Ξ
ࣾ
ձ
学
ί
ồ
ε

બඞ修

【現代文化分野科目群】

文化社会学（2） 社会言語学（2） グローバル文化論（2） ポピュラー音楽文化論（2）

ポピュラー・カルチャー論（2）ファン文化論（2） 表象文化論（2） 都市社会学（2）

消費文化論（2） マンガ文化論（2）

異文化コミュニケーション論（2）

【メディア分野科目群】

メディア産業論（2） 地域社会とメディア（2） 映像メディア論（2） 広告実践演習（2）

広告メディア論（2） マス・コミュニケーション論（2） メディアリテラシー論（2） ジャーナリズムの諸問題（2）

マーケティング・コミュニケーション論（2）

ジャーナリズムの歴史（2）

演習Պ目
બ

ඞ
修

ᶃ 基礎演習（2） 基礎演習（2） 演習Ⅰ（2） 演習Ⅱ（2） 演習Ⅲ（2） 演習Ⅳ（2） ̐୯Ґ
（注2）ᶄ プロジェクト演習Ⅰ（2） プロジェクト演習Ⅱ（2） プロジェクト演習Ⅲ（2） プロジェクト演習Ⅳ（2） プロジェクト演習Ⅴ（2） プロジェクト演習Ⅵ（2）

༥߹教育Պ目 （注３）

ʢ̍ʣ�Ҭࣾձ学ίーεをબする学ੜはh Ҭࣾձ学 をɦ、ਓ間ࣾձ学ίーεをબする学ੜはh ਓ間ࣾձ学 をɦ、ϝσΟΞࣾձ学ίーεをબする学ੜは
ʰϝσΟΞࣾձ学 をɦඞͣ修得する͜と。

ʢ̎ʣ�ᶃ͔Β̐単位Ҏ্またはᶄ͔Β̐単位Ҏ্を修得する͜と。な͓、ᶃで修得する場合は、̎ ࣍に։ߨされるय़学期または秋学期のh ԋशૅج をɦඞͣ
履修する͜と。

ʢ̏ʣ�༥合教ҭ科目۠には、ʦ݈߁εϙーπࣾձ学科のઐ教ҭ科目ʧ͓ Αͼʦݱࣾձ学෦履修可とする他学෦ઐ教ҭ科目ʧの単位をࢉೖする͜とがで
͖、��単位までをઐ教ҭ科目の単位ʢ��単位ʣにࢉೖする͜とがで͖る。

� ʢɹɹʣ୯Ґ
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履修نఆ（݈߁εϙーπ社会学Պ）
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、４年以上在学し、次の科目۠分に従って、共通教育科目�0単位以上、専門教育科目��単位以上、合計
12�単位以上を修得しなければなりません。

Պɹɹɹɹ۠ɹɹ मಘ୯Ґ࠷

ҭՊڭ௨ڞ

ਓ ؒ Պ ֶ ڭ ҭ Պ
選択必修

人文科学領Ҭ科目 ４単位

�0
単位

12�
単位

ࣾ会科学領Ҭ科目 ４単位

自વ科学領Ҭ科目 ４単位

選　　択

ݴ ޠ ڭ ҭ Պ 

必　　修 ӳ語教育科目 ８単位

選　択
必　修

ᶃ ӳ語教育科目
４単位
（注３）

ᶄ ӳ語以外の外国語教育科目

ମ ҭ ڭ ҭ Պ  選択必修 １単位

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選択必修 ４単位

༥ɹ߹ɹڭɹҭɹՊɹ（注１） 選　　択

��
単位

ઐڭҭՊ

ֶ
෦
ڞ
௨
Պ


ಋ 入 Պ 

必　　修
ࣾ会学入門Ａ（２）
ࣾ会学入門Ｂ（２）

４単位

６単位

�0
単位

選択必修
現代ࣾ会のॾＡ（２）
現代ࣾ会のॾＢ（２）

２単位

選　　択
入門演習Ａ（２）
入門演習Ｂ（２）

ج ൫ Պ  選択必修 ４単位

ϦーμーγοϓՊ 選択必修 ４単位

ֶ
Պ
ઐ

Պ


ج ൫ Պ 

必　　修 会学、スϙーπࣾ会学（各２）ࣾ߁݈ ４単位

10単位
選択必修

スϙーπ科学概論、運動ҩ科学（各２）߁݈ ２単位

スϙーπ実習（各１） ４単位

ల ։ Պ  選択必修

ʻ現代ࣾ会学分科目܈ʼ ４単位

1�単位ʻ݈߁スϙーπࣾ会分科目܈ʼ ６単位

ʻ݈߁スϙーπ科学分科目܈ʼ ６単位

ԋ श Պ 
（注２）

選　択
必　修

ᶃ
基礎演習（２）
演習Ⅰʙᶚ（各２） ４単位

ᶄ プϩδΣΫτ演習Ⅰʙ （c各２）

（注１）�༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができ、1�単位までを専門教育科目の単位数（��単位）に算
入することができる。

� ・現代ࣾ会学科の専門教育科目
� ・現代ࣾ会学部履修可とする他学部専門教育科目
（注２）�演習科目については、ᶃから４単位以上またはᶄから４単位以上を修得すること。なお、ᶃで修得する場合は、２年

次に開講されるय़学期またはळ学期のh 基礎演習 をɦ必ず履修すること。
（注３）�「ӳ語教育科目」「ӳ語以外の外国語教育科目」「体育教育科目」から４単位以上を修得すること。ただし、「体育教

育科目」は、１単位以上を必ず修得すること。

ʙڞ௨教育Պ目のʮޠݴ教育Պ目ʯʮମ育教育Պ目ʯの୯Ґ修ಘʹ͍ͭ ʢͯ�ิʣʙ
　言語教育科目・体育教育科目については、「ӳ語教育科目」８単位必修にՃえて、さらに「ӳ語教育科目」「ӳ語以外
の外国語教育科目」「体育教育科目」から４単位以上の修得が必要です。このうち、「体育教育科目」については、１単
位以上を必ず修得しなければなりません。なお、「体育教育科目」のみで４単位以上を修得しても卒業に必要な単位数を
満たすことはできますが、όϥンスよく言語教育科目からも単位を修得することをਪします。
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֤࣍の履修ొ্ݶ୯Ґ
࣍ ୈ̍࣍ ୈ̎࣍ ୈ̏࣍ ୈ̐࣍

学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

単位数 22 22 22 22 22 22 22 22

　ただし、次の科目は上ه単位数には含まれません。
ᶃ卒業要件とならない自༝（ਵ意）科目
ᶄ単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都科目　等）
ᶅ共通教育科目
　�インターンシップ、0�0$'�1#-、「スターτアップ・インターンシップ」、「プレップ・インターンシップ」、「ا業人と学生
のϋイϒϦッυ」、「۽本・ࣛࢁフィールυ」
ᶆ共通教育科目
　ʻ教育・教職科目܈ʼにおける教職課程登録者のみ履修可とする科目
ᶇւ外語学実習
ᶈ経済学部専門教育科目
　「国際経済研修」
ᶉ文化学部専門教育科目
　「博物館実習」
ᶊ外国語学部専門教育科目
　「˓˓ւ外実習」（˓˓には、ӳ語・υイπ語・フϥンス語・スϖイン語・イタϦア語・ϩシア語・中国語・ؖ国語・イン
υωシア語が入る）

ʙग़੮指導ʹ͍ͭͯʙ
˓�１年次の導入科目への出席は極めてॏ要です。ܽ 席が連続するなどといった場合は、学部教員による履修・学修指
導を行います。また、２年次以降においても同༷に、専門教育科目等においてܽ席が連続するなどといった場合は指
導を行います。

ʙ୯Ґ指導ʹ͍ͭͯʙ
˓単位修得状況が๕しくない場合や、必修科目が未修得などの場合は、学部教員による履修・学修指導を行います。
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௨教ҭՊڞ
　京都産業大学では、教学の理೦にܝげる「自らを厳しくしつつ、力にみ、ࣾ 会的な義務をଵることなく、国内外
をわず活躍できる人ࡐ」の育成のために、学生が自らの専門分をਂく学Ϳだけでなく、෯い教ཆを身につけることの
できるよう、「人間科学教育科目」「言語教育科目」「体育教育科目」「キϟϦアܗ成支援教育科目」の۠分を設けて、す
ての学生に開講しています。
　入学年度ごとに定められている履修規定を十分にѲしたうえで履修してください。

�ɽ人間Պ学教育Պ目
　人間科学教育科目は、「人文科学」「ࣾ会科学」「自વ科学」「総合」の４つの領Ҭにわかれます。
　このうち、「総合」以外の３領Ҭは、「基本科目」と「展開科目」から構成されています。自らの専門以外の学分を学
Ϳにあたって、まず基本科目でその学分の大まかなશ体૾を得て基本的な考え方をつかみ、そこでڵຯをײじた内༰
を展開科目でさらにਂく学Ϳことで、体ܥ的に学習できるよう工しています。

ᾇ�֤ྖҬの特
ʲ人文Պ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、古ࠓ౦の人類の文化を対象とします。これには「学」「৺理学」「歴史学」「文学・芸術学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、文化の多༷性を認識し、ॊೈに思考できるようになることを目的としています。
ʲࣾձՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、意見やརが多छ多༷で、Ձ観の異なる人ʑが構成するࣾ会とそのようなࣾ会で生じるॾ現象とを対象
とします。これには、「経済学」「経営学」「法学・政治学」「ࣾ会学」といった分が含まれます。この領Ҭの科目は、多छ
多༷な人ʑの共存やڠ力を図るしくみを理解することを目的としています。
ʲࣗવՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、ミΫϩ（ૉཻࢠ）からϚΫϩ（宇宙）までの༷ʑなスケールの自વ現象を対象とします。これには、京都産業
大学の特৭といえる「天文・物理科学」「生໋・ڥ科学」「情報科学」それに、自વ科学の基൫である「数学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、自વ法ଇや生໋の営みへの見方をཆうことを目的としています。
ʲ૯߹ྖҬʳ
　この領Ҭは、次の科目܈に۠分されます。
　・導入・続教育科目1※܈ɿओに１年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目
　・̠ ̨ ̪ 科 目 ɿ本学の特৭ある科目と本学で学Ϳための基礎となる科目܈
　・教 育 ・ 教 職 科 目 ɿ教員免許取得などに関わる科目܈
　・人 ݖ 科 目 に関わるॾや歴史などを学Ϳ科目ݖɿ人܈
　・情 報 科 目 ɿ情報に関する科目܈
　※１　�օさんがこれから体験する「高校から大学へのҠ行」「共通教育と専門教育の連動」「大学からࣾ会へのҠ行」と

いったہ面において、ॊೈにదԠする力を身につける科目を開講しています。キϟϦアܗ成支援教育科目（b��0
ϖーδ）内にも、「導入・続教育科目܈」を設けています。

ᾈ�履修ํ๏ʹ͍ͭͯ
　人文科学領Ҭ、ࣾ 会科学領Ҭおよび自વ科学領Ҭの３領Ҭから４単位ずつを修得しなければなりません。

ɹ12୯ҐਓจՊֶྖҬܭ߹
û୯Ґ ʴ ʴࣾձՊֶྖҬ

û୯Ґ
ࣗવՊֶྖҬ
û୯Ґ

˰　�人文科学領Ҭ、ࣾ 会科学領Ҭおよび自વ科学領Ҭの３領Ҭからそれͧれ「基本科目」と
それに関連する「展開科目」を修得することをਪします。
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�ɽޠݴ教育Պ目
　言語教育科目は、ӳ語教育科目とӳ語以外の外国語教育科目から構成されています。

ӳޠ教育Պ目
�　άϩーόルࣾ会の中で活躍しࣾ会にݙߩするためには、実用的なӳ語運用能力の֫得が必ਢとなります。本学で
は、શ学部１・２年次にӳ語授業を必修とし「読む・書く・す・ฉく」のӳ語学習にՃえて、就職活動の入ޱやビ
δωス場面で有用とされる50&*$対Ԡの学習も行います。また、そのୡ成度合いをଌるために年数ճ50&*$� -�3
を受験します。ӳ語がۤ手な方には基礎から学Ϳ授業を開講し、基礎からӳ語能力の上を図ります。

教育Պ目ޠࠃ֎
�　外国語教育科目は、国際ࣾ会で求められる高度な語学力を身に付けて国際的視をຏく科目で、̕ 言語から学び
たい言語を選択できます。ωイςィϒスϐーΧーの教員による会やݕ定試験を೦಄に置いた科目など、各छレϕ
ルの特৭ある科目が用意されており、学習経験の有ແにかかわらず、৳ばしたい力と学習の目的にԠじて履修する
ことができます。

ᾇ�履修ʹ͍ͭͯ
　˕�言語教育科目と体育教育科目については、「ӳ語教育科目」（８単位必修）にՃえ、「ӳ語教育科目」「ӳ語以外の外国
語教育科目（指定された科目）」「体育教育科目」から４単位以上を修得する必要があります。なお、「体育教育科目」
については、１単位以上を必ず修得しなければなりません。

ʻӳޠඞ修̔୯Ґʴӳ̏ޠ୯Ґʴମ育̍୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ
ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

બඞम ӳ語選択科目 各1 3

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 1

ʻӳޠඞ修̔୯ҐʴӳޠҎ֎の֎ޠࠃʢ̍ޠݴʣ̐ ୯Ґʴମ育̍୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

ӳޠ
Ҏ֎

બඞम

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅰ"※２

各1 �
たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅰ#※２

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅱ"※２

たのしく学Ϳ˓ʓ語Ⅱ#※２

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 1

ʻӳޠඞ修̔୯Ґʴମ育̐୯ҐΛऔಘ͢Δ߹ʼ

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम Ϋϥス指定された科目※１ 各1 8

ମҭ બඞम 体育教育科目 各1 �

※１　�入学時のӳ語プレイスメンτςスτ（50&*$�#SJEHe�*1）のスコアに基ͮき、レϕル（Ϋϥス）分けを行います。
　　　そのレϕルにより、セメスターຖに履修する科目が異なります。ʤ次ϖーδ参照ʥ
※２　�科目名の˓˓には、υイπ・フϥンス・中国・ϩシア・スϖイン・インυωシア・イタϦア・ؖ国ே・ϕτφϜの

各言語名が入ります。
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ʲӳޠඞ修Պ目ʳ

レϕル レϕル分け基४
（50&*$�-�3スコア）

50&*$�-�3
スコア目ඪ

１年次 ２年次
１セメ（य़学期） ２セメ（ळ学期） ３セメ（य़学期） ４セメ（ळ学期）

ʲ上級ʳ �20以上 �00以上 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅰ 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅱ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅰ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅱ
上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ中級ʳ �00以上 �00以上 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲॳ級ʳ 310以上 �00以上 ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ基礎ʳ � � 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅰ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅱ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶙ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶚ

※セメスターごとに２科目を学びます。
※掛は、ݪଇ、ӳ語ωイςィϒスϐーΧーの教員が୲当（掛以外は、日本人教員が୲当）

ʲ50&*$डݧʹ͍ͭͯʳ
　˖�１・２年次ऴ了時に、「上級」・「中級」・「ॳ級」レϕルのΫϥスはશ員、「基礎」レϕルの学生はر者のみ、50&*$��
-�3�*1（学内受験）を受験します。ʦ受験料は大学ෛ୲ʧ

　˖य़学期ऴ了時にも、50&*$�-�3�*1（学内受験）をر者に実施します。ʦ受験料はݸ人ෛ୲ʧ
　　受験方法などの詳細については、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。

ᾈ�֤छݕఆݧࢼのスίアʹΑΔ୯Ґೝఆʹ͍ͭ ʢͯC���ʙ C���ϖーδࢀরʣ
　˖ӳ語教育科目
　�　�50&*$� -�3� *1（学内受験）および50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアに基ͮき、ӳ語必修科目として単位認定をし
ます。

　　また、50&'-や実用ӳ語技能ݕ定のスコアでӳ語選択科目として認定する制度があります。
　˖外国語教育科目
　　指定された各छݕ定試験のスコアに基ͮき、言語教育科目の選択科目として単位認定します。

ᾉ�༨୯ҐのऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ
　言語教育科目で定める単位数をえて修得した単位は、卒業要件単位に算入します。

ᾊ࠶�履修ʹ͍ͭͯ
ɹ◇ӳޠの୯Ґ͕ະ修ಘの߹
　　�セメスターຖに決められたӳ語必修科目の単位が修得できなかった場合は、次セメスター以降に࠶履修Ϋϥスを履修
します。

　�　�選択必修科目の単位が修得できなかった場合は、次セメスター以降に定められたӳ語教育科目を履修します。
ɹ◇ӳޠҎ֎の֎ޠࠃの୯Ґ͕ະ修ಘの߹
　�　�「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅰ"」「たのしく学Ϳ˓˓語*#」「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅱ"」「たのしく学Ϳ˓˓語Ⅱ#」のいずれ
かが未修得の場合、単位がෆしている同じ科目を履修※１しなければなりません。「˓˓語ΤキスύーτⅠ」または
「˓˓語ΤキスύーτⅡ」で４単位修得することも可能です。

　　※１　言語により࠶履修者用のΫϥス（１セメスター生は履修ෆ可）を開講しています。

ᾋ�履修্のҙ߲ࣄʹ͍ͭͯ
　˖�ӳ語必修科目は、セメスターຖに設けている50&*$� -�3�*1（学内受験）を受験し、そのスコアによって自動的に上位
Ϋϥスに上がります。そのΫϥス変更の結果は、新学期の開始前に電ܝࢠ示൘1045等で連བྷします。

　˖�選択必修として、ӳ語以外の外国語教育科目を選択する場合は、１セメスターऴ了時における言語および科目変更は、
。ଇとして認めませんݪ



b-34

ᾌ�֎ࠃ人ཹ学生Λରとͨ͠ޠݴ教育Պ目ʹ͍ͭͯ
ʻ履修ύλーϯʼ

1ηメスλー 2ηメスλー

日本語科目（４単位・必修） 日本語科目（４単位・必修）

日本語科目、ӳ語またはӳ語以外の外国語科目
（４単位・選択必修）

※�上ه履修ύターンによる履修はਪされる履修方法であり、必修科目および選択必修科目が修得できなかった場合は、
３セメスターから卒業までの間に修得する必要があります。
ʻຊޠՊ目ʼ
単 位 数ɿ１単位（※「留学生のための日本事情」のみ２単位）
配当年次ɿ１年次以上

ରऀ レϕϧ ඞम・
બผ Պ໊

正
規
学
部
留
学
生

̓ 選択
必修

日本語コミュニケーション
（す�ฉく）Ⅰ�Ⅱ

日本語コミュニケーション
（読む�書く）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（ビδωス）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（文ষද現）Ⅰ�Ⅱ ʲ選択必修ʳ

定で学Ϳݕ
日本語
（上級）Ⅰ�Ⅱ ʲ選択ʳ

留学生のため
の日本事情
（２単位）

̒ ඞम ̎ޠຊڃ্
ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

ʲ選択ʳ
実践日本語̑ ඞम ̍ޠຊڃ্

ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ
̍ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

４ 選択 中級日本語２
（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
Ⅰ�Ⅱ（಄ද現ޱ）

中級日本語２
（聴解）Ⅰ�Ⅱ 中級日本語

（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

定で学Ϳݕ
日本語
（中級）Ⅰ�Ⅱ３ 選択 中級日本語１

（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ
中級日本語１
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（会）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（聴解）Ⅰ�Ⅱ

非
正
規
留
学
生

２ ʕ

ॳ級日本語２
（文法#）Ⅰ�Ⅱ ॳ級日本語２

（会）Ⅰ�Ⅱ
ॳ級日本語２
（読解）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語
（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語２
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

１ ʕ

ॳ級日本語１
（文法#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会"）Ⅰ�Ⅱ

̌ ʕ

入門日本語
（会#）

入門日本語
（会"）

� ※科目名のⅠはय़学期科目、Ⅱはळ学期科目をදし、それͧれ１単位
・外国人留学生とみなされる学生のみ履修できます。
・レϕル３ʙ４の科目を正規学部留学生が履修する場合は、日本語୲当教員からの履修許可が必要です。
◇ඞ修Պ目
・��入学時のプレイスメンτςスτの結果等により、指定された必修の「日本語」科目をݪଇとして８単位修得しなければな
りません。（ただし、入学時のプレイスメンτςスτの結果等により「日本語」科目を履修しない学生は、「ӳ語」を履修し
ます。修得した単位は、卒業要件単位に算入します。）
◇બඞ修Պ目
・選択必修科目は「日本語」「ӳ語」「ӳ語以外の外国語（語以外）」から、１言語・４単位を修得しなければなりません。
・必修科目の８単位にՃえて「日本語」科目で選択必修を４単位修得する場合は、入学時の必修科目の定レϕルよりも
上位レϕルの科目を履修しなければなりません。

・レϕル５の必修科目を８単位履修する学生は、レϕル̓の選択必修科目にՃえて、レϕル６の必修科目および「ݕ定で学
Ϳ日本語（上級）Ⅰ�Ⅱ」も選択必修の４単位に含めることができます。

・レϕル６の必修科目を８単位履修する学生は、レϕル̓の選択必修科目にՃえて「ݕ定で学Ϳ日本語（上級）Ⅰ�Ⅱ」も選
択必修の４単位に含めることができます。

・選択必修の「日本語」科目を履修しない学生は、「ӳ語」もしくは「ӳ語以外の外国語（語以外）」から、本人がرす
る言語（１言語）を選択して履修します。
※履修可能な科目は、履修要項別ガイυの授業科目一ཡで確認してください。　

�注意ʂ
�外国人留学生も、上هの「日本語」必修８単位ʴ選択必修４単位の他に、「体育教育科目」を１単位以上修得しな
ければなりません。



b-35

履
修
一
般

事
項

学　

籍

単
位
互
換
制
度

　ن

ఔ

ਤ
ॻ
ؗ
࢘
ॻ
՝
ఔ

学

ܳ

һ

՝

ఔ

学
ߍ
ਤ
ॻ
ؗ
࢘
ॻ
ڭ
་
՝
ఔ

ݱ



ࣾ

ձ

学

Պ

݈
߁
ε
ϙ
ồ
π
ࣾ
ձ
学
Պ

ڭ

৬

՝

ఔ

ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ͳ
学
ͼ
ớ
̜
̚
̩
Ờ

◇ӳޠ資֨ݧࢼの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓ΑͼӳޠΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　この制度は、50&*$� -�3、50&'-、実用ӳ語技能ݕ定において下දに示す基४を満たしている場合、その学修に対し
て、単位を認定する制度です。
　「１．共通教育科目（ӳ語教育科目）の必修科目に認定（上６ݶ単位まで）」と、「２．共通教育科目（ӳ語教育科目）の選
択科目に認定」の２つの制度があります。双方あわせて、࠷大８単位までしか認められません。

ʲ認定科目・単位数一ཡදʳ

छɹྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ 認定Պ

50&*$�-�3 �20ʙ�9� �00ʙ�9� �00ʙ�9� 800ʙ

ӳ語必修科目
（上６ݶ単位まで）

※�認定する単位数の༨分
については、「ӳ語選択科
目」で認定

50&'-�*51 ���ʙ�00 �03ʙ�3� ��0ʙ��0 ��3ʙ ӳ語選択科目

50&'-�J#5 �3ʙ�1 �2ʙ�� ��ʙ88 89ʙ ӳ語選択科目

実用ӳ語技能ݕ定 ２級 ४１級 ʵ １級 ӳ語選択科目

1ɽڞ௨教育Պ目ʢӳޠ教育Պ目ʣのඞ修Պ目Ͱのೝఆ
　ᶃ�認定基४及び単位数
　　�　試験は50&*$�-�3�*1（学内受験）または50&*$�-�3（公開ςスτ）（国内受験）にݶります。
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．対象者は、ӳ語必修科目履修者のみです。
　　̱．50&*$� -�3�*1（学内受験）または50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアに基ͮき、共通教育科目のӳ語必修科目

として認定します。
　　̲．単位認定する科目は、高年次配当のӳ語必修科目からॱ次認定します。ただし、࠶履修科目がある場合は、࠶履

修科目の年次配当科目を先に認定します。
　　̳．認定は、所定の申請をした学期末に認定します。
　　̴．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外とします。
　　̵．�同一基४でのスコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४のスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾい

て認定します。
　　　　　例）� １年次� 50&*$�-�3�*1（学内受験）���0� 　　　　２単位認定
� ２年次� 50&*$�-�3（公開ςスτ）� �00� 　　　　４単位該当
� � � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　̶．��必修科目としての認定単位は、６単位を上ݶに卒業要件単位として算入します。༨単位は、「ӳ語認定科目」

（選択科目）として認定します。
　　̷．一୴認定された内༰の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、50&*$� -�3�*1（学内受験）を
受験された場合については、大学ଆでスコアを確認して単位認定を行います（本人申請ෆ要）。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．50&*$�-�3（公開ςスτ）のスコアΧーυのݪ本とそのコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアの有ޮ期ݶは、取得後２年以内とします（入学前に取得したスコアは単位認定
の対象外）。
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2ɽڞ௨教育Պ目	ӳޠ教育Պ目
のબՊ目とͯ͠のೝఆ
　ᶃ認定基४及び単位数（試験は国内受験にݶる）
　�　�　前ท̡ 認定科目・単位数一ཡද 参r照
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．ᶃの認定基४及び単位数に基ͮき、共通教育科目の「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。
　　̱．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外としま

す。
　　̲．�同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位

数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� １年次� 実用ӳ語技能ݕ定� ２級�　　２単位申請・認定
� ３年次� 50&'-�*51� �32�　　４単位該当
� � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　̳．�「ӳ語認定科目」（必修科目）の認定における༨単位は、「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。こちら

についても、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定します。
　　̴．�認定単位は、「ӳ語認定科目」（必修科目ɿ上６ݶ単位まで）と「ӳ語認定科目」（選択科目）を合わせて８単位を

。度に卒業要件単位として算入しますݶ
　　̵．一୴認定した科目の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、申請した科目の単位認定は、各
学期末とします。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．�50&*$� -�3（公開ςスτ）または50&'-のスコアΧーυ（50&'-�J#5、50&'-�*51を含む）、実用ӳ語技能ݕ

定合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）・50&'-のスコアの有ޮ期ݶは、取得後２年以内とします（入学前に取得した50&*$�
-�3（公開ςスτ）のスコアは単位認定の対象外）。実用ӳ語技能ݕ定は入学前に取得したものも対象とします。
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◇ӳޠҎ֎の֎ݕޠࠃఆݧࢼ߹֨ऀの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓Αͼ֤ޠݴΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　�　この制度は、下هදのݕ定試験において一定の基४を満たしている場合、その学修に対して、単位を認定する制度で
す。

　ᶃ�認定基४及び単位数

検定試験ͷछྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

υイπ語技能ݕ定試験 ４級 ３級 ２級
४１級
１級

実用フϥンス語技能ݕ定試験 ４級 ３級 ४２級
２級
४１級
１級

中国語ݕ定試験 ４級 ３級 ２級
४１級
１級

ϩシア語能力ݕ定試験 ４級 ３級 ２級 １級

スϖイン語技能ݕ定試験 ５級 ４級 ３級
２級
１級

インυωシア語技能ݕ定試験 &級 ̙級 ̘級
Ｂ級
Ａ級

実用イタϦア語ݕ定試験 ５級 ４級 ３級
४２級
２級
１級

ϋンάル能力ݕ定試験 ４級 ３級 ४２級
２級
１級

　ᶄ認定科目の取ѻ
　　̰．�共通教育科目の「˓˓語認定科目」（選択科目）として認定します。� �

（˓˓の中には、各言語の名前が入ります。）
　　̱．認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。
　　̲．�認定単位は、࠷修得単位数12�単位のうち、８単位をݶ度に卒業要件単位として算入します。� �

（履修登録上ݶ単位数には、含まれません。）
　　̳．�異なる言語のݕ定試験に合格した場合も認定単位の上ݶは８単位とします。
　　　　�異なる言語で資格を取得しても同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコア

によるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� １年次� υイπ語技能ݕ定試験� ４級� 　　２単位申請・認定
� ３年次� 中国語ݕ定試験� ３級� 　　４単位該当
� � � � 　ࠩしҾき２単位Ճ認定
　　�̴ ．一୴認定した単位の取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　�　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、各学期のॳめに電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。
　�　　なお、申請した科目の単位認定は、各学期末とします。
　ᶆ提出書類
定試験合格者等に対する単位認定申請書ݕ．̰　　
　　̱．各ݕ定試験合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（１年次य़学期以外）࠷．̲　　
　ᶇ有ޮ期ݶ
　�　�　入学前に取得した資格も認定することができますが、有ޮ期ݶが設定されているݕ定試験は、届け出日以前にࣦޮ
している場合は対象外とします。

　　※「中国語ݕ定試験」において定められている「能力保証期間」は「有ޮ期ݶ」とは異なります。
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�ɽମ育教育Պ目
　体育教育科目は、「講義科目」「実習科目」「演習科目」に۠分しています。なお、体育教育科目については１単位以上を
必ず修得しなければなりません。

ᾇ�ʮ݈߁Պ学実習ʯ
　登録はコンϐュータந選により教職ر者を༏先して決定します。
　ҩࢣの指導等により運動が制ݶされている学生と、そのサϙーτを中৺としたϘϥンςィア学習をرする学生を対象
としたΫϥス（̝Ϋϥス）を設けています。̝ Ϋϥスの履修ر者は、教学センターに申し出て登録の手続きをしてくださ
い。

ᾈ��ʮスϙーπՊ学実習̖ʯʮスϙーπՊ学実習̗ʯ
　科目名にڝ技名をදす෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学実習Ａ」「スϙーπ科学実習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾉ�ʮ݈߁Պ学演習̖ʯʮ݈߁Պ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「݈߁科学演習Ａ」「݈߁科学演習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾊ�ʮスϙーπՊ学演習̖ʯʮスϙーπՊ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学演習Ａ」「スϙーπ科学演習Ｂ」は、それͧれ１科目しか履修できません。

ᾋ�スϙーπ指導ऀ育成Պ目
　（公財）日本スϙーπڠ会では、公認スϙーπ指導者制度に基ͮきスϙーπ指導者を認定しています。この公認スϙーπ
指導者の資格を取得した者は、将来地ҬのスϙーπΫϥϒの指導者として、また特定ڝ技の基礎的・専門的指導者として
活動できることとなります。
　これらの資格を取得するためには、日本スϙーπڠ会で定めた「共通科目」、「専門科目」を日本スϙーπڠ会の定める講
習会を受講し、修了する必要がありますが、「共通科目」のうち「共通科目Ⅰ」「共通科目Ⅱ」「共通科目ᶙ」にあたる科目に
ついては、次දの本学開設科目を単位取得し、卒業年度時に大学を通じ（公財）日本スϙーπڠ会に修了証明書の発行等
所定の手続きをすることにより、公認スϙーπ指導者ཆ成講習会受講時に講習・試験の免আを受けることができます。
※本学での履修方法や申請の詳細については、説明会または1045で案内します。

ʻຊ学։ઃՊ目Λ୯Ґऔಘ͢Δ͜とʹΑΓߨ習・ݧࢼの໔আ͕ड͚ΒΕΔެೝスϙーπ指導ऀの資֨ʼ
�・「スϙーπϦーダー」ɿ「共通科目」のみ修了すれば資格が得られます。
�・�「指導員」「上級指導員」「δュニアスϙーπ指導員」「スϙーπプϩάϥϚー」「アシスタンτϚωδϟー」「ΫϥϒϚ
ωーδϟー」ɿ次ද˓印の８科目すてを卒業までに単位取得し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、
該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了証明書が発行（要৹査料）されます。
�・�「コーν」「教ࢣ」「アスレςィッΫτレーφー」「スϙーπӫཆ士」ɿ次ද˓と˕印の10科目すてを卒業までに単位取得
し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了
証明書が発行（要৹査料）されます。
※各資格の詳細は「日本スϙーπڠ会ϗーϜϖーδ」でも確認ができます。
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スϙーπ指導ऀ育成Պ目

ຊֶͷ։ઃՊʢମҭڭҭՊʣ ຊスポーπڠձߨशՊ

˓ スϙーπの৺理
共通Ⅱ スϙーπの৺理Ⅰ
共通ᶙ スϙーπの৺理Ⅱ

˓ スϙーπ指導論
共通Ⅰ

指導者のׂⅠ
指導計画と҆શ管理

共通ᶙ
指導者のׂⅡ
技者育成のための指導法ڝ

˓ スϙーπҩ学Ⅰ 共通Ⅰ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅰ

˓ スϙーπϚωδメンτ
共通Ⅰ 文化としてのスϙーπ

共通Ⅱ
スϙーπと法
スϙーπ組織の運営と事業

˓ スϙーπӫཆ学※
共通Ⅰ スϙーπとӫཆ
共通ᶙ アスϦーτのӫཆ・৯事

˓ スϙーπのスキル
共通Ⅰ δュニア期のスϙーπ
共通Ⅱ 対象に合わせたスϙーπ指導
共通ᶙ 身体のしくみと働き

˓ 現代ࣾ会とスϙーπ※
共通Ⅰ 地Ҭにおけるスϙーπৼڵ
共通Ⅱ ࣾ会の中のスϙーπ

˓ Σイττレーニンάの理論と実際 共通Ⅰ τレーニンά論Ⅰ
˕ スϙーπҩ学Ⅱ 共通ᶙ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅱ
˕ τレーニンά論※ 共通ᶙ τレーニンά論Ⅱ

※現代ࣾ会学部݈߁スϙーπࣾ会学科の専門教育科目

˙/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφルτϨーφーʣ
　詳細は、b���ϖーδを参照すること。
˙+146スϙーπτϨーφー
　詳細は、b���ϖーδを参照すること。
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�ɽΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目
　京都産業大学のキϟϦアܗ成支援プϩάϥϜでは、「大学での学び」と「ࣾ会での実践」をஈ֊的に積みॏͶていくこと
で、学生のݸ性や自ओ性をཆい、自ら考え行動する「ࣾ会で活躍できる人ࡐ」を育成しています。

˞科目の֓ཁɾৄࡉにͭいては本学XFCϖーδにࡌܝしていますので、ࢀরしてください。
ɹ63-ɿIUUQT���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�GFBUVSFT�DBSFFS�JOEFY�IUNM

ʲΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目Ұཡʳ

　※ද内の科目は2019年度開講科目です。

˔導入・ଓ教育Պ目܈
　�　ओに１年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目です。օさんがこれから体験する、「高校から大学
へのҠ行」・「共通教育と専門教育の連動」・「大学からࣾ会へのҠ行」といったہ面において、ॊೈにదԠする力を身に
つける科目を開講しています。

※人間科学教育科目内にも、導入・続教育科目܈を設けています。（詳細はb�31ϖーδ参照）

܈ಇ教育Պ目ڠ学࢈˔
ᶃΩϟϦアデβΠϯܥՊ目
　卒業後の進路と自分自身の大学生活とを結びつけ、充実ײの高い大学生活をૹる力を身につけることができます。ήス
τ講ࢣの講義やࣾ会人との対やディスΧッションを通じて、自分のキϟϦアプϥンについて考えることができます。

ᶄ1#-ܥՊ目
　大学（0O�$BNQVT）での学びと実ࣾ会（0GG�$BNQVT）での学びとを༥合させた、課解決ܕ学習（1#-ɿ1SPKeDU� #BTeE�
-eBSOJOH）科目です。ا業や行政ػ関から与えられる課の解決活動を通じて、ࣾ 会に出た時に必要となる৺構えや能力
を身につけることができます。

ᶅΠϯλーϯγοϓܥՊ目
　実際にا業等で就業体験等を行う科目です。ࣾ員の方としたり、実際の仕事を体験することで、仕事のやりがい、業
छや職छによる業務内༰のҧい、会ࣾの෩を体ײすることができます。キϟϦア選択の視を֦げることにՃえ、大学
の学びが実ࣾ会でどのように活きるのかを体ײし、実習後に学習意欲が上することもૂいとしています。

˞֤Պ目ʹɺ༷ ʑな履修条件͕͋Γ·͢ɻଔۀ·Ͱܭը的ʹ履修͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞֤Պ目Λ履修͢Δ߹ɺ履修ཁ߲ผΨΠυ͓ΑͼγϥόスΛඞͣࢀর͠ɺৄ Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻࡉ

Պ܈ Պܥ

ಋೖɾଓڭҭ

ҭڭಇڠֶ࢈

ΩϟϦΞσβΠンܥ

ܥ-1#

Πンλーンγοϓܥ

׆ͱେֶੜݟൃݾࣗ

ͱΩϟϦΞσβΠンݟൃݾࣗ
0�0$'�1#-�

0�0$'�1#-�
0�0$'�1#-�

ਓͱֶੜͷϋΠϒϦουۀا
スλートΞοϓɾΠンλーンγοϓ

ϓϨοϓɾΠンλーンγοϓ
Πンλーンγοϓ̍ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ

Πンλーンγοϓ̎ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ
Πンλーンγοϓ̏ʢࠃʣ

Πンλーンγοϓ̐ʢւ֎ʣ
Πンλーンγοϓ̑ʢࣗݾ։ʣ

ΩϟϦΞɾ3F�σβΠン

ø࣍ ù࣍ ú࣍ û࣍

例ɿ「自ݾ発見と大学生活」
　�大学という新たなڥの中で自ݾの特性とキϟンύスڥの྆方を活かし、「４年間の大学生活」を自らイメーδし、実行する力を身につ
けます。言いえると、「アΣイ（新たなڥ）をϗーϜ（҆৺して自分からपғに働きかける場・自ݾද現し合える場）に変える力」を
ཆいます。授業はओに、受講生同士のάループϫーΫを中৺に展開します。（１年次のय़学期しか履修することができません。）

例ɿ「自ݾ発見とキϟϦアデザイン」
　�「ࣾ会における自らのݸ性の活かし方」「ࣾ会課と大学の学びの関わり」「産業քと専門科目のつながり」を理解し、卒業後のキϟϦアプ
ϥンの明確化をଅ進します。その上で、ओ体的な大学生活のਪ進と自らのキϟϦア観をܗ成する力を高めます。

例ɿ「0�0$'�1#-2」
自」「ײ定ߠ自他」を提案。「ࣾ会人基礎力」ࡦ会で解決ࠂऴ成果報࠷、された課にνーϜで６ϲ月間ઓしڙ関等から提ػ業・行政ا�　
在に人と関わる力」「解決力」を身につけます。

例ɿ「インターンシップ３」
　�国内ا業・団体等で、Ն期ٳՋ中に２ि間以上のインターンシップを行います。事前学習では目ඪ設定、ا業・業ք研究、ビδωスϚφー
講義等、事後学習では「就業体験」をৼりฦり、成果報ࠂを行うことで、学習意欲や就業意識の上につながっています。
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ઐ教ҭՊʹ͍ͭ （εϙーπ社会学Պ߁݈ͯ）
̍ɽ݈߁スϙーπࣾձ学Պの教育課程のϙΠϯτ
ʢ̍ʣઐ門教育Պ目の構成ʹ͍ͭͯ
。スϙーπࣾ会学科の「専門教育科目」には、大きく３つの科目۠分があります߁݈　

ᶃ「学部共通科目」ɿ２学科に共通してࣾ会学の基൫とϦーダーシップ力を身に付ける。
ᶄ「学科専門科目」ɿ݈߁スϙーπࣾ会学科の専門性をਂめていく。
ᶅ「༥合教育科目」ɿ学科や学部をこえてෳ؟的な視をཆう。

　なお、ᶃ・ᶄの科目۠分の中には、さらに詳細な科目۠分があり、それͧれに「࠷修得単位数」が設定されています。
この科目۠分と࠷修得単位数を確認しながら、４年間の学修を計画的に進めていきましΐう。

ʢ̎ʣΫϥス指ఆ
　ࣾ会学の基礎的な知識の確実な修得とஸೡな学修指導のため、「導入科目」の以下の科目は、各自の履修する༵日・時ݶ
が指定されています。時間ׂの作成にも大きく関わってきますので、まずは各自の指定を確認しましΐう。

ᶃh ࣾ会学入門Ａ・Ｂ 　ɦ　Ϋϥス指定
ᶄh 入門演習Ａ・Ｂ 　ɦ　　Ϋϥス指定

ʢ̏ʣࣗ વՊ学ΛऔΓ入Εͨ学修
ࣾ、スϙーπࣾ会学科では߁݈　 会学を中৺とするࣾ会科学分のみならず、スϙーπ科学などの自વ科学分のアプ
ϩーνも学びます。そのため、実験・実習をとりいれた授業・演習も実施します。なお、hスϙーπ実習 なɦどの実習科目に
ついては、履修にあたり各自であらかじめ४උしておくものもありますので、シϥόス等で確認しておきましΐう。

ʢ̐ʣ演習Պ目
　２年次から４年次にかけて、ᶃh 基礎演習ʱɹ ʰ演習Ⅰʙᶚ 、ɦᶄh プϩδΣΫτ演習Ⅰʙᶜ のɦ２つのύターンのうち、ど
ちらかを選択し、演習科目を必ず修得しなければなりません（４単位以上）。なお、hプϩδΣΫτ演習 はɦ、現代ࣾ会学部
の教育ςーϚである「他者とڠ働してࣾ会を変えていく」ことを実践する科目として構ஙされているものです。本学部生に
は、このh プϩδΣΫτ演習 をɦ積極的に選択することをみます。



b-42

̎ɽઐ門教育Պ目の履修ʹ͍ͭͯ
ʢ̍ʣ学෦ڞ௨Պ目
ʢ̍ʵ̍ʣ導入Պ目ʢ̍࣍ʣɿ̒୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�݈ ࣾ、スϙーπࣾ会学科での学修の基൫となる極めてॏ要な科目です。この科目は߁ 会学の基൫の修得と、現代ࣾ会
への視の֦大にॏをおいています。
　・�導入Պ目のग़੮ۃΊͯॏཁͰ͢ɻܽ੮͕࿈ଓ͢ΔなͲと͍ͬͨ߹ɺ学෦教員ʹΑΔ履修・学修指導Λ行
͍·͢ɻ

　・�講義科目h ࣾ会学入門Ａ・Ｂ とɦগ人数Ϋϥス制のh 入門演習Ａ・Ｂ はɦ連動しています。すなわち、य़学期１ݶ目
のh ࣾ会学入門Ａ でɦࣾ会学の基礎知識を学修した後に、２ݶ目のh 入門演習Ａ でɦগ人数のΫϥスに分かれて、
ʰࣾ会学入門Ａ でɦ取り上げた内༰をਂめながら、大学での学びをஈ֊的に身に付けます。ळ学期も同༷にh ࣾ会学
入門Ｂ とɦh 入門演習Ｂ がɦ連動しています。

　・�hࣾ会学入門Ａ・Ｂʱh 入門演習Ａ・Ｂ はɦ、履修の༵日・時ݶが「Ϋϥス」で指定されています。各自のΫϥスを確
認し、指定された༵日・時ݶで履修してください。なお、Ϋϥスは、य़学期・ळ学期とも同一です。

　・�h現代ࣾ会のॾＡ・Ｂ はɦ、य़学期のＡかळ学期のＢのどちらかを選択し修得してください。

ʙアυόΠスɿh ̗・ࣾձのॾ̖ݱ 修ɦಘʹ͍ͭͯʙ
˓�現代ࣾ会の෯いॾをとりあげ、視を֦大していく科目であるh 現代ࣾ会のॾＡ・Ｂ はɦ、य़学期とळ学
期で取りѻうが異なります。シϥόスを確認し、自らの関৺に合கする΄うの科目を修得してください。なお、
྆方を修得することも可能です。

ʢ̍ʵ̎ʣج൫Պ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�導入科目とあわせて、ࣾ 会学の基൫をܗ成していく科目です。ओにࣾ会調査に関する知識・技能を学修していきます。
ࣾ会調査士資格の取得にも対Ԡした科目です。άϩーόルな視での学修にも対Ԡして、hࣾ会学ӳ語セミφーＡ・Ｂʱ
を開講しています。

ʙアυόΠスɿࣾձௐࠪ࢜資֨のऔಘʹ͍ͭͯʙ
˓�「ࣾ会調査士」の資格取得を目指す場合は、「基൫科目」の以下のＡから （̜̚と̛はどちらかを選択）の科目をす
て修得する必要があります。
˓資格取得の申請方法等については、電ܝࢠ示൘̨̥̤̩等で別్案内します。

ʲＡʳh ࣾ会調査入門 �ɦ ɿࣾ会調査の基本的事項に関する科目
ʲＢʳh ࣾ会調査方法論 �ɦ ɿ調査設計と実施方法に関する科目
ʲ̘ʳh データ分ੳ �ɦ ɿ基本的な資料とデータの分ੳに関する科目
ʲ̙ʳh ࣾ会統計学 �ɦ ɿࣾ会調査に必要な統計学に関する科目
ʲ̚ʳh ྔ的調査法 �ɦ ɿ多変ྔ解ੳの方法に関する科目� 



※&と'はどちらかを選択

ʲ̛ʳh ࣭的調査法 �ɦ ɿ࣭的な調査と分ੳの方法に関する科目
ʲ̜ʳh ࣾ会調査実習Ⅰ・Ⅱ �ɦ ɿࣾ会調査を実際に経験し学習する科目

ʢ̍ʵ̏ʣϦーμーγοϓՊ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�Ϧーダーシップの多༷なあり方・発شの仕方を実践的に学Ϳ、本学部ならではの科目です。また、ࣾ 会学の専門性と関
連した就業力やキϟϦアのあり方についても学びます。
　・�授業によっては、受講生と教員の意見ަ、受講生同士のディスΧッションなどを取り入れたアΫςィϒ・ϥーニン
άܗ式のものがあります。その特性上、受講人数を制ݶするために履修制ݶ（ந選等）を行うものがありますので、
履修登録の際にはh 履修要項別ガイυ をɦ参照してください。
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ʢ̎ʣ学Պઐ門Պ目
ʢ̎ʵ̍ʣج൫Պ目ʢ̍࣍·ͨ̎࣍Ҏ߱ʣɿ��୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�݈ ݈、スϙーπに関するࣾ会学を学Ϳ講義科目߁ スϙーπ科学に関する基礎的知識を身に付ける講義科目、スϙー߁
πの実技を学Ϳ実習科目から構成されています。この科目をもとに、後ड़の「展開科目」でさらに෯くࣾ会学と݈߁
スϙーπ科学の知識をਂめていくことになります。
　・h 会学ʱhࣾ߁݈ スϙーπࣾ会学 はɦ必修です。
　・h スϙーπ科学概論ʱh߁݈ 運動ҩ科学 はɦ２単位以上選択必修です。
　・11科目あるh スϙーπ実習 （ɦそれͧれ１単位）は、４単位以上選択必修です。

ʙアυόΠスɿh スϙーπ実習 のɦ履修ʹ͍ͭͯʙ
˓�４単位以上を選択必修するh スϙーπ実習 （ɦثց運動、体つくり運動、ਫӭ、サッΧー、ॊ道、レΫϦΤーション、
ιフτϘール、上ڝ技、球、ダンス、όレーϘール）については、１年次から履修が可能です。
˓�科目の性࣭上、受講人数の上ݶがあるため、科目（छ目）ごとに履修制ݶ（ந選等）を行います。履修登録の際には、
ʰ履修要項別ガイυ をɦ参照してください。

ʢ̎ʵ̎ʣ展։Պ目ʢ̎࣍Ҏ߱ʣɿ��୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�本学科の特৭でもあるࣾ会科学と自વ科学の෯い視から݈߁スϙーπの可能性について学修していくための科目
です。３つの科目܈をόϥンスよく、あわせて1�単位以上を修得していきます。
　・現代ࣾ会学分科目܈ɿ４単位以上を修得すること。
。ɿ６単位以上を修得すること܈スϙーπࣾ会分科目߁݈・　
。ɿ６単位以上を修得すること܈スϙーπ科学分科目߁݈・　

ʢ̎ʵ̏ʣ演習Պ目ʢ̎ʙ̐࣍ʣɿ̐୯ҐҎ্Λ修ಘ͢Δ͜とɻ
˕�演習には、以下のとおり、学科の専門性をさらにਂめる「ᶃ学科特化ܕ演習」、学科をӽえたメンόーと３年間にわた
り１つのςーϚにとりくむ「ᶄプϩδΣΫτ演習」の２つがあります。自らの関৺や将来の進路にԠじて、このᶃかᶄ
のどちらかのύターンを選び、修得していきます。
　・�演習は、いずれもগ人数で実施するため定員を設けています。演習のςーϚやԠื・選考方法等については、別్
ガイダンスを実施します。

ᶃ�学Պ特化ܕ演習ɿh 演習ʱɹૅج ʰ演習Ⅰʙᶚʱ
　２年次に開講されるय़学期またはळ学期のh 基礎演習 をɦいずれか１つ履修したうえで、将来の進路や関৺に対Ԡす
る݈߁スϙーπࣾ会学科のh 演習Ⅰʙᶚ をɦ３年次・４年次に連続して修得します。
ᶄ�ϓϩδΣΫτ演習ɿh ϓϩδΣΫτ演習Ⅰʙᶜʱ
　６つのςーϚから１つを選択し、２年次から４年次まで連続して１つのςーϚにਂく取り組みます。プϩδΣΫτ演習
は、京都府内、߳ 県（小౾ౡ）などの国内で行うものと、ւ外（ϕτφϜ）で行うものがあります。

ʢ̏ʣ༥߹教育Պ目ɿ��୯Ґ·Ͱઐ門教育Պ目ʢ��୯Ґʣʹ 入͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻࢉ
˕�本学科の専門性にՃえ、さらに෯いෳ؟的視を身に付けようとする意欲ある学生にこたえて、「現代ࣾ会学科の専
門教育科目」（演習科目等はআく）の修得も可能としています。また、すての学部が一ڌにそΖい他学部とのڑ
がۙいという本学のརを活かし、本学部生履修可とする「他学部の専門教育科目」の修得も可能です。

ʙアυόΠスʮ༥߹教育Պ目ʯʹ ͍ͭͯʙ
˓�「༥合教育科目」（他学科の専門教育科目、他学部の専門教育科目）は、必ず修得しないといけないというものでは
ありません。
˓�「༥合教育科目」を履修しようとする前に、「࠷修得単位数」をよく理解しておく必要があります。専門教育科目
��単位のうち、�0単位は݈߁スϙーπࣾ会学科の「学部共通科目」と「学科専門科目」から修得する必要があること
に留意してください。つまり、あくまでも所属学科の学修を༏先しなければいけない、ということです。このを理
解したうえで、自らの可能性を֦げるために、෯い知識を身に付けることも考えてみましΐう。
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�ɽʮ/4$"�$15ʯ͓ Αͼʮ+146スϙーπτϨーφーʯの資֨ʹ͍ͭͯ
　2019年度より「/4$"�$15」および「+146スϙーπτレーφー」をཆ成する教育ػ関として認定を受けました。以下の
දに示す科目を修得することにより、+146スϙーπτレーφーの受験資格が得られ、/4$"�$15については、/4$"δϟ
ύンによる受験対ࡦ講࠲が受講できるため、資格取得を強くرする学生は、資格プϩάϥϜへの登録をおקめします。
なお、詳細についてはガイダンスで案内します。

˙/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφルτϨーφーʣ
　/4$"δϟύンは、ถ国/4$"と正式な支部ܖ約をక結して、スϙーπと݈߁にܞわる専門職を育成するため、世ք共通
資格としての$4$4認定試験および/4$"�$15認定試験を実施しています。それらの資格のうち、/4$"�$15は、ࢠども
から高ྸ者まで෯い対象者に対して、݈ ΄や૿進のための運動指導を行う資格です。ύーιφルτレーφーの࣋の保߁
か、フィッτωスインスτϥΫターやスϙーπ指導者などがこの資格を取得しています。

˙+146スϙーπτϨーφー
　一ൠࣾ団法人શ国体育スϙーπܥ大学ٞڠ会は、体育・スϙーπの専門性を活かしたさま͟まな知識・技術をۦし、
運動実践・指導、ケガの༧、ٸٹॲ置ができる人ࡐの育成をめ͟し、ฏ成29年度に+146スϙーπτレーφー資格を構ங
しました。この資格は� �アスレςィッΫτレーφー領Ҭ（日本スϙーπڠ会"5等の領Ҭ）、フィッτωスτレーφー領Ҭ	݈
ٸٹ、運動指導士等の領Ҭ）、スτレンάス�コンディショニンάコーν（/4$"等の領Ҭ）などの共通領Ҭ（ケガの༧߁
対Ԡ）に、運動実践および指導をՃえた領Ҭとなっており、体育・スϙーπを基࣠としてくࣾ会にݙߩすることが期さ
れています。

˙ඞཁՊ目
ɾ/4$"�$15ʢ/4$"ೝఆύーιφϧτϨーφーʣ

̨̣̘̖ೝఆՊ ຊֶतۀՊ ୯Ґ ҭڭ௨ڞ
Պ

ઐڭҭ
Պ

ʹ৬՝ఔڭ
ؔ͢ΔՊ

人体解学 能解学ػ 2 ʓ
人体生理学 運動生理学 2 ʓ ʓ

運動科学ʗ生理学
能解学ػ 2 ʓ
運動生理学 2 ʓ ʓ

ӫཆ学（スϙーπӫཆ学をਪ） スϙーπӫཆ学 2 ʓ
ύーιφルτレーニンάの基礎 τレーニンά論 2 ʓ

όイΦメΧニΫスʗ身体動作ʗ運動学 スϙーπ運動学 2 ʓ
ΤΫササイζˍレδスタンスτレーニンά

技術と指導ςΫニッΫ
スϙーπ科学実習"

（τレーニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

Ϋϥイアンτとの面ஊおよび体力ධՁ 体力ଌ定ධՁ法 2 ʓ

時の対Ԡ�ύーιφルτレーニンάにٸۓ
おける法的ॾ

ॲ置論ٸٹ 2 ʓ ʓ
会学ࣾ߁݈ 2 ʓ
ී通໋ٹ講習会

（৺ഏો生法、"&%、Ԡٸ手当） ʵ

ΤΫササイζ指導実習
（現場でのインターンシップ）

スϙーπ科学実習"
（ΤΫササイζ指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

スϙーπ科学実習#
（コンディショニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

৺理学ʗスϙーπ৺理学 スϙーπの৺理 2 ʓ
※１　本資格を目指すプϩάϥϜに登録した学生のみ、ਵ意科目として履修可とします（卒業要件単位には含まれません）。
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ɾ̟ ̨̥ ス̪ϙーπトϨーφーɹ˞ڭ৬՝ఔϓϩάϥϜొऀͷΈొՄʢ����ࡏݱʣ

̨̟̥̪ՊೝఆՊ ຊֶतۀՊ ୯Ґ ҭڭ௨ڞ
Պ

ઐڭҭ
Պ

ʹ৬՝ఔڭ
ؔ͢ΔՊ

スϙーπτレーφーに必要な資࣭
コーνンά論 2 ʓ ʓ
スϙーπ教育学 2 ʓ ʓ

体育スϙーπに
対する
運動実践
運動指導
༧対Ԡ
対Ԡٸٹ

体育スϙーπ
実践・指導
（実技）

スϙーπ実習（上ڝ技）
PSスϙーπ実習（ਫӭ）� 各1 ʓ ʓ

スϙーπ実習（サッΧー）
PSスϙーπ実習（όレーϘール）
PSスϙーπ実習（球）

PSスϙーπ実習（ιフτϘール）

各1 ʓ ʓ

スϙーπ実習（ॊ道） 1 ʓ ʓ
スϙーπ実習（体つくり運動）
PSスϙーπ実習（ثց運動）
PSスϙーπ実習（ダンス）

各1 ʓ ʓ

τレーニンά
コンディショニンά
実践・指導
（実技）

スϙーπ科学実習"
（τレーニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

スϙーπ科学実習#
（コンディショニンά指導実習）※1 １（ਵ意） ʓ

現場実習 教育実習Ａ（中学）
教育実習Ｂ（高校）

ʵ ʓ
ʵ ʓ

体力ଌ定ධՁ（実技） スϙーπ科学実習#
（体力ଌ定ධՁ実習）※1 １（ਵ意） ʓ

ॲ置法（講義）ٸٹ ॲ置論ٸٹ 2 ʓ ʓ

ॲ置法（実技）ٸٹ ී通໋ٹ講習会
（৺ഏો生法、"&%、Ԡٸ手当） ʵ

スϙーπ科学に
関する知識

スϙーπ生理学 運動生理学 2 ʓ ʓ
スϙーπӫཆ学 スϙーπӫཆ学 2 ʓ
スϙーπ৺理学 スϙーπの৺理 2 ʓ
τレーニンά科学 τレーニンά論 2 ʓ

όイΦメΧニΫス スϙーπ運動学 2 ʓ ʓ
能解学ػ 能解学ػ 2 ʓ

コンディショニンά スϙーπとコンディショニンά 2 ʓ

スϙーπҩ学に
関する知識

スϙーπҩ学（内科） スϙーπҩ学Ⅱ 2 ʓ
スϙーπҩ学（運動ث） スϙーπҩ学Ⅰ 2 ʓ

※１　本資格を目指すプϩάϥϜに登録した学生のみ、ਵ意科目として履修可とします（卒業要件単位には含まれません）。
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ઐ教ҭՊΧϦΩϡラムͷ֓ཁ（݈߁εϙーπ社会学Պ）
※専門教育科目は、��単位以上の修得が必要です。
※当該年度における各授業科目の開講時期・ٳ講等は、「履修要項別ガイυ」の授業科目一ཡで確認してください。

࣍
۠

̍࣍ ̎࣍ ̏࣍ ̐࣍
修ಘ୯Ґ࠷

ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ

学　

෦　

　ڞ

௨　

Պ　



導入Պ目

ඞɹɹ修 社会学入門Ａ（2） 社会学入門Ｂ（2） ̐୯Ґ

̒୯Ґ

��
単
位

��
単
位

બඞ修 現代社会の諸問題Ａ（2） 現代社会の諸問題Ｂ（2） ̎୯Ґ

બɹɹ 入門演習Ａ（2） 入門演習Ｂ（2）

൫Պ目ج બඞ修

社会調査入門（2） 社会調査方法論（2）

̐୯Ґ
データ分析（2） 社会統計学（2） 量的調査法（2） 社会調査実習Ⅱ（2）

社会学英語セミナーＡ（2） 社会学英語セミナーＢ（2） 質的調査法（2）

社会調査実習Ⅰ（2）

Ϧーμーγοϓ
Պ目 બඞ修

現代社会とキャリア（2） キャリア開発論（2）

̐୯Ґ社会活動運営論（2） パブリック・スピーキング（2） 神山STYLEリーダーシップ論Ａ
（現代社会学領域）（2）

神山STYLEリーダーシップ論Ｂ
（健康スポーツ社会学領域）（2）リーダーシップ入門（2） 地域社会とリーダーシップ（2）

学　
　

Պ　
　

ઐ　
　

　
　

Պ　
　



൫Պ目ج

ඞɹɹ修
健康社会学（2）

̐୯Ґ

10୯Ґ

スポーツ社会学（2）

બඞ修

健康スポーツ科学概論（2）
̎୯Ґ

運動ҩ科学（2）

スポーツ実習（ثց運動）（�） スポーツ実習（্ٕڝ）（�）

̐୯Ґ

スポーツ実習（ମͭ͘Γ運動）（�） スポーツ実習（ٿ）（�）
（注�）スポーツ実習（ਫӭ）（�） スポーツ実習（ダンス）（�）

スポーツ実習（αッカー）（�） スポーツ実習（バϨーϘール）（�）

スポーツ実習（ॊಓ）（�）

スポーツ実習（Ϩクリエーション）（�）

スポーツ実習（ιフトϘール）（�）

展։Պ目 બඞ修

【現代社会学分野科目群】

̐୯Ґ

��୯Ґ

地域社会学（2） 産業社会学（2）

家族社会学（2）

メディア社会学（2）

宗教社会学（2）

【健康スポーツ社会分野科目群】

公ऺӴ生学（2） 現代社会とスポーツ（2） 地域社会と健康（2） ιーシャル・キャピタルと健康論（2）

スポーツの歴史と社会（2） スポーツ教育学（2） 地域社会とスポーツ（2） 福祉社会とアダプテッυスポーツ（2）

スポーツ政策論（2） 化社会とスポーツ（2）ྸߴ ̒୯Ґ

Ϩジャー・Ϩクリエーション論（2） セクシュアリティ論（2）

スポーツ文化論（2）

【健康スポーツ科学分野科目群】

̒୯Ґ

運動生理学（2） ॲஔ論（2）ٸٹ スポーツٕज़・ઓज़論（2） スポーツとコンディショニング（2）

学校อ健（2） 生活習׳と健康（2） スポーツӫཆ学（2） ମྗଌఆධ価法（2）

スポーツ運動学（2） トϨーニング論（2） ランニングの科学（2） アンチエイジング論（2）

ղ学（2）ػ 発育発ୡ論（2）

コーチング論（2）

スポーツใॲ理論（2）

ӫཆ教育論（2）

健康スポーツとҨ（2）

演習Պ目
બ

ඞ
修

ᶃ 基礎演習（2） 基礎演習（2） 演習Ⅰ（2） 演習Ⅱ（2） 演習Ⅲ（2） 演習Ⅳ（2） ̐୯Ґ
（注̎）ᶄ プロジェクト演習Ⅰ（2） プロジェクト演習Ⅱ（2） プロジェクト演習Ⅲ（2） プロジェクト演習Ⅳ（2） プロジェクト演習Ⅴ（2） プロジェクト演習Ⅵ（2）

༥߹教育Պ目 （注３）
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ʢ̍ʣ�εϙーπ࣮शʢਫӭʣはूத։ߨ
ʢ̎ʣ�ᶃ͔Β̐単位Ҏ্またはᶄ͔Β̐単位Ҏ্を修得する͜と。な͓、ᶃで修得する場合は、̎ ࣍に։ߨされるय़学期または秋学期のh ԋशૅج をɦඞͣ

履修する͜と。
ʢ̏ʣ�༥合教ҭ科目۠には、ʦݱࣾձ学科のઐ教ҭ科目ʧ͓ Αͼʦݱࣾձ学෦履修可とする他学෦ઐ教ҭ科目ʧの単位をࢉೖする͜とがで͖、��単

位までをઐ教ҭ科目の単位ʢ��単位ʣにࢉೖする͜とがで͖る。

� ʢɹɹʣ୯Ґ
࣍

۠
̍࣍ ̎࣍ ̏࣍ ̐࣍

修ಘ୯Ґ࠷
ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ ʦय़学ظʧ ʦळ学ظʧ

学　

෦　

　ڞ

௨　

Պ　



導入Պ目

ඞɹɹ修 社会学入門Ａ（2） 社会学入門Ｂ（2） ̐୯Ґ

̒୯Ґ

��
単
位

��
単
位

બඞ修 現代社会の諸問題Ａ（2） 現代社会の諸問題Ｂ（2） ̎୯Ґ

બɹɹ 入門演習Ａ（2） 入門演習Ｂ（2）

൫Պ目ج બඞ修

社会調査入門（2） 社会調査方法論（2）

̐୯Ґ
データ分析（2） 社会統計学（2） 量的調査法（2） 社会調査実習Ⅱ（2）

社会学英語セミナーＡ（2） 社会学英語セミナーＢ（2） 質的調査法（2）

社会調査実習Ⅰ（2）

Ϧーμーγοϓ
Պ目 બඞ修

現代社会とキャリア（2） キャリア開発論（2）

̐୯Ґ社会活動運営論（2） パブリック・スピーキング（2） 神山STYLEリーダーシップ論Ａ
（現代社会学領域）（2）

神山STYLEリーダーシップ論Ｂ
（健康スポーツ社会学領域）（2）リーダーシップ入門（2） 地域社会とリーダーシップ（2）

学　
　

Պ　
　

ઐ　
　

　
　

Պ　
　



൫Պ目ج

ඞɹɹ修
健康社会学（2）

̐୯Ґ

10୯Ґ

スポーツ社会学（2）

બඞ修

健康スポーツ科学概論（2）
̎୯Ґ

運動ҩ科学（2）

スポーツ実習（ثց運動）（�） スポーツ実習（্ٕڝ）（�）

̐୯Ґ

スポーツ実習（ମͭ͘Γ運動）（�） スポーツ実習（ٿ）（�）
（注�）スポーツ実習（ਫӭ）（�） スポーツ実習（ダンス）（�）

スポーツ実習（αッカー）（�） スポーツ実習（バϨーϘール）（�）

スポーツ実習（ॊಓ）（�）

スポーツ実習（Ϩクリエーション）（�）

スポーツ実習（ιフトϘール）（�）

展։Պ目 બඞ修

【現代社会学分野科目群】

̐୯Ґ

��୯Ґ

地域社会学（2） 産業社会学（2）

家族社会学（2）

メディア社会学（2）

宗教社会学（2）

【健康スポーツ社会分野科目群】

公ऺӴ生学（2） 現代社会とスポーツ（2） 地域社会と健康（2） ιーシャル・キャピタルと健康論（2）

スポーツの歴史と社会（2） スポーツ教育学（2） 地域社会とスポーツ（2） 福祉社会とアダプテッυスポーツ（2）

スポーツ政策論（2） 化社会とスポーツ（2）ྸߴ ̒୯Ґ

Ϩジャー・Ϩクリエーション論（2） セクシュアリティ論（2）

スポーツ文化論（2）

【健康スポーツ科学分野科目群】

̒୯Ґ

運動生理学（2） ॲஔ論（2）ٸٹ スポーツٕज़・ઓज़論（2） スポーツとコンディショニング（2）

学校อ健（2） 生活習׳と健康（2） スポーツӫཆ学（2） ମྗଌఆධ価法（2）

スポーツ運動学（2） トϨーニング論（2） ランニングの科学（2） アンチエイジング論（2）

ղ学（2）ػ 発育発ୡ論（2）

コーチング論（2）

スポーツใॲ理論（2）

ӫཆ教育論（2）

健康スポーツとҨ（2）

演習Պ目
બ

ඞ
修

ᶃ 基礎演習（2） 基礎演習（2） 演習Ⅰ（2） 演習Ⅱ（2） 演習Ⅲ（2） 演習Ⅳ（2） ̐୯Ґ
（注̎）ᶄ プロジェクト演習Ⅰ（2） プロジェクト演習Ⅱ（2） プロジェクト演習Ⅲ（2） プロジェクト演習Ⅳ（2） プロジェクト演習Ⅴ（2） プロジェクト演習Ⅵ（2）

༥߹教育Պ目 （注３）
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グローバルな学び

（GETɿGMPCBM 4UVEJFT EEVDBUJPO BOE TSBJOJOH）
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GET（GMPCBM 4UVEJFT EEVDBUJPO BOE TSBJOJOH）ͱ
　国内外で活躍できる人ࡐの育成をݐ学のਫ਼ਆにᨳう本学は、άϩーόルな学びを積極的にਪ進しています。άϩーόル
人ࡐには「国際対能力」「豊かな教ཆ」「確かな専門性」が求められます。本学では、この３つの資࣭を体ܥ的に修得で
きるように、(&5とݺばれるάϩーόルな教育プϩάϥϜを用意しています。
　(&5の中には、高度なӳ語力にՃえて豊かな教ཆと専門知識を同時に修得できる「ӳ語による科目」、「在学留学制度」、
「ւ外インターンシップ制度」などのプϩάϥϜが整උされています。卒業後、άϩーόルに活躍することをرする学生
は、積極的にӳ語による科目を履修し、在学中にւ外留学やւ外インターンシップを体験してください。

ʲ(&5Λ構成͢Δ教育ϓϩάϥϜʳ
Պ目ޠ௨教育のඞ修ӳڞ �

ӳޠʹΑΔՊ目
ɹɹɹ・ӳߨޠ ʢٛ人間Պ学教育Պ目ʢڞ௨教育Պ目ʣɺ学෦ઐ門教育Պ目ʣ
ɹɹɹ・特ผӳޠʢ֎ޠࠃ学෦ઐ門教育Պ目ʣ

学ཹ学ࡏ

ւ֎Πϯλーϯγοϓ

Պޠ௨教ҭͷඞ修ӳڞ
　άϩーόルࣾ会の中で活躍し、ࣾ 会にݙߩするためには、実用的なӳ語運用能力の֫得が必ਢです。本学のӳ語教育科
目は、従来の「読む」「書く」「す」「ฉく」中৺の学習にՃえて、より実用的なӳ語運用能力を上させる学習手ஈとし
て、就職活動の入ޱやビδωス場面で有用とされる50&*$対Ԡの学習内༰を授業に組み込んでいます。さらに、ӳ語コ
ミュニケーション能力を身に付けるための授業も設け、50&*$とӳ語コミュニケーションの授業を通して「ࣾ会人が必要
とするӳ語運用能力にԠえられる人ࡐ」を育成するプϩάϥϜとなっています。また、ӳ語がۤ手な人には基礎から学Ϳ授
業を開講し、基礎からӳ語運用能力の上を図るなど、ݸʑのレϕルが上がるڥを整えています。
※外国語学部�ӳ語学科ɼ国際関係学科の学生は共通教育の必修ӳ語科目履修対象外となります。

ӳޠʹΑΔՊ
　本学は、「ӳޠΛ学Ϳ科目」だけではなく「ӳޠΛͯͬ学Ϳ科目」が豊に開講されており、ւ外からのަ留学生も
ӳ語による科目を多く受講しています。これらの科目を履修し単位を取得するためには、一定ਫ४以上のӳ語力が必要と
なります。科目ごとに要求される履修条件を確認し、自らの知的ح৺とӳ語力にదった授業を積極的に履修してください。

ʲӳߨޠ ʢٛ人間Պ学教育Պ目ʢڞ௨教育Պ目ʣɺ学෦ઐ門教育Պ目ʣr
　人間科学教育科目の各領Ҭには、ӳ語でफ教学、歴史、経済、政治学、生ଶ学や科学技術などを学Ϳ科目を開講してい
ます。これらの講義では、ӳ語でさま͟まな国の留学生とともに授業を受けることで、ӳ語力を上させることのみなら
ず、異文化理解もਂめることができます。講義によってはසൟにάループϫーΫが行われ、積極的にディスΧッションへの
参Ճが求められます。また、ӳ語による౼論、プレθンςーション、レϙーτ作成などのアΧデミッΫスキルの修得を通し
て実践的ӳ語運用能力を学Ϳ科目も開講しています。これらの科目はւ外留学を考えている学生にはその४උとして、留
学からؼ国した学生には語学力のさらなる上のための科目として活用することができます。また学部によっては専門教
育科目の一部をӳ語で開講しています。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HeU�QSPHSBN�JOEeY�IUNM
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ʲ特ผӳޠʢ֎ޠࠃ学෦ઐ門教育Պ目ʣr
◇目的
　「特別ӳ語」の目的は２つあります。第１は、学部で学んでいる専門分について、基本的な内༰をӳ語で説明したり
ディスΧッションする能力を育成することです。第２の目的は、ւ外の大学へ期・期留学するために必要なӳ語力
（50&'-� *&-54）をຏき、ؼ国後のӳ語力を発展させることです。この２つの目的を本学学生がୡ成するサϙーτをする
ために開講されるのが「特別ӳ語」です。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HeU�QSPHSBN�JOEeY�IUNM
　　　（ 上63ه-の「科目۠分別ʗ特別ӳ語プϩάϥϜ」をΫϦッΫ）

◇特৭
　「特別ӳ語」は、在学中に期留学を考えている学生、大学院へ進学し研究者を目指そうとする学生、専門を活かしά
ϩーόルا業で活躍しようと考えている学生などのニーζにԠえるために多༷な科目を開講し、また、学生のݸʑの目的・
レϕルにԠじた科目を提ڙしています。

◇履修条件
　「特別ӳ語」は外国語学部の専門教育科目ですが、一部の科目をআき、શ学部生が履修できます。
　ただし、各科目にはレϕルが指定されています。レϕル指定なしΫϥス・ॳ級レϕルΫϥスは୭でも履修できますが、中
級・上級レϕルΫϥスを履修するためには、*&-54もしくは50&'-� J#5のスコアが必要になります。これらӳ語ݕ定のス
コアを所有していない場合は、外国語学部が実施するレϕル分けϥイςィンάςスτとスϐーキンάςスτを受験しなけれ
ばなりません。（レϕル分けςスτは学期ごとに定期的に実施しています）
　なお、各科目のレϕルや詳しい授業内༰は、シϥόス等で確認してください。
　また、「特別ӳ語」の履修登録方法は、通ৗと異なります。詳細は、特別ӳ語履修説明会で説明します。説明会及びϥイ
ςィンά・スϐーキンάςスτの開催については、電ܝࢠ示൘1045で案内します。

※各レϕルの目҆
ॳ級ɿ*&-54　ʙ���0ʗ 50&'-�J#5�ʙ39
中級ɿ*&-54����ʙ��0ʗ 50&'-�J#5��0ʙ�3
上級ɿ*&-54����ʙʗ50&'-�J#5���ʙ

˔ରֶੜ

　શ学部生
˔ଟ༷ͳՊ܈

　専門分に対Ԡする科目܈
　スキル（読む・書く・ฉく・す）アップに対Ԡする科目܈
　各自のӳ語レϕルに対Ԡする科目܈　等

˔ඪ

　アΧデミッΫインάϦッシュをえ、専門分をւ外の大学で学Ϳためのを育成
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˞(+1ʢάϩーόル・δϟύϯ・ϓϩάϥϜʣ
　ӳ語による科目（ӳ語講義、特別ӳ語、学部専門ӳ語講義）のうち、日本の文化、歴史、経済などをӳ語で学Ϳ科目を集
めたものを(+1とݺんでいます。(+1科目の授業には、༷ ʑな国のڠ定校から来たަ留学生も多く履修しています。ւ外
留学を考えている学生の४උ科目として、また、留学からؼ国した学生の語学力ҡ࣋のための科目として活用することが
できます。

ʲՊ目Ұཡ ɹr※科目によって履修制ݶがあります。
Պ目໊ ୯Ґ Պ目۠

(+1�*OUSPEVDUPSZ�4eNJOBS 2 共通教育科目（総合領Ҭ）
3eMJHJPO�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
)JTUPSJDBM�0SJHJOT�PG�.PEeSO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
+BQBOeTe�$VMUVSe�JO�)JTUPSJDBM�1eSTQeDUJWe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
WPSME�)eSJUBHe�4JUeT�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
.PEeSO�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
+BQBOeTe�.BOBHeNeOU�BOE�#VTJOeTT 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOeTe�1PMJUJDT 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
.PEeSO�+BQBOeTe�(PWeSONeOU 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
*TTVeT�JO�+BQBOeTe�4PDJeUZ 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
+BQBOeTe�4DJeODe���5eDIOPMPHZ 2 共通教育科目（自વ科学領Ҭ）
,46特別講義（+BQBO�T�'PSeJHO�1PMJDZ） 2 共通教育科目（総合領Ҭ）
経済学ӳ語講義" 2 経済学部専門教育科目
経済学ӳ語講義# 2 経済学部専門教育科目
法学ӳ書講読（日本の法と司法制度） 2 法学部専門教育科目
日本の法 2 法学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅰ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅰ# 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅱ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅱ# 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅰ" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅰ# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅱ" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅱ# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で読む日本ࣾ会（上級）" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で読む日本ࣾ会（上級）# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化ᶙ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化ᶙ# 2 文化学部専門教育科目
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在学留学
�ɽࡏ学ཹ学制度
　「在学留学」とは、在学の状ଶで外国の大学へ留学することを言い、「ٳ学」による留学は該当しません。

�ɽ�ཹ学のछྨ
　在学留学には、次の３छ類があります。
（1）ަ または受け入れることを言いݣにޓ定をక結しているւ外の大学との間で、留学生を૬ڠ留学ʜʜ�本学とަྲྀ

ます。
（2）ݣ留学ʜʜ本学のަྲྀڠ定校へ本学学生をݣすることを言います。
（3）認定留学ʜʜ�自分で留学したい大学（学位授与ݖのある大学）の入学許可書を取り寄せ、本学の許可を得て留学するこ

とを言います。

　本学のڠ定校一ཡは、)1から確認できます（29Χ国80大学１研究所ʗ2018年11月時）。

�ɽࡏ学ཹ学の資֨ཁ件
　在学留学を申請する場合は、次の条件を満たしていなければなりません。また、留学に際しෆద切なݥة地ଳ等への留
学は認められません。
（1）本学に1年以上在学し、かつ所属学部の定める所定の単位を修得している者。
（2）৺身共に留学にえ得る݈߁状ଶである者。
（3）留学先の大学等の要件を満たす者。
（�）保証人のঝが得られる者。
（�）留学目的および留学計画が明確でద切であること。
（�）留学に必要な経済力を十分に有していること。

※�ަ 。にՃえて各プϩάϥϜで必要とされる学力・語学力要件を満たしていることهする場合は、上ر留学をݣ・
詳しくは、該当時期のื集要項を確認してください。
※認定留学の場合は、上هにՃえて留学先の入学許可書を取得していること。

�ɽਃखଓ
ʢ�ʣަ 学ཹݣ・
者ر示൘1045で案内します。Ԡืܝࢠ留学は、ຖ年４月及び10月にื集します。ื集説明会の開催は電ݣ・ަ　
は、Ԡื書類の提出期ݶを厳守のうえ、国際ަྲྀセンター事務室へ申し込んでください。書類受付後は、面を実施のう
え、学業成、語学力等総合的に定し、留学生を決定します。
　在学留学生の資格は、前ड़（３．在学留学の資格要件）のとおりです。

ʢ�ʣೝఆཹ学
　認定留学は、自分が留学したい大学（学位授与ݖのある大学）の入学許可書を各自が取り寄せ、本学の許可を得て留学
する制度です。まずは留学計画や受講するコース、単位認定等について留学アυόイザーと十分૬ஊしたうえで、申請手
続きを行ってください。申請のためには、「認定留学ر届」を提出した後、留学先の入学許可書を取り寄せ、「認定留学ئ
書」等の必要書類を期日までに提出する必要があります。提出されたすての書類は、各学部の在学留学資格要件等を考
ྀのうえ、認定留学の可൱を決定します。
˔認定留学申請書類
　「認定留学ر届」、「認定留学ئ書」、「入学許可書のࣸし（༁ఴ付）」、「約書」、「留学届」
　提出先ɿ現代ࣾ会学部事務室
˔提出期ݶ（厳守）
　य़学期から出発する場合　１月末まで（「認定留学ر届」は、11月末まで）
　ळ学期から出発する場合　６月末まで（「認定留学ر届」は、４月末まで）
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�ɽཹ学ظ間のऔѻ͍
（1）�留学期間は１学期間（一部のަ留学・&#+ݣ留学プϩάϥϜ・認定留学）または１年間（ަ・ݣ・認定留学）

とし、本学の修業年ݶ及び在学年数に算入します。
（2）�上ड़の留学期間はあくまでも学੶上の期間であり、実際の留学（ߤ）期間を意ຯするものではありません。ݪଇ、य़

学期末は、̓ 月末までに、ळ学期は１月末までにؼ国し、単位認定手続きを行わͶばなりません。（「12．単位認定の手
続き」参照）なお、留学先での在期間は、ݪଇとして、１学期間の場合は３ϲ月以上、また、１年間の場合は̕ϲ月以
上の在を要します。

（3）�留学期間をԆする場合はٳ学ѻいとなり、「ٳ学ئ」及び「ߤ計画書」を現代ࣾ会学部事務室へ提出のうえ許可を
得なければなりません。

�ɽཹ学ظ間のٴظ࢝ͼऴظ
　留学期間の始期及びऴ期は次のとおりですが、留学先での授業の都合上、これらの日付の前後に出国またはؼ国した場
合でも、いずれかの日付に読みସえます。
　ʻ始期　य़学期始業日　または　ळ学期始業日ʼ
　ç「留学届」をもって学੶を「在学」から「留学」へ変更します。
　ʻऴ期　य़学期ऴ了日　または　ळ学期ऴ了日ʼ
　ç「ؼ学届」をもって学੶を「留学」から「在学」へ変更します。

�ɽཹ学ऴ了のखଓ
　留学をऴえてؼ国した学生は、電ܝࢠ示൘1045より「ؼ学届」をଧち出し、やかに現代ࣾ会学部事務室へ提出してく
ださい。

�ɽཹ学தʹ͓͚Δຊ学学費
　本学の学費は、在学留学中であっても、学ଇ第�3条に定めるとおりશֹを納入していただくことになりますが、本学の学
費及び留学先の授業料や在費用等、かなりの留学費用がかさむことから、留学への経済的支援を後ड़（̕．外国留学支
援ۚ）のとおり行っています。

�ɽ֎ཹࠃ学ࢧԉۚ
　在学留学する際の経済的支援として、次の外国留学支援ۚを支څします。なお、支څ方法は、本学授業料から外国留学
支援ֹۚをࠩしҾくことにより行います。
ʢ�ʣަ 学生ཹݣͼٴ学生ཹ
　　経済・経営・法・現代ࣾ会・国際関係・外国語・文化学部ʜ��ສԁ（年ֹ）
　　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）
ʢ�ʣೝఆཹ学生
　　経済・経営・法・現代ࣾ会・国際関係・外国語・文化学部ʜ��ສԁ（年ֹ）
　　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）

※上ֹۚهは１年間留学した場合のֹۚです。１学期間の場合はֹとなります。
※他の学費ݮ免制度、学ۚ制度等のద用を受けている場合は、授業料૬当ֹをݶ度としてซڅ調整して支څします。
※ॾ事情により上ֹۚهを変更する場合があります。

��ɽܧଓ履修制度
とは、ळ学期からཌ年度のय़学期まで１年間の留学期間の場合、留学前のय़学期に履修している学期連結科「続履修ܧ」　
目および通年科目をؼ国後のळ学期にܧ続して履修することができることを言います。ܧ続履修をرする場合は、留学
前に必ず現代ࣾ会学部事務室に「ܧ続履修ئ」を提出し、ঝ認を得ておかなければなりません。なお、ؼ国後、ঝ認を得た
科目であってもෆ開講その他の理༝によりܧ続履修できない場合は現代ࣾ会学部事務室より指示します。
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��ɽཹ学ڐՄのऔফ
　次のいずれかに該当した場合は、留学の許可を取りফすことがあります。また、留学が取りফされた場合は、外国留学支
援ۚはฦؐしなければなりません。
（1）学生査証が認められない者
（2）法令にҧした者又は学ଇその他の本学の規程等にҧした者
（3）本学への学費等の納入をଵった者
（�）留学先において成業の見込みがないと認められた者
（�）ප気その他やむを得ない事༝により留学を続けることができなくなった者
※ื集要項ࡌهの条件等の基४を満たすことが出来なかった場合も留学許可が取りফされる場合があります。

��ɽ୯Ґೝఆのखଓ
　留学先の大学で修得した単位のうち、ద当と認められたものは�0単位をݶ度として、本学の卒業に必要な単位として認
定を受けることができます。この�0単位は、本学現代ࣾ会学部履修規程第３条第２項に定められた単位数です。
　専門教育科目に૬当するが、読ସえに該当する科目がない場合は、名শを「外国留学特घ科目」とし、専門教育科目の該
当する科目۠分に分類し認定することができます。また、専門教育科目に該当しない場合は、「外国留学科目」の科目名で
共通科目として、それͧれ認定されます。
　単位認定に係わる必要書類としては、「留学科目単位認定申請書」の他、留学先大学の成証明書、履修科目の時間数及
び単位数を証明する書類、授業細目（シϥόス）等の書類が求められますので、留学前に必ず現代ࣾ会学部の留学アυόイ
ザーの教員または現代ࣾ会学部事務室で確認しておいてください。
　単位認定申請は、ؼ国後、やかに現代ࣾ会学部事務室で行ってください（期日厳守）。
　申請期日　य़学期末認定ʜ̓月末まで　　　ळ学期末認定ʜ１月末まで

��ɽՆقޠظ学実習ٴͼय़قޠظ学実習
　Նق・य़ق期語学実習は、Ҿ者がつかない「自立ܕ」のプϩάϥϜです。学部・年次をわず参Ճできます。語学要
件はプϩάϥϜによって異なりますが、事前の学習経験が必ਢとなります。
　ื集説明会の開催は電ܝࢠ示൘1045で案内します。Ԡืر者は期間内に申請してください。（「Նق期語学実習」
の公ืは４月、「य़ق期語学実習」の公ืは10月を༧定）※य़ق期語学実習については、８セメ生はԠืできません。
　なお、実習ऴ了後、実習大学でަ付された修了書等をもって単位認定の申請をした場合は、授業時間数にԠじて共通教
育科目の「ւ外実習科目」として１ʙ４単位が認定されます。

※定員に満たない場合は、中ࢭすることがあります。

��ɽཹ学૬ஊ
　留学શൠ的な૬ஊについては国際ަྲྀセンター事務室（12号館１֊）が、また、単位認定に係わる૬ஊは現代ࣾ会学部
事務室及び留学アυόイザーの教員が୲当しています。
　なお、留学ر者は、在学中の履修計画や将来の進路もख़ྀのうえ、ૣ 期から十分な計画を立てることがまれます。ま
た、ւ外に留学するのですから、日本では当たり前のことがそれͧれの国によってさま͟まな法、規ଇや׳習があり異な
ることが多ʑありますので、留学してからށ惑うことのないよう、留学前には必ず留学先の歴史、文化、׳習等を理解して
おいてください。

��ɽػةཧ
ʢ�ʣւ֎ϓϩάϥϜ実ࢪʹ͍ͭͯのجຊ的なํ͑ߟ
　本学では、ւ外ߤの४උとւ外プϩάϥϜ実施期間中、学生の҆શを守るための配ྀと方ࡦ、そしてそれに基ͮく指
導を可能なݶり行いますが、ւ外プϩάϥϜに参Ճする学生は、各自が自ओ的に自覚とを࣋ち、ద切なஅと行動をと
らなければなりません。
。ଇとして、本学のւ外プϩάϥϜに参Ճする学生は、本学からの指示、連བྷに従わなければなりませんݪ　
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ʢ�ʣւ֎ϓϩάϥϜ実ࢪのஅج४ʢதࢭɺԆظɺܧଓʣ
　本学のւ外プϩάϥϜの実施அは以下３の基४によって行います。
　　ᶃߤ先国の事情（ݥة情報が出た場合等）
　　ᶄプϩάϥϜ実施ػ関等の事情
　　ᶅݸ人的事情（ප気等）
　※�上ه事情により発生する費用はすて自ݾෛ୲となります。
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ग़ࠃ·ͰのྲྀΕʪද�ʫ� � � � �ʪද�ʫ

の୯Ґೝఆ·ͰのྲྀΕʪද�ʫޙࠃؼ

留学ื集説明会に出席ݣ・ަ

ग़ئॻྨɹྲྀަࡍࠃηϯλーࣄࣨఏग़

面　　

合　　格

出　　国

現代ࣾ会学部留学アυόイザーの指導を受ける

ऀر学ཹݣ・ަ

現代ࣾ会学部留学アυόイザーの指導を受ける

認定留学先大学へ入学申請し、入学許可書を取り寄せる

「認定留学ر届」を現代ࣾ会学部事務室に提出する

˞認定ཹֶਃॻྨɹݱࣾձֶ෦ࣄࣨఏग़
ʲय़学期留学ʗ１月末日までʳ̡ळ学期留学ʗ�月末日までʳ
ç大学所定༷式ˠ�ᶃ留学届
� ᶄ認定留学ئ書
� ᶅ約書
ç留学先大学　ˠ�ᶆ入学許可書（コϐー）（日本語༁ఴ付）

教授会ঝ認

認定留学許可

留　　学

ʲय़学期留学ʗ11月末日までʳ̡ळ学期留学ʗ�月末日までʳ

留学までに国際ަྲྀセンター事務室でػة管理に関する説明
を受講しておくこと。

ೝఆཹ学رऀ

国　　ؼ

�ಧ・認定ཹֶ୯Ґ認定ਃॻྨֶؼ
ɹݱࣾձֶ෦ࣄࣨఏग़

現代ࣾ会学部にて৹査

単位認定

ʲय़学期から෮学または３月卒業ʗ１月末日までʳ
ʲळ学期から෮学または̕月卒業ʗ̓月末日までʳ
ᶃؼ学届
ᶄ留学科目単位認定申請書
ᶅ授業時間ׂ報ࠂ書
ᶆ留学先大学の成証明書（コϐー）
ᶇ留学先大学の修了書（コϐー）
ᶈ履修科目の受講時間数ŋ単位数を示す文書（コϐー）
ᶉ�シϥόス（受講した科目の内༰を説明した授業細目）（コϐー）
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ւ֎Πンλーンγοプ
˙概ཁ
　ւ外インターンシップ（科目名「インターンシップ４」）は、ՆٳقՋをར用して、ւ外のا業や団体で約１ϲ月の就業体
験（インターンシップ）に参Ճする、正課科目です。プϩάϥϜは、インターンシップにՃえて、業ք研究やϚφー講࠲など
の事前授業、実習のৼฦりや成果報ࠂなどの事後授業で構成され、օさんの実習での学びをサϙーτするよう、設計され
ています。
　ߤ先は、アδア・Φセアニア地Ҭが中৺です。また就業先は、日本語教ࢣアシスタンτ、ཱྀ 行業、コンサルςィンά業
などが用意されています。
　インターンシップは、仕事内༰や職場の状況をਂく知ることができ、自分のద性やࠓ後の進路選択について考えるきっ
かけになります。特に、ւ外でのインターンシップは、ओ体性や異文化コミュニケーションにおいて必要となるスキルをཆ
うことができるઈのػ会です。άϩーόル化したࣾ会の中で、ւ外を視に入れた将来の進路について、実体験をもと
に真に考えることができます。

˙目ඪ
・�異文化に対する理解力とదԠ力を身につけ、ޮ 果的にコミュニケーションをとれるようになる。
・世քをフィールυにしているا業や団体に対する知識をਂめることで、国際的な視からキϟϦアについて考えられるよ
うになる。
・自分のద性をよりਂく知り、将来のキϟϦアの方性をより明確にଊえられるようになる。

˙履修ํ๏
配 当 年 次ɿ２年次生、３年次生
対 象 学 部ɿશ学部学科
単　 位 　数ɿ４単位
履 修 方 法ɿ書類選考と面選考を実施し、履修者を決定します。
　　　　　　　※�ื 集説明会を実施しますので、履修ر者はื集説明会に必ず参Ճしてください。（ื集説明会の詳細

は電ܝࢠ示൘1045等でࠂ知します。）
履修上の注意ɿ�同一年度に履修できるインターンシップ科目は１科目とします。ただし、同一年度でなくても、インターン

シップ１、インターンシップ２はいずれかの科目、インターンシップ３、インターンシップ４はいずれかの
科目しか履修できません。

� ※その他の同時履修ෆ可科目については、履修要項別ガイυを参照してください。

ઌʢ実ʣۀɿա度のबߟࢀ˙
໊ࠃ

ʢ·ͨߦ۠ʣ ໊ࢢ 業छ

ߓ߳ ཾ 大学教員アシスタンτ

  コンサルタンτ業

ؖ国 ιル ϗςル業、৴用調査業

ϕτφϜ ϗーνミン ཱྀ行業、қ業

Ϛレーシア シンτッΫ 大学職員アシスタンτ

ΦースτϥϦア シυニー ཱྀ行業、ϗςル業、中学・高等学校、ҿ৯業

ニューδーϥンυ ΦーΫϥンυ、Ϋϥイスτνϟーν ཱྀ行業、中学・高等学校、日本語学校、メディアˍϚーケςィンά・
コミュニケーション
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教ɹ職ɹ課ɹ程
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教職課程
　現代ࣾ会学部で中学校及び高等学校の教員を志する人のために、以下に示す教職課程が設けられています。専߈の専
門教育科目など卒業に要する単位を修得するとともに、教育職員免許法及び同施行規ଇに定められている免許状取得に必
要な単位を修得した人は、教員免許状を取得できます。また、ဠ教大学又はಙ大学の通৴教育課程をซ修することによ
り、小学校教諭免許状を取得することも可能です。ただし、計画的に履修しないと教育実習の履修資格を得られず、免許
状授与の要件を満たすことができなくなりますので注意してください。

̍ɽऔಘͰ͖Δ໔ڐঢ়のछྨٴͼ教Պɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ�ɽ�໔ڐঢ়औಘʹඞཁなૅج資֨と
修ಘ୯Ґ࠷

教職課程ʹؔ͢Δ૬ஊ
教職課程の履修૬ஊ及び教員免許状取得
に関する࣭等がある場合は、教職課程
教育センター（10号館１֊）へ来室してく
ださい。

教職ʹؔ͢Δࢿྉ
教職課程教育センターの書Սに、教員採
用試験集、中学校及び高等学校の教
科書等を置いています（貸出可）。また、図
書館の資格・就職コーφー、ࢽࡶコーφー
にも教職に関する資料があります。積極的
に活用してください。

教職課程ʹؔ͢Δࣔܝ
教職課程に関するॏ要なお知らせは、電
示൘（10号ܝ示൘1045及び教職課程ܝࢠ
館１֊）にてܝ示します。ඞͣ̍ʹ̍ճ
֬ೝ͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

教職課程の詳細は、教職課程ΦϦΤンςーションにて配付される
「教職課程履修要項」で確認してください。

ֶɹՊ
໔ڐঢ়ͷछྨ・ڭՊ

தֶڭߍ་
一छ໔ڐঢ়

་ڭߍֶߴ
一छ໔ڐঢ়

ࣾձֶՊݱ ࣾ　　会 公　　民

スポーπ߁݈
ࣾձֶՊ

保݈体育 保݈体育

ඞཁͳ֨ࢿૅج
学士の学位を有すること

（学部の履修規定をよく読んで
卒業要件単位数を満たすこと）

ඞཁͳ۠
ʢ๏定୯Ґʣ

ຊֶʹ͓͚Δ࠷मಘ୯Ґ

ڭ
ҭ
৬
һ
໔
ڐ
๏
ࢪ
ߦ
ن
ଇ
ୈ
��

ͷ
�
ʹ
ఆ
Ί
Δ
Պ


ຊݑࠃ๏ʢ�ʣ

各免許状共通

2

ମɹɹҭʢ�ʣ 3

ίϛュニέーγϣϯʢ�ʣޠࠃ֎ 2

情報ثػͷૢ࡞ʢ�ʣ 2

ʹతཧղૅجҭͷڭ
ؔ͢ΔՊ

ʢதֶߍ��ʣʢߍߴ��ʣ

中学校
ࣾ　　会 31
保݈体育 31

高　校
公　　民 27
保݈体育 27

ՊͷڭͼٴՊڭ
ಋ๏ʹؔ͢ΔՊࢦ
ʢதֶߍ��ʣʢߍߴ��ʣ

中学校
ࣾ　　会 30
保݈体育 29

高　校
公　　民 24
保݈体育 27

େֶ͕ಠࣗʹ
ઃ定͢ΔՊ
ʢதֶߍ�ʣʢߍߴ��ʣ

中学校
ࣾ　　会 0
保݈体育 0

高　校
公　　民 8
保݈体育 5

ʢɹʣʹ示͢୯Ґɺڭҭ৬һ໔ڐ๏ʹ定ΊΔ
୯ҐͰ͋ΓɺຊֶͰ্هʮຊֶʹ͓͚Δ࠷म
ಘ୯ҐʯΛͯ͢मಘ͠ͳ͚Εɺଔ業ͱಉ࣌ʹ
໔ڐঢ়Λऔಘ͢Δ͜ͱͰ͖·ͤΜɻ
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図 書 館 司 書 課 程
学 芸 員 課 程
学校図書館司書教諭課程
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図書館司書課程
◇目的
　図書館法第２条に定められている公立図書館及び私立図書館などに専門的職員として置かれる司書の資格を取得するための課程です。
　司書は、地方公共団体が設置する公立図書館などで、図書館資料の選択・発注・受入から、分類・目録作成・貸出業務・レファレンスなどを
行う専門的職員です。
　司書となる資格については、図書館法第５条第１項第１号に「大学を卒業した者で大学において文部科学省令で定める図書館に関する科目を
履修したもの」と定められています。司書資格取得に必要な科目を修得すれば、卒業と同時に資格を得ることができます。ただし、飛び級による
大学院進学については、大学卒業の条件を満たしていないと見なされるため、当該資格を取得することはできません。
　本課程を履修し、国際化・情報化・生涯学習時代という現代の状況下で活躍できる司書としての能力を身に付けてください。

◇履修条件
　図書館で働きたいという、強い意志のある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し
確認してください。
　なお、司書の資格を取れば、図書館の正職員に即採用されるというわけではありません。例えば公立図書館の場合は、各自治体が実施する採
用試験に合格し、図書館に配属されることにより、司書として働くことができます。

◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程所定の必修科目28単位、選択科目３単位以上、計31単位以上を修得した者には、「図書館司書課程修了証書」を発行
します。なお、証書は卒業式当日に授与します。

◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
当該年次
以上は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）

උɹߟ
Պɹɹ໊ ୯Ґ Պɹɹ໊ ୯Ґ

ඞ

म

Պ



生涯学習概論 2

ඞ

म

Պ



生涯学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館概論 2 図書館概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館情報技術論 2 図書館情報技術論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
情報サービス論 2 情報サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
児童サービス論 2 児童サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

情報サービス演習 2 情報サービス演習Ⅰ 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．３．
情報サービス演習Ⅱ 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．３．

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
情報資源組織論 2 情報資源組織論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

情報資源組織演習 2 情報資源組織演習Ⅰ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．４．
情報資源組織演習Ⅱ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．４．

必修科目の合計単位数 22

બ

Պ


図書館情報資源特論 1 図書館情報資源特論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
必修科目の合計単位数 28

図書館基礎特論 1

બ

Պ


図書館基礎特論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館サービス特論 1 図書館サービス特論 1 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書・図書館史 1 図書及び図書館史 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館施設論 1 図書館施設論 1 2 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館総合演習 1
図書館実習 1

うち２科目以上 2 うち３単位以上 3
注）１．本課程登録者のみ履修可能です。�
　　２．「図書館概論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　３．「情報サービス論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　４．「情報資源組織論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　※所属学部により履修登録の方法が異なります。詳細は説明会または教学センターで確認してください。

◇履修モデル（実状を考えて作った一例です。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館サービス概論
図書館情報資源概論

情報サービス論★
児童サービス論
情報サービス演習Ⅰ
情報サービス演習Ⅱ
情報資源組織論◆
図書館情報資源特論
図書館サービス特論

図書館情報技術論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図書館基礎特論
図書及び図書館史

図書館施設論

　※太字は必修科目
　※★印は「情報サービス演習Ⅰ」及び「情報サービス演習Ⅱ」を履修するための先修要件
　※◆印は「情報資源組織演習Ⅰ」及び「情報資源組織演習Ⅱ」を履修するための先修要件
　※太字以外の選択科目から３単位以上修得すること
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学芸員課程
◇目的
　博物館に専門的職員として置かれる学芸員の資格を取得するための課程です。
　学芸員は、博物館に置かれる専門的職員で、博物館資料の収集、保管、展示、調査研究及びその他これと関連する事業について専門的な職務
に従事します。また、埋蔵文化財などに関わる発掘調査員という進路が考えられます。
　学芸員の資格は、博物館法第５条第１項第１号に「学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位
を修得したもの」と定められており、取得に必要な科目を履修し単位を修得すれば、卒業（学士の学位授与）と同時に資格を得ることができます。
　国際化・情報化・生涯学習時代という現在の状況で活躍できる学芸員としての能力を身に付けてください。歴史資料・美術品・文化財・伝統
文化などを将来に伝える意義のある仕事です。
◇履修条件
　博物館で働きたいという強い意志のある者。
　大切な文化財・文化遺産を、後世まで守り伝えていこうという強い思いのある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し
確認してください。
　なお、学芸員の資格を取れば、博物館の正職員に即採用されるというわけではありません。学芸員としての採用は、学部を卒業しただけでは厳
しく、大学院修士課程修了以上もしくはそれと同等の知識及び経験を有することを求められるのが実状です。
　資格取得には実習科目の修得が必要となりますが、真面目に取り組まない者には学外館園で実習を行う「博物館実習Ⅱ」の履修を認めません。
実習受け入れ先館園及び資格取得を目指す他の学生に多大な迷惑を掛けることになりますので、十分留意してください。
◇課程運用費
　「博物館実習Ⅱ」における館園実習を含め、他科目における学外実習の拝観料及び課程の運用に係るその他費用を、「博物館実習Ⅰ」を履修す
る年度に納める必要があります。詳細については、「博物館実習Ⅰ」を履修する前年度末（３月末）の在学生対象ガイダンスに出席し確認してく
ださい。
◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程所定の必修科目21単位、選択科目８単位以上、計29単位以上を修得した者には、「学芸員課程修了証書」を発行しま
す。なお、証書は卒業式当日に授与します。
◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
当該年次
以上は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）
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生涯学習概論 2
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生涯学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館概論 2 博物館概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館経営論 2 博物館経営・情報論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館資料論 2 博物館資料論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館展示論 2 博物館展示論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館教育論 2 博物館教育論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館情報・メディア論 2 視聴覚メディア論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

博物館実習 3 博物館実習Ⅰ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．２．
博物館実習Ⅱ 1 3 文化学部専門教育科目 注）１．２．

必修科目の合計単位数 19 文化財入門 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．

注）１．�本課程登録者のみ履修可能で
す。�

　　２．�「博物館概論」、「博物館資料論」
及び「博物館教育論」を含む本
課程必修科目10単位以上修得し
た者のみ履修可能です。

　　３．�文化学部生以外の学生は、所定
の期間内にWeb履修登録画面か
ら申請してください。

　　４．�同一科目名の、理学部物理科学
科開講もしくは理学部宇宙物
理・気象学科開講どちらかのみ
履修可能です。

　　５．�2019年度入学生より、科目名が
変更となっています。2018年度
以前入学生は、入学時の履修要
項を参照してください。

　　※�所属学部により履修登録の方法
が異なります。課程登録説明会ま
たは所属の事務室で確認してくだ
さい。

必修科目の合計単位数 21

બ



Պ



日本史概論 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史資料論Ⅰ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史講読ⅠＡ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史講読ⅠＢ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
考古学入門 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
考古学Ａ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
考古学Ｂ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
文化人類学 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
芸術入門 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
美術史Ａ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
美術史Ｂ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
工芸デザイン論 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
京都文化特論Ⅱ 2 3 文化学部専門教育科目 注）３．
京都の美術工芸史 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
京都の民俗 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
民俗学概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
科学史入門 2 1 共通教育科目
科学コミュニケーション入門 2 1 共通教育科目
力学Ａ 2 1 理学部専門教育科目 注）４．
力学Ｂ 2 1 理学部専門教育科目 注）４．
電磁気学Ａ 2 2 理学部専門教育科目 注）４．
電磁気学Ｂ 2 2 理学部専門教育科目 注）４．
天文学概論 2 2 理学部専門教育科目
地球惑星科学概論 2 2 理学部専門教育科目

うち８単位以上 8

◇履修モデル（「考古学」をコアに選択科目を履修した一例です。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
博物館概論★
博物館経営・情報論
文化財入門
考古学入門

博物館資料論★
博物館展示論
博物館教育論★
視聴覚メディア論
考古学Ａ
考古学Ｂ

博物館資料保存論
博物館実習Ⅰ
工芸デザイン論
京都文化特論Ⅱ

博物館実習Ⅱ

　※太字は必修科目　※★印は必修科目かつ「博物館実習Ⅰ」及び「博物館実習Ⅱ」を履修するための先修要件　※選択科目から８単位以上修得すること



b-66

学校図書館司書教諭課程
◇目的
　学校図書館法第２条に定められている学校図書館で専門的業務を行う教員としての資格（司書教諭資格）取得を目指す課程です。
　司書教諭とは、小学校（特別支援学校の小学部を含む。）、中学校（中等教育学校の前期課程及び特別支援学校の中学部を含む。）及び高等学校
（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の学校図書館で、その運営や読書指導、情報活用能力の育成をはじめ、図書資料
などの選択・収集・整理、教員への参考資料案内などの専門的な職務を掌る教員をさします。
　現在の学校教育では、児童生徒に自ら学び自ら解決する力をつけることが求められています。また、新学習指導要領においても、児童生徒の
言語能力の育成や、各教科における言語活動の充実が盛り込まれており、これらの実践にも本資格は大きく寄与するものと思われます。

◇履修条件
　小学校・中学校・高等学校の教員として、さらに学校図書館の運営や読書指導、情報活用能力の育成、各教科における言語能力の育成にも積
極的に取り組みたいという意欲のある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。また、卒業及び教員免許状の取得がないと、結果的にこの資格は取
得できないので、まずは学部の授業や教職関係の授業をきちんと履修し、そのうえで計画的にこの課程の科目を履修してください。したがって登
録手続きは２年次以降となります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し確認してください。
　なお、司書教諭の資格をとれば、即学校図書館に就職できるわけではありません。都道府県及び政令指定都市が実施する公立学校教員採用候
補者選考試験などに合格し、教員として働くことが前提となります。

◇修了証書の発行
　教員免許状を取得し、本課程所定の必修科目10単位を修得した者が、卒業後に本学を通して文部科学省に申請するという手続きが必要です。
文部科学省が発行した「学校図書館司書教諭講習修了証書」は、卒業から約１年後にみなさんの手元に届きます。詳細については、所定の時期
に行われるガイダンスに出席し確認してください。

◇構成
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当該年次
以上は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）
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学校経営と学校図書館 2
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学校経営と学校図書館 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
読書と豊かな人間性 2 読書と豊かな人間性 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．

情報メディアの活用 2
視聴覚教育 2 1 共通教育科目 注）３．４．
視聴覚メディア論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．４．

必修科目の合計単位数 10 必修科目の合計単位数 10
બ
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児童サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．５．
学校図書館演習 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．５．６．
情報サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．５．

注）１．本課程登録者のみ履修可能です。
　　２．文化学部�国際文化学科のみ、教員免許状取得のための「教科又は教職に関する科目」の単位に充当することができます。
　　３．教職課程登録者のみ履修可能です。
　　４．いずれか１科目選択必修です。
　　５．選択科目は、司書教諭としてのスキルアップのために設けています。未修得の場合でも当該資格の取得は可能です。
　　６．「学校図書館メディアの構成」修得済みの者のみ履修可能です。
　　※所属学部により履修登録の方法が異なります。詳細は説明会または教学センターで確認してください。

◇履修モデル（実状を考えて作った一つのモデルです。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

学校経営と学校図書館
読書と豊かな人間性
視聴覚教育★
視聴覚メディア論★

学校図書館メディアの構成
学習指導と学校図書館
児童サービス論
情報サービス論

学校図書館演習

　※太字は必修科目
　※★印の選択必修科目はいずれか一方を修得すること。ただし、双方を修得することを妨げない
　※太字以外の選択科目は資格取得要件に含まない




